
副反応報告の概要リスト(平成21年 12月 10日までの報告分) 参考資料 1-1
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性別 臓種日
時
種

同
接 L礎疾患(持病)、 他の予防機種など Ell反応の内容 副反応発生日 ヨ果関係 菫篤度 陽帰日 賑帰内容

1 女 平成21年 10月 19日 無 きばアレルギー 7ナフィラキシーショック 平成21年 ,0月 19日 関係有り 重馬 平成21年 10月 19日 軽快

2 女 平成21年 10月 21日 黒 くフアリンで奪麻疹 吐気 平成21年 10月 21日 関係有り 重篤 平成21年 10月 22日 軽快

3 女 平成21年 10月 21日 有 暉麻疹の既住あり アナフィラキシー 平成21年 10月 21日 関連有リ 重篤 平成21年 10月 22日 回復

4 女 平成21年 10月 20日 無
ベンタジン、インダシン、プスコバンの投与で発疹、
呼吸苦、ショック症状

アナフィラキシー 平成21年 10月 20日 関連有リ 三篤 平成21年 10月 21日 軽快

5 女 平成21年 10月 21日 無
季節性インフルエンザワクチン、機種サワシリン、
自物アレルギー有リ

39℃以上の発熱 平成21年 10月 23日 関連有り 重篤 平成21年 10月 26日 軽快

6 女 平成21年 10月 23日 無 かぜが治まつた所であつた 発熱、発疹、肝機能異常 平成21年 10月 23日 関連有り 重篤 平成21年 11月 7日 軽快

7 女 平成四年10月 22日 無 朦 アナフィラキシー 平成21年 10月 22日 関連有リ 重薦 平成21年 10月 23日 回復

8 女 平成21年 10月 23日 無 曇節性インフルエンザワクチン接種 助悸 平成21年 10月 23日 ll連有り 菫篤 平成21年 10月 28日 回復 i

9 20 男 平成21年 10月 26日 無 熙 面上目瞼発赤腫脹、両下肢しびれ 平成21年 10月 26日 舅連有り 重篤 平成21年 10月 27日 回復

女 平成四年10月 25日 無 撃節性インフルエンザワクテン接種 下痢、関節痛、惨怠感、頭痛 平成21年 10月 25日 評価不能 重 篤 平成21年 10月 28日 軽快

女 平成21年 10月 23日 無 準節性インフルエンザワクテン機種 上腹部痛、下痢、倦怠感 平成21年 10月 23日 評価不能 重篤 平成21年 10月 27日 軽快

女 平成21年 10月 24日 無 冒頭痛。発熱あるも予防機種 賠熱39度 平成21年 10月 24日 舅連有リ 重篤 平成21年 10月 29日 軽快

女 平成21年 10月 23日 無 高血圧、高コレステロール血栓 び́れ(両手～両肘下) 平成21年 10月 23日 関連有り 重篤 平成21年 10月 24日 回復

男 平成21年 10月 26日 無 朦 Ю℃以上の発熱、インフルA型 平成21年 10月 29日 関連有リ 重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成21年 10月 29日 無 季節性インフルエンザワクテン機種 アナフィラキシー様反応 平成21年 10月 29日 鶉連有り 重篤 平成21年 10月 29日 軽快

女 平成21年 10月 28日 無 クローン病治療 アナフィラキシ‐ 平成21年 10月 29日 闘速有り 重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成21年 10月 23日 無 感口時・発熱時の喘息 咳、頭痛、関節痛、息苦しき、喘忠 平成21年 10月 23日 襲連有り 重篤 平成21年 10月 28日 回復

女 平成21年 10月 30日 無 朦 アナフィラキシー 平成21年 10月 30日 関連有り 重篤 平成21年 :0月 31日 回復

男 平成21年 10月 19日 無 黎剤アレルギー、肝障害 (インフルエンザワクテン) 急性肝障害 平成21年 10月 25日 鶉連有り 重篤 平成21年 10月 28日 回復

女 平成21年 10月 27日 無 アレルギー性鼻炎 アナフィラキシーショック 平成21年 10月 27日 颯連有り 重篤 平成21年 10月 30日 回復

40 女 平成21年 10月 29日 無 二んましん 血管迷走反射 平成21年 10月 29日 関連 有り 重 篤 平成 21年 10月 30日 回 復

女 平成21年 10月 28日 無 職 左上肢の痛みとしびれ 平成21年 10月 28日 関連有り 重篤 平成21年 !1月 ‖日 未回復

40 男 平成21年 10月 24日 無 熙 末梢神経炎、筋炎 平成21年 10月 25日 関連有り 重篤 平成21年 11月 11日 未回復

女 平成21年 10月 26日 無 季節性インフルエンザワクチン機種(10/30) 上肢の筋力低下、痛み 平成21年 19月 27日 関連有り 重篤 不明 不明

男 平成21年 10月 30日 無
闘質性肺炎、アスベルギルス症、肺脳胞症、呼吸
爵不全 闘質性肺炎増悪 平成 21年 10月 30日 関連有り 重篤 平成21年 11月 9日 未回復

女 平成21年 11月 2日 無
自己赤血球免疫性紫斑病、10月 26日 季節性インフ
しエンザリクチン椿種 お斑、意識障害、けいれん 平成21年 11月 2日 関連有り 重篤 不明 不 明

40 女 平成2:年 10月 22日 無 甲状腺機能充進症 アナフィラキシー 平成21年 10月 22日 関連有り 重篤 平成21年 10月 22日 回復

女 平成 21年 10月 30日 無
2年前のインフルエンザ予防機種にて、30分 後に息
苦しくなつた 贋痛、めまい 平成21年 10月 30日 関連有り 重篤 平成21年 11月 4日 軽快

30 女 平成21年 11月 4日 無
抗生割ユナシン、ロキフィンにてかゆみ喉頭浮腫、
ネオファーゲンにてアナフィラキシーシヨック

じんましん、喉頭浮腫.呼吸苦 平成21年 11月 4日 関連有り ■ 篤 平成21年 ‖月4日 回復

30 女 平成21年 10月 20日 無 季節性インフルエンザウクチン接種 嘔気.血圧低下、腰・下肢痛 平成21年 10月 20日 肝価不能 重篤 不明 不明
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接 基礎疾患(持病)、 他の予防機種など ヨ1反 応の内容 副反応発生日

丞環 覆 関 に よう
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女 平成21年 11月 5日 無

気管支喘息治療中、コントロールは良好。以前季節
性インフルエンザ予防接種後、気管支喘息発作有
り

照管支喘息発作 平成2;年 11月 5日 関連有リ 重篤 平成21年 ‖月7日 回 復

男 平成21年 ‖月4日 無

1季節性インフルエンザワクチン機種、2基礎疾患 :

糖尿病性腎症による腎不全で透析療法中.3薬・食
品でのアレルギー歴有り、

7ナフィラキシー 平成21年 11月 4日 関連有り 重篤 平成21年 11月 4日 軽快

女 平成21年 11月 5日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 アナフィラキシー 平成21年 11月 5日 関連有り 重篤 平成21年 11月 6日 軽快

40 女 平成21年 10月 31日 無 季節性インフルエンザワクテン接種 アナフィラキシー 平成21年 10月 3:日 関連有り 菫篤 平成21年 11月 1日 軽快

女 平成21年 11月 5日 無 無 頂痛、嘔気、嘔吐、下日、微熱 平成21年 11月 5日 呼価不能 ■篤 平成21年 11月 10日 回復

男 平成21年 11月 6日 無 嵐管支喘忠 アナフィラキシー 平成21年 11月 6日 関連有り 重篤 平成21年‖月7日 回復

男 平成21年 11月 5日 無 朦 n分不快 平成21年 11月 5日 ド明 ■協 平成四年11月 0日 回復

男 平成21年 11月 5日 無 熙 血管迷走神経反射 平成21年 11月 5日 目連有り 菫篤 平成刻年11月 6日 回復

女 平成21年 11月 4日 無
以前インフルエンザワクチン機種で体口不良になつ
L既住:喘息

アナフィラキシー 不明 関連有り 重篤 平成21年 11月 5日 回 復

女 平成21年 ‖月6日 無
管ヽ支喘息、既住:20数年前のワクテン機種で軽

,ヽ皮疹出現(記憶不明確)

感性アレルギー性皮膚炎 平成21年 ‖月6日 関連有り 重篤 平成21年 11月 9日 回復

女 平成21年 10月 21日 無 甲状腺機能充進、僣帽弁逆流 なの眼球 ブドウ膜炎 平成21年 10月 26日 評価不能 菫篤 平成21年 11月 11日 未回復

女 平成21年 11月 10日 無
季節性インフルエンザワクチン機種(異常なし)、 ア
′ルギー体質

じんましん 平成21年 11月 10日 闘違有り 二篤 平成21峰 11月 10日 回復

43 60 男 平成21年 11月 9日 無 壺析患者(慢性腎不全) 発熱、胸部不快 平成21年 11月 9日 評価不能 重彙 平成創年11月 10日 軽快

女 平成a年 10月 28日 無 3型肝炎ワクチンにて全身倦怠感 ぶどう膜炎 平成21年 11月 4日 関連有り 重篤 平成21年 11月 13日 未回復

女 平成21年 11月 6日 飛
アレルギー(+)(アレルゲン、卵.エビ、そばなど約
,0種類)

アナフィラキシー、発熱.腋寓腫瘤 平成21年 11月 6日 関連有リ 重 篤 平成21年 11月 13日

回復(発熱な
ど)

畦快(痛痒)

回ヽ復(腫瘤)

女 平成21年 10月 27日 無 熙 ギランパレー症候群又は他の神経症状 平成21年 10月 27E 舅違有り 二 篤 平成21年 1:月 16日 未回復

女 平成21年 11月 16日 無 週間前季節性インフルエンザワクチン接種 脳梗塞 平成21年 11月 17E 評価不能 重篤 平成21年 11月 17日 不明

女 平成21年 11月 5日 無 全身性マリテマトーデス、臀不全、高血圧 左脳出血 平成21年 11月 15E 諄価不能 菫篤 平成21年 ‖月17日 未回復

男 平成21年 10月 2:日 無 朦 lT機能異常 平成21年 10月 26E 不明 二 篤 不 明 未回復

女 平成21年 11月 14日 不明 熙 39℃以上の発熱 平成21年 11月 16E 関連有り 菫腐 平成21年 ‖月18日 軽快

女 平成2!年 ‖月16日 無
曖知症にて、誤味性肺炎を反復しており絶食中で

ある
じんましん 平成21年 11月 17E 舅連有り 重篤 平成21年 11月 19日 回 復

女 平成21年 11月 18日 無 やや風邪気味だつた 過換気症候絆、けいれん 平成21年 11月 18E 拝価不能 ■篤 平成21年 11月 22日 軽快

女 平成21年 11月 16日 黒 聾礎疾患:慢性書髄性は血病医、骨髄移植後 発熱 平成21年 ‖月:7E 評価不能 重篤 平成21年 11月 19日 軽快

女 平成21年 11月 17日 無 職 ショック(血圧低下) 平成21年 11月 17E 関連有リ 菫 篤 平成21年 11月 17日 回復

55 女 平成21年 11月 17日 無 膠 陵種都位の饉脹と痒み。その他部位の発赤、痒み 平成21年 11月 19E 男通有り 菫篤 平成21年 11月 20日 不 明
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男 平成21年 11月 16E 無
じ礎疾患としてChar●●t― Ma● o,T●●th病の疑い。過
去のワクチン接種後に副反応。

アナフィラキシーショック 平成21年 11月 16日 関連有り 重篤 不 明 不明

70 女 平成21年 11月 19日 無 へ腸がん術後再発 書怠感、意繊障害 平成21年 11月 19日 38連有り 二篤 平成21年 11月 20日 回復

女 平成21年 ‖月17日 無

に管支喘忠、慢性気管支炎に伴う慢性呼吸不全。
量性心不全、糖尿病、発作性心房細動、インスリン
台療、アルツハイマー型認知症

脳出血 平成21年 11月 17日 関連無し 重篤 平成21年 11月 19日 不 明

女 平成21年 11月 11日 無 季節性インフルエンザワクテン接種 廣帯過構転 (胎児死亡) 平成21年 11月 18日 関連無し 重篤 平成21年 11月 18日 未回復

女 平成21年 11月 20日 需 h管支喘息 アナフィラキシー疑い 平成21年 ‖月20日 評価不能 重篤 平成21年 11月 20日 回復

20 女 平成21年 11月 9日 無 幡 フィッシャー症候群(ギランパレー症候群) 平成21年 11月 14日 関連有り 重篤 平成21年 11月 24日 未回復

10歳未洒 男 平成21年 11月 10日 無
ネフローゼ症候群、季節性インフルエンザワクチン

農種
発熱、じんましん、ネフローゼ悪化 平成21年 11月 10日 関連有り 重篤 平成21年 11月 24日 軽快

00 男 平成21年‖月20E 無 晨性lb不全憎悪により、‖/17まで入院加療 喀血、呼吸困難 平成21年 ‖月20日 評価不能 重篤 平成21年 12月 1日 回復

女 平成21年 11月 19日 無
調Dリワマテ 、′

l｀7工 時 現 す 汗 耳 へ にし
～

まし
～

め 血管迷走神経反射 平成21年 11月 19日 関連有り 菫篤 平成21年 11月 21日 回復

10蔵未澤 男 平成21年 ‖月17日 無 Jpアレルギー:医師の承諾有り けいれん 平成21年 11月 17日 評価不能 重篤 平成21年 11月 24日 回復

10歳未澤 男 平成21年 ‖月:8日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 熟性けしヽれん重積、急性脳症 平成21年 11月 19日 呼価不能 重篤 不 明 不 明

女 平成21年 11月 5日 無 Fアレルギー アナフイラキシー(軽度) 平成21年 11月 5日 調達有リ 重篤 平成21年 11月 9日 軽快

女 平成21年 10月 30日 無 熙 D性散在性脳症(ADEM) 平成21年 11月 7E 評価不能 重 篤 平成21年 ‖月18日 軽快

女 平成21年 11月 16日 不 明 署節性インフルエンザワクチン機種 た熱 平成劇年11月 18E 評価不能 重篤 平成21年 11月 24日 回復

男 平成21年 11月 20日 無 朦 発熱 平成21年 11月 20E 評価不能 重篤 平成21年 11月 24日 軽快

10歳未濶 女 平成21年 ‖月16日 無 すいれん 平成21年 11月 21E 評価不能 菫 篤 不 明 不 明

40 女 平成21年 11月 10日 無 喘息、季節性インフルエンザワクテン機種 魅熱 平成21年 11月 17E 38連有リ 重篤 平成21年 11月 18日 軽快

女 平成21年 11月 17日 無 巨性心不全 色性呼吸不全と熱発 平成21年 11月 20日 関連有り 重驚 平成21年 12月 2日 未回復

男 平成21年 11月 14ロ 無 日模
=、

認知症 息性呼吸不全と熱発 平成21年 11月 16日 関連有り 重篤 平成21年 11月 23日 未回復

10戯未澤 女 平成21年 11月 19E 無 臥性リンパ性自血病 けいれん 平成21年 11月 19日 甲価不能 重篤 平成21年 11月 20日 軽 快

女 平成21年 11月 19E 無 アナフィラキシー 平成21年 11月 20日 旧連有り 重篤 平成21年 11月 21日 軽快

60 女 平成21年 10月 21E 無 朦 拝機能異常 平成21年 11月 4日 下明 重篤 不明 不 明

男 平成21年 11月 18E 無 朦 発熱 平成21年 11月 19日 調達有リ 重篤 平成21年 11月 24日 回復

男 平成21年 11月 20日 無 熙 b筋榎塞 平成21年 11月 24日 鶉連無し 重篤 不明 不明

女 平成21年‖月25日 無 子酸球増多症候群、好酸球性副鼻腔炎 喘息発作 平成21年 11月 25日 舅連有り 重篤 不明 不明

40 男 平成21年 11月 5日 無 熙 3んましん 平成21年 11月 5日 舅連有り 重篤 平成21年 11月 6E 回復

10歳未澤 男 平成21年 11月 26日 無
F節性インフルエンザワクチン機種(2回 目:副反略
罹し)、 けいれん

贋、下の不随意運動 平成21年 ‖月26日 関連有り 重篤 平成21年 12月 3日 不明

女 平成21年 11月 13日 無
晏節性インフルエンザワクチン接種、リンデロン(ス

テロイド)内風中
すいれん 平成21年 11月 18日 関連有り 重 篤 平成21年 11月 27日 未回復
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女 平成21年 11月 11日 無 アレルギー、喘息 喘息発作(嘔気、呼吸浅く)、 じんましん 平成21年 11月 11日 目遠有り 重篤 平成21年 11月 ‖日 軽快

男 平成21年 11月 16E 無 聾礎疾患:肺気腫、関節リウマチ 陀熱、低ナトリウム血症 平成21年 11月 16日 澤価不能 ■篤 平成21年 11月 25日 回復

男 平成21年 1:月 26E 無 障腫瘍、精尿病 改血症が起こった 平成21年 11月 27日 評価不能 ■篤 平成21年 12月 4日 回復

女 平成21年 :1月 20E 無

アレル千― :タラフールで発疹 興子 :ムンフスの予
防接種で発疹 (―ヶ月以内で子供が新型インフルユ
ンザに罹患、 当日の本人の症状:367℃鼻汁、咳
′bl

全身性けいれん、意識障害 平成21年 11月 25日 呼価不能 重篤 不 明 不 明

男 平成21年 11月 25E 無 脳性マヒ、経管栄養中、夜間のみC―PAP使用中 陽熱 平成21年 11月 26日 関連無し 重篤 平成21年 11月 27日 未回復

女 平成21年 11月 20E 無
慢性閉茎性呼吸器疾患(慢性呼吸不全)、 慢性心
不全 季節性インフルエンザワクチン機種

曼性呼吸不全急性憎悪 平成21年11月 2:日 評価不能 菫篤 平成2:年 ‖月27日 軽快

女 平成21年 11月 30E 無
季節性インフルエンザワクチン接種、アレルギー :モ

チ米
アナフィラキシー 平成21年 11月 30日 関連有り 菫篤 平成21年 12月 1日 回 復

10歳未満 男 平成21年 11月 18日 無 てんかん:テグレトール内服中(10/15内 RI開始) ιんましん 平成21年 11月 :9日 関連有り 重篤 平成21年 12月 1日 軽快

:0歳未澤 男 平成21年 11月 29E 無
気管支喘息加療中 アレルギー:SpttPAST(陽 性)

だが、明らかな食物アレルギーなし
二んましん 平成21年 11月 29日 評価不能 重篤 平成21年 12月 1日 軽快

!0歳未

"
女 平成a年 1:月 25日 無

自物アレルギー、気管支喘息、季節性インフルエン
チワクチン機種

陀熱、喘息発作 平成21年 ‖月25日 舅連有り 重篤 平成21年 12月 2日 回復

女 平成
"年

11月 26日 無 五管支喘息 アナフィラキシー 平成21年 11月 26日 関連有り 重篤 平成21年 11月 27日 回復

:0歳未澤 男 平成21年 11月 30日 無 喘息、心 患手術している 頭痛、嘔吐 平成21年 :1月 30日 舅連有リ 重 篤 平成21年 12月 2日 回復

女 平成21年 11月 16日 無 喘息 発熱 平成21年 11月 16日 調達有り 重篤 平成21年 11月 17日 回復

男 平成21年 :1月 5日 無 矢患:パーキンソン症候群、褥億 既往:脳極喜 DT延長(ワーファリン作用増強 ) 不明 鶉連有り ■篤 不明 回復

男 平成創年11月 25日 無 庫気腫 陪熱、炎症反応高値 平成21年 11月 20日 関連有り ■腐 平成21年 12月 2日 回復

男 平成21年 12月 3日 無 檬 ほ血圧低下、冷汗 平成21年 12月 3日 関連有り ■篤 平成21年 12月 4E 回復

100 女 平成21年 10月 30日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 助悸、頻脈 平成21年 10月 30日 評価不能 ■篤 平成21年 10月 30E 回復

女 平成21年 11月 26日 無 気管支喘息 気管支喘息発作 平成21年 12月 2日 男連有リ ■協 平成21年 12月 2E 軽 快

102 女 平成21年 11月 19日 無 喘息 喘息発作(入院加療) 平成21年 11月 21日 評価不能 重協 平成21年12月 lE 軽快

10歳未澤 男 平 成 21年 12月 2日 無
喘息:フルタイド吸入(1日 1回 )一年開発作無し、シ
ングレア内服中

発熱、インフルエンザA型 平成21年 12月 3日 関連有り 三篤 平成21年 12月 5E 軽 快

男 平成21年 11月 26日 不明
季節性インフルエンザワクチン接種、前立腺癌:カ

ソデックス(30mg)lT分 1で内服中
面下肢の筋痛、脱カ 平成21年 11月 29日 評価不能 菫黛 不明 不 明

男 平成21年 12月 1日 無
既住:頭部外傷による症候性てんかん 季節性イン
フルエンザワクテン接種

十いれん重積 平成21年 12月 1日 評価不能 重篤 平成21年 12月 3日 軽快

男 平成21年 11月 26日 無 季節性インフルエンザワクチン接種
L性呼吸循環不全、発熱、低血精、肝機能障害、
ヨ血球・血小板減少

平成21年 11月 27日 関連有リ 重篤 平成?1年 12月 4日 軽 快

40 女 平成21年 11月 28日 無 喘息 喘息発作 平成21年 :1月 29E 50連有り 重露 不 明 不 明

108 女 平成 21年 ‖月 24日 無 分子標的治億薬 (スーテット)内 服中 発熱、全身発疹 平成21年 11月 27E 評価不能 重篤 平成21年 11月 30日 未回復

109 女 平成21年 i2月 4日 無 檬 へDEM疑い 平成21年 12月 4E 関連有リ 三篤 平成21年 12月 5日 不 明

4
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性別 螢種日
時
種

同
様 基礎疾患(持病)t他の予防接種など 目1反応の内容 冨J反応発生日

医療機関による
因果関係 重篤度 陽帰日 陽帰内容

男 平成21年 11月 18日 無 熙 紫斑(四肢、躯幹 ) 平成21年 11月 19日 関連有り 重篤 平成21年 12月 5日 軽快

女 平成21年 11月 9日 無 職 汗機能障害 平成21年 ‖月9日 評価不能 菫篤 平成21年 12月 4日 未回復

10歳未洒 女 平成21年 12月 2E 無 てんかん けいれん 平成21年 12月 3日 評価不能 重 篤 平成21年 12月 3E 軽快

男 平成21年 11月 20E 無

襲礎疾患:2型糖尿病(インスリン治療)、 心臓バイ
バス術後、下肢勁脈由書による人工血管バイパス
断(両側)後で当院通院中だつた

ギランパレー症候群 平成21年 12月 5日 関連有リ 重篤 不 明 不明

70 男 平成21年 11月 21E 無
置影剤アレルギー 、晃全病里フロツク DDDペ ース

メーカ留吾魯
"炎

平成21年 ‖月24日 lT価不能 量篤 平成2i年 12月 5E 軽快

男 平成21年 11月 16日 無 晏節性インフルエンザワクチン機種 Ю℃ 以上 の発熱 平成21年 11月 16日 好価不能 重篤 平成21年 12月 lE 回復

60 男 平成21年 ‖月16日 不明 藤患:アルコール性肝硬変、精尿病 既往:高血圧 めまい、耳鳴り、聴力障害 平成21年 11月 18日 評価不能 重篤 平成21年 12月 4E 未回復

男 平成21年 10月 21日 有 朦 題い不安感 平成21年 10月 21日 関連有り 重 篤 平成 21年 10月 22E 回 復

男 平成21年 11月 26日 無 気管支喘息加療中、ワクチン副作用歴無し 曜剤性間質性肺炎 平成21年 12月 2日 関連有り 重篤 平成21年 12月 8日 軽快

女 平成21年 12月 7日 不明 賠熱 平成21年 12月 7日 関連有り 重篤 不明 不明

50 男 平成21年 11月 11日 無 熙 発熱、肝機能障害 平成21年 11月 14日 lT価不能 菫篤 平成21年 11月 30E 軽快

50 女 平成21年 12月 5日 無
風管支喘思:"景中 季師性インフルエンサワクチ

アナフィラキシー疑い 平成21年 12月 5日 評価不能 重 篤 平成21年 12月 6E 回 復

:0歳未澤 女 平成21年 12月 8日 無
鵬曖疾 患 :員管更喘思 (吸人ステロイトで鳳 環 甲

'

アナフィラキシー 平成21年 12月 8日 関連有リ 重篤 平成21年 12月 9E 回復

男 平成21年 11月 30日 無
洒出 皿 後 退 症 、こえん 圧 魚 官 又 IF☆ 、症 候 籠 て

～ 十いれん(てんかん発作) 平成21年 11月 30日 調達有り 重 篤 平成21年 12月 9E 回復

女 平成21年 11月 27日 無 ギランバレー症候群、ぜんそく 頂痛 平成21年 11月 27日 lT価不能 菫篤 平成21年 12月 BE 回復

女 平成21年 12月 4日 無 由尿病性腎症、閉塞性動脈硬化症 い不全 平成21年 12月 7日 評価不能 重篤 平成21年 12月 9E 不明

女 平成21年 12月 9日 無 b不全 む室細動 平成2:年 12月 9日 lT価不能 重篤 不明 不明

女 平成21年 12月 7日 無 セヾドウ氏病、季節性インフルエンザワクチン接種 全身脱カ 平成21年 12月 7日 昇価不能 重 篤 不明 不明

10歳未澤 男 平成21年 12月 9日 有

アレルギー歴無し、川崎病(冠動脈疾患無し)でフォ
コー。他院で季節性インフルエンザワクチン接種 :

翌日朝より日の下の腫れがあった
アナフィラキシー 平成21年 12月 9日 関連有り 重篤 平成21年 12月 10日 回復

女 平成21年 12月 7● 無
'晴

修EIJL目困症ωl●デ環漱債、尋
"異

征奮!●

安定。コ型糖尿病と高血圧症:内服薬でコントロー
ル良好。季節性インフルエンザワクチン接種

th炎 平成21年 12月 9日 評価不能 重篤 平成21年 12月 10日 未回復

130 男 平成21年 11月 11日 無 Fb気腫・慢性呼吸不全 巨性呼吸不全による死亡 平成21年 11月 12日 関連無し 重篤 (死亡) 平成21年 11月 12日 死亡

80 男 平成21年 11月 11日 無 lb気腫・慢性呼吸不全 平成21年 11月 15日 肝価不能 重篤 (死亡) 平成21年 ‖月15日 死亡

男 平成21年 11月 2日 無 薔血圧・心筋極喜・糖尿病・低血糖性脳症・認知症 平成21年 11月 2日 評価不能 重篤(死亡) 平成21年 11月 2日 死 亡

女 平成21年 11月 10日 無
罰質性 肺 炎・心不全・肺性 心 、10/27ニューモバック

え博題
呼吸不全による死亡 平成21年 11月 11日 昇価不能 重篤(死亡) 平成21年 11月 11日 死 亡

男 平成21年 11月 2日 無
多発性脳根喜で10年前から起坐不能で臥床.08年
1月 からえん下性肺炎を繰り返し入院中だつた。

その他の異常反応 平成21年 11月 14日 評価不能 重篤(死亡) 平成21年 ‖月14日 死 亡

男 平成21年 10月 21日 無 目がん。肺気腫 平成21年 10月 24日 澤価不能 重篤(死亡) 平成21年 11月 14日 死 亡

60 男 平成21年 11月 13日 無 FF10胞癌 腹腔内出エ 平成21年 11月 15日 関連無し 重協 (死亡) 平成21年 ‖月15日 死 亡

女 平成21年 11月 11日 無
ヨ鷹 宙不食 (透積 )、 首かん 、転移 ERTかん、員 IIll

宰 整 屁嶺
死亡 平成21年 11月 14日

「
価不能 重篤(死亡) 平成21年 11月 14日 死 亡



10 輪
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性別 接種日
時
種

同
接 基礎疾患(持病)、 他の予防接種など ヨ1反応の内容 副反応発生日 旧資冒躍

によζ
重篤度 眠帰日 眠帰内容

男 平成2:年 11月 16日 無
量性腎不全、心不全、消化管出血、季節性インフ′し
エンザワクチン機種 血圧1■下、意識障害.呼吸困難 平成21年 11月 17日 関連無し 重篤 (死亡 ) 平成21年 11月 17日 死 亡

女 平成21年 ‖月16日 無 晨性閉塞性肺疾患、肺高血圧症 その他の通常ではみられない異常反応 平成21年 11月 18日 【価不能 ■篤(死亡) 不明 死 亡

女 平成21年 11月 11日 無 庫炎で治療中 死亡 平成21年 11月 12日 評価不能 重篤(死亡) 平成21年 11月 12日 死 亡

女 平成21年 11月 10日 無
量饉関節リウマチ.脳出血、季節性インフルエンザ
フクテン機種 突然死 平成 21年 11月 18日 評価不能 重篤 (死亡) 平成21年 11月 18日 死亡

男 平成21年 11月 18日 無 田出血後遺症 嘔吐 平成21年 11月 18日 評価不能 重篤〈死亡) 平成21年 ‖月19日 死 亡

男 平成21年 11月 19日 無 怖がん 死亡 平成21年 11月 19日 関連無し 重篤(死亡) 平成21年‖月19日 死 亡

女 平成21年 11月 19日 無 血液透新 B性心不全 平成21年 11月 19日 評価不能 三篤(死亡) 平成21年 11月 19E 死亡

男 平成21年 11月 17日 無 晨性腎不全により血液透析治療 死亡 平成21年 ‖月19日 関連無し ■篤(死亡) 平成21年 ‖月19日 死 亡

146 男 平成21年 ‖月18日 無 臓尿病、古血圧、甲状腺機能充進症 死亡 平成21年 ‖月20日 関連無し 重篤(死亡) 平成4年‖月20日 死亡

男 平成21年 ‖月16日 無 髄膜炎 死亡 不明 舅連無し 菫篤(死亡 ) 不明 死 亡

男 平成21年 11月 6日 無 曼性気管支炎、日血管性認知症 突然死 平成21年 11月 7日 界価不能 菫篤(死亡) 平成21年 11月 7日 死亡

男 平成21年 11月 18日 無 瞳尿病 脳血管障害 平成21年 11月 20日 評価不能 菫篤(死亡) 不明 死 亡

90 男 平成21年 11月 19日 無 n管支炎喘息の既住、認知症 呼吸機能の急性憎悪 平成21年 11月 19日 呼価不能 重篤 (死亡) 平成21年 11月 19日 死亡

男 平成21年 ‖月19日 無 闘質性肺炎、季節性インフルエンザワクチン機種 呼吸不全 (死亡) 平成21年 11月 20日 澤価不能 菫篤 (死亡) 平成21年 11月 20日 死 亡

女 平成21年 11月 18日 無 民管支嗜息、高血E 鵬内出血 平成21年 11月 18日 関連無し 重篤 (死亡) 平成21年 11月 18日 死 亡

男 平成21年 11月 18日 無 日極書及び脳出血 (後遺症) 血圧低下、呼吸停止 平成21年 11月 22日 関連無し 重篤(死亡) 平成21年 11月 22日 死 亡

70 男 平成21年 11月 20E 無
留置聴尿病、慢性腎不全、狭心症にてステント.陳
急性脳梗塞 0肺停止 平成21年 11月 22日 鶉連無し 重篤(死亡) 平成21年 ‖月22日 死 亡

男 平成21年 11月 20E 無
精尿病、食道感放射線療法後、慢性心不全、甲状
朦癌術後甲状腺崚籠低下 厖亡 平成21年 11月 23日 関連無し 菫薦(死亡) 平成21年 11月 23日 死亡

女 平成21年 ¬月20E 無
量性臀不全(透析中)、 脳出血後遺症により全介助
伏態、心不全にて透析施行困難有り 死亡

・
平成21年 11月 24日 評価不能 重篤(死亡) 平成21年 11月 24日 死亡

男 平成21年 11月 16日 無 晨性気管支炎、大腸癌の手術歴 死 亡 平成烈年11月 19日 呼価 不能 菫篤 (死亡) 平成21年 ‖月19E 死 亡

男 平成21年 11月 20日 無 晨性腎臓病有り、家族・遊び仲間に水痘患者あり 厖亡(就寝中突然死)
平成 21年 11月 22日

評価不能 ■篤(死亡)
半厩 21年 11月 22日 か

死亡

女 平成21年 11月 20日 無
慢性うつ血性l● 不全t高血圧、慢性骨髄性白血病
(経過観察)、 季節性インフルエンザワクチン接種

死亡 平成2:年 11月 24日 関連無し 重篤(死亡) 不明 死亡

男 平成21年 11月 19日 無 しん肺、慢性呼吸不全 厖亡 平成21年 11月 24日 評価不能 二篤(死亡) 平成21年 11月 25日 死 亡

男 平成21年 11月 25日 無 日梗喜、気管支喘息 発熱 平成2i年 ‖月26E 評価不能 重篤(死亡) 平成21年 11月 20日 死 亡

男 平成21年 11月 26日 無
多発性脳梗審、肺炎、尿路感染症、認知症、季節
宝インフルエンザリクチン椿

“

急性心不全 平成21年 ‖月27日 評価不能 重鷹(死亡) 平成21年 11月 27日 死 亡

男 平成21年 11月 27日 無
時発性拡張型心筋症、好酸球性肺臓炎既住、脳梗
菫.血液透析中 心室頻拍 平成21年 ‖月27日 月連無し 菫篤(死亡) 平成21年 11月 27日 死 亡

男 平成21年 11月 26日 無 じ不全、低血圧、認知症、虚血性心疾患 死 亡 平成21年 ‖月27日 評価不能 菫薦(死亡) 平成21年 ‖月27日 死 亡

男 平成21年 11月 17日 無 ヨ癌全摘、食欲不振、低蛋白症 肺炎 平成21年 11月 22日 呼価不能 重薦(死亡) 平成21年 11月 27日 死 亡

:66 60 男 平成21年 11月 25日 無 姉がん 死亡 平成21年 11月 27日 30連無し 重篇(死亡) 平成21年 11月 27日 死 亡

6
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性 別 崚種日
時
種

同
接

墜礎疾患(持病)、 他の予防機種など 討反応の内容 副反応発生日 重篤度 颯帰日 転帰内容因果関係

男 平成21年 11月 26日 不明 市炎、リンパ腫(キャッスルマン病疑い) 死亡 平成21年 11月 27日 lT価不能 重篤〈死亡 ) 平成21年 11月 27日 死亡

80 女 平成21年 11月 25日 無 騒梗書、肺炎、日療 肥亡 平成21年 11月 27日 評価不能 重篤(死亡) 平成21年 11月 27日 死亡

男 平成21年 11月 24日 無 籠尿病、慢性心不全、陳旧性心筋極塞 突然死 平成21年 ‖月27日 評価不能 重篤(死亡) 平成21年 11月 27日 死 亡

男 平成21年 ‖月27日 無
晨性心疾患、多発性脳梗塞、前立腺癌、高血圧、
当日の状況には著変はみとめず

急性心臓疾患 平成21年 11月 20日 関連無し 重篤 (死亡 ) 不 明 死 亡

男 平成21年 11月 17日 無 巾気腫、気管支喘息 出血性大腸炎 平成21年 11月 20日 評価不能 重篤(死亡) 平成21年 11月 27日 死 亡

男 平成21年 11月 26日 無 じ筋根書(冠動脈狭窄(3肢病変)) ンョック状態 平成21年 11月 30日 評価不能 重篤 (死亡 ) 平成21年 11月 30日 死 亡

女 平成21年 11月 12日 無 糞人スティル病(免疫抑制剤使用) 不整脈死 平成21年 11月 29日 調達無し 重篤(死 亡) 平成21年 11月 29日 死 亡

男 平成21年 11月 26日 無
日昧 Inlユ百 工 ‐ 価 コ 瞬 ″u林甲 種 圧 懸 百 疵 仄 憫

死亡 平成21年 11月 30日 評価不能 重篤 (死亡) 平成21年 ‖月30日 死亡

男 平成21年 11月 27日 無 い不全、COPD、 Ⅲ度房室プロック、誤味性肺炎 死亡 平成21年 ‖月29日 評価不能 菫篤 (死亡 ) 平成21年 11月 29日 死 亡

男 平成21年 ‖月20日 無
曖治性気胸(両側)、 慢性呼吸不全、季節性インフ
しエンザワクチン機種 受性呼吸不全急性憎悪 平成21年 11月 29日 関連無し 重篤(死亡) 平成21年 11月 30日 死亡

男 平成21年 ‖月25日 無
2型精尿病インスリン使用、アルコール性肝硬変、
曇節性インフルエンザワクテン接種

変死 平成21年 12月 1日 lT価不能 重篤 (死亡 ) 平成21年 12月 1日 死亡

男 平成21年 11月 19日 不明 闘質性肺炎、糖尿病、高血圧 確熱 平成21年 11月 26日 評価不能 重篤(死亡) 平成21年 11月 29日 死亡

男 平成21年 11月 16日 無 出榎喜、腎障害 全身性発疹 平成21年 11月 21日 評価不能 重篤〈死亡) 平成21年 11月 27日 死亡

男 平成21年 11月 20日 無 曼性腎不全、季節性インフルエンザワクチン接種 ,9℃以上の発熱 平成21年 11月 27日 評価不能 重篤(死亡 ) 平成21年 11月 28日 死亡

女 平成21年 ‖月27日 無 3型肝炎、肝硬変、肝不全 生血 平成21年 1:月 30日 関連無し 重篤(死亡) 平成21年 12月 2E 死亡

男 平成21年 11月 17日 無 ヨ性骨髄性白血病 譲染症死 平成21年 12月 2日 関連無し 重篤(死亡 ) 平成21年 12月 2日 死 亡

男 平成21年 11月 20日 無
曼性間質性肺炎 不安定狭心症 :ステント留置有
′、季節性インフルエンザワクチン接種

主1(1)死 亡した者に該当 平成21年 11月 20日 評価不能 重篤(死亡) 平成21年 12月 3日 死 亡

女 平成21年 11月 20日 無 胴巣癌 全身のけいれん 平成21年 12月 1日 関連無し 重篤(死亡) 不 明 死 亡

女 平成21年 12月 3日 無 日出血、精尿病 電亡 平成21年 12月 4日 評価不能 重篤 (死亡 ) 平成21年 12月 4E 死 亡

男 平成 21年 11月 18日 無
彙鷹 F4｀

=、
口 薇

=置
と 手 身 4｀

=麻
澤 、幸 np圧 ィ

確熱 381℃ 平成 21年 11月 19日 評価不能 重篤 (死亡) 平成21年 12月 2E 死 亡

男 平成21年 11月 27日 無

自已免疫疾患〈腸炎、溶血性貧血):ブレドニン
,mg/日 経続内服中 気管支喘息(軽症間欠型):

インタール吸入のみ 季節性インフルエンザワクテ
ン緒層

突然死 平成21年 12月 1日 評価不能 重篤(死亡) 平成21年 12月 lE 死 亡

男 平成21年 12月 3日 無 市がん、狭心症 呼吸不全 平成21年 12月 4日 評価不能 重篤 (死亡 ) 平成21年 12月 7E 死 亡

女 平成21年 11月 26日 無 闘節リウマチ、慢性呼吸不全 員性呼吸不全急性増悪 平成21年 11月 29日 評価不能 重篤(死亡) 平成21年 ‖月30E 死亡

190 60 男 平成21年 ‖月20日 無
「

細胞癌 TS-1内 服中 呼吸不全 平成21年 11月 27日 評価不能 重篤(死亡〕 平成21年‖月27E 死 亡

90 女 平成21年 12月 4日 無
L礎疾患 :慢性腎不全 (詳細不明097.29 BUN37
●性心不全

B性腎不全 平成21年 12月 7日 評価不能 重篤 (死亡) 平成21年 12月 8E 死 亡

女 平成21年 12月 3日 無 「
癌(病気ivb).肝 硬変(HCV,Ch旧 8)、 最近のワク

テン機種なし
B性多臓器不全 平成21年 ,2月 6日 評価不能 重篤 (死亡) 平成21年 12月 6F 死 亡

193 男 平成21年 11月 16E 無
聾礎疾患:糖尿病(3大合併症有り)、 透析.肺結核
議住、肺気腫、大腸癌術後

基礎疾患憎悪 平成21年 1:月 17日 lT価不能 重篤 (死亡) 平成21年 12月 6E 死亡

10歳未濶 男 平成21年 ‖月25E 無

日脳ワクチン接種(2回 日)、 1才 5ヶ月～3才まで熱
性けいれん4.5回 、EEGにて軽度異常認めている。
特に投薬加療行わず経過観察中であつた。

不 明 不明 関連無し 重篤(死亡) 平成21年 12月 1日 死 亡
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男 平成21年 11月 20日 不明 慢性閉書性肺疾患 意識障害、呼吸不全 平成21年 11月 20日 評価不能 二篤(死亡) 平成21年 12月 6日 死亡

男 平成21年 12月 3日 無
基礎疾患:慢性肺気腫、季節性インフルエンザワク
テン機種 低酸素血症 平成21年 12月 7日 関連無し ■篤(死亡) 平成21年 12月 7日 死 亡

男 平成21年 11月 26日 無
1月 12日 :新型インフリレエンザ ワクチン接種 1回 日

間貿性肺炎(PSL12mg)内服中 間質性肺炎の急性増悪 平成21年 11月 28日 評価不能 菫篤(死亡) 平成21年 12月 8日 死亡

女 平成21年 12月 4日 無
置性心不全、大動脈弁狭窄症、慢性腎臓病、季節
■インフルエンザワクチン接種 b肺停止 平成21年 12月 8曰 評価不能 菫篤(死亡) 平成21年 12月 8日 死 亡

男 平成21年 12月 9日 無 b筋榎書、糖尿病、心房細動 平成21年 12月 10日 関連無し 重篤 (死亡) 平成21年 12月 10日 死亡

女 平成21年 10月 19日 無 映心症、気管支喘息 アナフィラキシーシヨ・ンク 平成21年 10月 19日 関係有り 非■篤 平成21年 10月 19日 回 復

女 平成21年 10月 19日 無 熙 動悸、気分不良、血圧上昇 平成21年 10月 19日 関係有り 非重篤 平成21年 10月 19日 回復

女 平成創年10月 19日 無 熙 発熱376℃ 平成21年 10月 19日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 20日 不明

203 女 平成21年 10月 21日 無 熙 ιんましん 平成21年 10月 21日 関係有り 非菫篤 平成21年 10月 21日 回復

女 平成21年 10月 20日 無 無 インフルエンザ様症状 平成21年 :0月 20日 関係有り 非二篤 平成21年 10月 21日 軽快

男 平成21年 10月 21日 無 院生物質、NSAIDア レルギー 皮膚紅斑、掻痒感 平成21年 10月 21日 関係有り 非重篤 平成21年 10月 20日 回復

女 平成21年 10月 20日 無 ゴリン系アレルギー 呼吸困難、Sp02低下 平成21年 10月 20日 関係有リ 非重篤 平成21年 10月 20日 回復

女 平成21年 10月 20日 無 無 二んましん 平成21年 10月 20日 関係有リ 非重篤 平成21年 10月 20日 回復

女 平成21年 10月 20日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 10/10 鬱識消失、吐気 平成21年 10月 20日 関連無し 非重篤 平成21年 10月 23日 軽快

209 女 平成21年 10月 20日 無 無 アナフィラキシー 平成21年 10月 20日 関係有り 非重篤 平成21年 :0月 20日 回復

女 平成21年 10月 21日 無 アレルギー ιんましん 平成21年 10月 21日 関係有り 非重篤 平成21年 !0月 21日 回復

男 平成21年 10月 19日 無 鼻炎、奉麻疹 ιんましん 平成21年 10月 20日 調係有り 非重篤 平成21年 10月 20日 回復

女 平成21年 10月 20日 無 熙 目手手間節疼痛腫服 平成21年 10月 20日 関係有り 非菫篤 平成21年 10月 22日 回復

女 平成21年 10月 21日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 10/9 アナフィラキシーシヨック 平成21年 10月 21日 関係有リ 非菫篤 平成21年 10月 21日 軽 快

女 平成21年 10月 22日 無 熙 じんましん 平成2:年 10月 22日 蜀係有り 非菫篤 平成21年 10月 22日 回復

女 平成烈年10月 22日 飛 果物アレルギー、花粉症 じんましん 平成21年 10月 22日 関係有り 非菫篤 平成21年 10月 22日 回復

女 平成21年 10月 20日 無 季節性ワクチンで局所腫脹 全身の発疹 平成21年 10月 20日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 22日 軽快

女 平成21年 10月 20日 無 熙 発疹 平成21年 10月 20日 関係有り 非菫篤 平成21年 10月 21日 回復

女 平成21年 10月 21日 無 季節性ワクチン奪麻疹(15年前) じんましん 平成21年 10月 22日 関係有り 非重鷹 平成21年 10月 22日 回復

女 平成21年 10月 19日 有 アレルギー(湿序) 頭痛 平成21年 10月 22日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 22日 回復

女 平成21年 10月 19日 無 熙 じんましん 平成21年 10月 19日 関係有り 非■篤 平成21年 10月 21日 回復

女 平成21年 10月 19日 無 皐節性ワクチンで踵脹 村を超える腫脹、発赤 平成21年 10月 20日 掲係有り 非■篤 平成21年 10月 21日 回復

222 女 平成21年 10月 22日 無 胴白アレルギー 二んましん 平成21年 10月 22日 関係有り 非二篤 平成21年 10月 22日 回復

女 平成21年 10月 21日 無
F師性ワクテンにて師 部位発赤 膀脱炎にてク

= アナフィラキシー機反応 平成21年 10月 21日 燿係有り 非重篤 平成21年 10月 22日 回 復

224 女 平成21年 10月 21日 有 ■痛剤で奪麻疹 アナフィラキシー 平成21年 10月 21日 澤価不能 非■鳥 平成21年 10月 22日 軽快

女 平成21年 10月 19日 無 無 Ю℃ 以上の発熱 平成21年 10月 20日 関係有リ 非■篤 平成21年 10月 23日 未回復
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女 平成21年 10月 20日 無 朦 体熱感 平成21年 10月 20日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 21日 回復

男 平成21年 10月 20日 無 熙 ぜんそく様発作 平成21年 10月 21日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 22日 回復

228 女 平成21年 10月 20日 無 ぜんそく、卵アレルギー、予防接種で奪麻疹あり じんましん様発疹、めまい 平成21年 10月 20日 颯連有り 非重篤 平成21年 10月 21日 回復

女 平成

'1年

10月 21日 無 無 のどの連和感、顔面体幹発赤 平成21年 10月 22日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

女 平成21年 10月 23日 無 に粉症、既住の気管支ぜんそく 全身のかゆみ、胸部発赤 平成21年 10月 23日 仔価不能 非重篤 平成21年 10月 23日 未回復

女 平成21年 10月 21日 無 無 発疹、かゆみ、悪寒 平成21年 10月 21日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 23日 未回復

女 平成21年 10月 22日 有 無 発熱 39℃ 平成21年 10月 22日 評価不能 非重篤 平成 21年 10月 23日 回復

女 平成21年 10月 22日 無 甲状腺機能こう道症 投薬は受けていない 発熱39℃ 以上 平成21年 10月 23日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 26日 回復

女 平成21年 10月 21日 無 朦 願部リンパ節腫大、廉下痛 平成21年 10月 2:日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 23日 軽快

女 平成脚年10月 22日 無 憮 薬疹 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

236 女 平成21年 10月 21日 無 季節性インフルエンザワクチン接種
'E吐

症 平成21年 10月 21日 舅違有り 非重篤 平成21年 10月 22日 軽快

男 平成2:年 10月 20日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 頭痛.熱発 平成21年 10月 20日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 22日 未回復

女 平成四年10月 20日 無 甲状腺乳頭癌 IE吐 、発熱 平成21年 10月 20日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 22日 回 復

男 平成21年 10月 21日 無 無 じんましん 平成21年 10月 22日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 22日 軽快

240 男 平成21年 10月 19日 無 無 鼻汁、頭痛、関節痛、呼吸困難 平成 21年 10月 21日 鶉連有り 非重篤 平成21年 10月 24日 軽快

女 平成21年 10月 23日 無 無 めまい 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 !Q月 23日 軽快

女 平成21年 10月 23日 無 朦 頭痛 平成21年 10月 24日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 24日 回 復

女 平成21年 10月 23日 無 アーモンドアレルギー 全身倦怠感、咽頭違和感 平成21年 10月 23日 舅連有り 非重篤 平成21年 10月 24日 回 復

男 平成21年 10月 20日 有 無 緊張型頭痛 平成21年 10月 20日 調達有り 非重篤 平成21年 10月 23日 軽 快

40 女 平成21年 10月 20日 無 無 緊張型頭痛 平成21年 10月 21日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 23日 軽快

女 平成21年 10月 23日 無 熙 lt気 、倦怠感、冷や汗 平成21年 10月 23日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 24日 軽快

女 平成21年 10月 23日 無 無 運脹、発赤、しびれ、疼痛 平成21年 10月 23日 関連有 り 非重篤 不 明 不 明

男 平成21年 10月 23日 無 無 39℃ 以上の発熱 平成21年 10月 23日 評価不能 非菫篤 平成21年 10月 24日 不明

女 平成21年 10月 23日 無 季節性インフルエンザワタチン接種 じんましん 平成21年 10月 23日 調達有リ 非重篤 平成21年 10月 24日 軽快

女 平成21年 10月 24日 無 朦 じんましん 平成,年 iO月 24日 野連有リ 非重篤 平成21年 10月 24日 軽快

女 平成21年 10月 23日 無 膿 じんましん 平成21年 10月 23日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 24日 軽快

女 平成21年 10月 21日 有 願 著名な頭痛 平成21年 10月 21日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

女 平成21年 10月 21日 無 無 じんましん 平成21年 10月 21日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 22日 回復

女 平成21年 10月 23日 無 朦 アナフィラキシー? 平成21年 10月 23日 不明 非重篤 平成21年 10月 28日 回復

255 女 平成21年 10月 21日 無 磯 lL気 平成21年 10月 24日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 26日 回復

30 男 平成21年 10月 21日 無 lAワ クテン投与 発熱、頭痛、嘔吐 平成21年 10月 21日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 24日 軽快

男 平成21年 10月 19日 無 熙 発熱、頭痛、嘔吐、下痢 平成21年 10月 19日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 22日 回復
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男 平成21年 10月 21日 無 無 ιんましん 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

女 平成21年 10月 23日 無 熙 土気、嘔吐、顔面紅潮、悪寒 平成21年 10月 23日 舅連有り 非重篤 平成21年 10月 23日 軽快

260 女 平成21年 10月 23日 無 準節性インフルエンザワクチン接種 発熱 平成21年 10月 25日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 25日 回復

女 平成21年 10月 23日 無 熙 局所の異常 平成2:年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 26日 軽快

男 平成21年 10月 20日 無 熙 下痢、嘔吐、倦怠感、悪寒、微熱 平成21年 10月 26日 憚価不能 非
=篤

平成21年 10月 26日 未回復

女 平成21年 10月 24日 無 熙 二んましん 平成21年 10月 24日 田連有り 非二篤 平成21年 10月 20日 回復

女 平成21年 10月 21日 無 無 血尿、徴熱、健怠感 平成21年 10月 22日 評価不能 非菫篤 平成2:年 10月 24日 回 復

女 平成21年 10月 21日 無 熙 嘔吐、下痢 平成2i年 10月 21日 評価不能 非菫薦 平成21年 10月 21日 回復

40 女 平成21年 10月 21日 無 黒 発熱 平成21年 10月 22日 関連有り 非菫篤 平成21年 10月 24日 軽快

女 平成21年 10月 20日 無 騰 昆疹、吐気、腹痛、下痢 平成21年 10月 20日 関連有リ 非菫篤 平成21年 10月 21日 軽快

女 平成21年 10月 20日 無 機 な気、くしやみ、咽頭痛、軽度の頭痛 平成21年 10月 20日 関連有り 非
=篤

平成21年 10月 21日 軽快

269 女 平成21年 10月 20日 無 無 発熱、頭痛、嘔気 平成21年 10月 20日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 21日 軽快

270 女 平成21年 10月 26日 無 喘息 n分不良 平成四年10月 26日 関連有り 非重薦 平成2:年 10月 26日 回復

男 平成21年 10月 21日 有 無 付を超える局所の異常腫服 平成21年 10月 21日 関連有リ 非■篤 平成21年 10月 27日 回 復

男 平成21年 10月 24日 無 アレルギー 二んましん 平成21年 10月 24日 38連有り 非三篤 平成21年 10月 25日 軽快

女 平成21年 10月 22日 無 無 本熱感.動機、めまい 平成21年 10月 25日 関連有り 非菫篤 平成21年 10月 25日 回 復

女 平成21年 10月 21日 無 無 頂痛.耳嗚り 平成21年 10月 22日 膵価不能 非菫篤 平成21年 10月 26日 軽快

女 平成21年 10月 20日 無 熙 頂痛、冷や汗、吐気、四肢しびれ感 平成21年 10月 20日 評価不能 非二篤 平成21年 ,0月 20日 回復

40 女 平成21年 10月 22日 無 こんましん 二んましん、下痢 平成21年 :0月 22日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 25日 回復

女 平成21年 10月 20日 無 無 陪熱391℃ 平成21年 10月 26日 好価不能 非重篤 不 明 不 明

女 平成21年 10月 24日 無 抗生剤、遺影剤でアレルギー歴あり 嘔吐、動悸 平成21年 10月 24日 10連有り 非菫篤 平成21年 10月 24日 回 復

女 平成21年 10月 22日 無 無 吐気、嘔吐、熱感 平成21年 10月 23日 評価不能 非二篤 平成21年 10月 25日 回 復

280 40 女 平成21年 10月 20日 無 朦 高熱 平成21年 10月 20日 鶉連有り 非重篤 平成21年 10月 28日 未回復

女 平成21年 10月 23日 無 タミフルアレルギー、山キアナフィラキシー 掻痒感、吐気、めまい、血圧低下 平成21年 10月 23日 不明 非重腐 平成21年 10月 24日 回 復

女 平成21年 10月 21日 無 無 神経障害 平成 21年 10月 23日 舅連有 り 非重粛 平成21年 10月 26日 軽快

女 平成21年 10月 20日 無 檬 湿疹 平成21年 10月 20日 関連有り 非■篤 平成21年 10月 20日 未回復

女 平成21年 10月 26日 無 熙 発赤 平成 21年 10月 26日 関連有り 非菫篤 平成21年 10月 26日 回 復

285 男 平成21年 10月 21日 無 熙 古下肢筋肉痛 平成21年 10月 22日 諄価不能 非■協 平成21年 10月 22日 軽快

40 男 平成21年 10月 21日 無 熙 預の火照り、全身倦怠 平成21年 iO月 21日 闘連有り 非菫篇 平成21年 10月 22日 回復

女 平 成 21年 10月 23日 無 鞣 右上腕の発赤 平成21年 10月 24日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

女 平成21年 10月 24日 無 朦 葛熱、篇桃腺海 平成21年 10月 24日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

女 平成21年 10月 23日 無 詈住にじんましんあり 二んましん 平成21年 10月 23日 旧連有り 非二篤 平成21年 10月 23日 軽快

Ｐ
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290 女 平成21年 10月 20日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 ιんましん以外の発疹 平成21年 10月 20日 蜀連有り 非重篤 平成21年 10月 22日 回復

29, 女 平成21年 10月 23日 無 無 LL気 平成21年 10月 24日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 26日 軽快

292 女 平成?1年 10月 23日 無 熙 1:顔面じんましん、2:顔面アレルギー性浮腫
1:平成21年 10月 24
日 2:平 成21年 10

月26日
関連有り 非重篤 不明 不明

293 女 平成21年 10月 23日 無 腰 血管迷走神経反射、復視 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 27日 軽快

294 女 平成21年 10月 26日 無 熙 ιんましん 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 26日 回復

40 男 平成21年 10月 26日 無 晏節性インフルエンザワクチン機種 10/17 ショック 平成 21年 10月 26日 明連有リ 非重篤 平成 21年 10月 27日 回 復

2ヽ96 女 平成21年 10月 20日 無

,まで内服薬で嘔吐経験あり。眼臓浮腫 5年前イ
ンフルエンザワクチン接種で39度 の発熱ほか。全月
産状みられ三日間で回復

発熱、記憶低下.嘔吐 平成21年 10月 20日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 22日 回 復

50 女 平成21年 10月 23日 無 職 ふらふら、吐き気、頭ぼ―とする 平成21年 10月 23日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

40 女 平成21年 10月 23日 無 熙 隆度の悪寒、頭重感、軽度倦怠感 平成21年 10月 24日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

299 40 女 平成21年 10月 23日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 10/6 隆い吐き気、ぼ一っとする、軽い立ちくらみ 平成21年 10月 23日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

300 50 女 平成21年 10月 23日 無 肯リ 嘔気、頭重威、手足発疹 平成21年 10月 23日 関連有り 非ヨ篤 平成21年 10月 26日 回復

301 女 平成21年 10月 22日 無 熙 ιんましん以外・前進発疹 平成21年 10月 24日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 29日 未回復

女 平成21年 10月 23日 無 熙 その他の神経障害 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

女 平成21年 10月 10日 無 熙 体の浮動感、貧血が起きた感じ 平成21年 10月 19日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 19日 回復

304 女 平成21年 10月 19日 無 熙 本の浮動感、不整脈が起きた感じ 平成21年 10月 19日 iT価不能 非重篤 平 成 21年 10月 19日 回 復

305 女 平成21年 10月 27日 無 コキタンスキー症候群 頂痛、嘔吐、顔のこわばり、顎の痛み 平成21年 10月 27日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

女 平成21年 10月 19日 無 賦管支ぜんそく 非特異的アレルギー反応 平成21年 10月 19日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 20日 回復

女 平成21年 10月 26日 無
い凛 服 砲 症 、

=属
アレル 千 一 、セフエム 糸 ryt=劇 /

発熱、悪寒、じんましん 平成21年 10月 26日 調達有り 非重篤 平成21年 10月 26日 未回復

308 30 女 平成21年 10月 26日 無 職 二んましん 平成21年 10月 26日 調達有り 非重篤 平成21年 10月 26日 回復

309 女 平 成 21年 10月 23日 無 熙 アナフィラキシー 平成21年 10月 23日 舅連有り 非重篤 平成21年 10月 23日 軽快

40 女 平成21年 10月 26日 無 熙 うんましん以外の発疹 平成21年 10月 27日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 27日 回 復

男 平成21年 10月 19日 無 貝アレルギー ゆまい、下肢脱力、健忘 平成21年 10月 19日 舅連有り 非重篤 平成21年 10月 22日 軽快

女 平成21年 10月 19日 無 ニヾシリンアレルギー、慢性肝炎 下肢脱力、めまい、頭震感、健忘 平成21年 10月 19日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 22日 回復
撃 棒

女 平成21年 10月 19日 無 に粉症 (スギ) 下肢脱力、めまい、ら、らつき、思考力低下 平成21年 10月 19日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 21日
復
＝

回
継

314 男 平成21年 10月 21日 無 熙 熟39度 平成21年 10月 24日 調達有り 非重篤 平成21年 10月 27日 軽快

女 平成21年 10月 22日 無 ロリ 暉鳴り、頚部リンパ節腫脹 平成21年 10月 22日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 27日
癸遭 症
拌 違 蜻 ヽ

女 平成21年 10月 19日 無 熙 全身倦怠感、頭痛 平成21年 10月 19日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 20日 軽 快

男 平成21年 10月 21日 有 頭痛、筋肉痛、倦怠感 平成21年 10月 21日 調連有リ 非菫篤 平成即年10月 22日 軽 快

女 平成21年 10月 23日 無 朦 喉頭痛、頭痛、めまい、lE気 、咳、倦怠感 平成21年 10月 24日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 27日 軽快

319 女 平成21年 10月 22日 無 無 じんましん 平成21年 10月 22日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 23日 回 復

い
Ｐ
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女 平成21年 10月 27日 無 季節性インフルエンザワクテン機種 こんましん 平成21年 10月 27日 関連無し 非重篤 平成21年 10月 27日 軽快

男 平成21年 10月 26日 無 熙 神経障害 平成21年 10月 26日 関連有リ 非三篤 平成21年 10月 28日 回復

女 平成21年 10月 22日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 消化器症状 平nt21年 10月 22日 男連有り 非菫篤 平成21年 10月 23日 軽 快

女 平成21年 10月 22日 無 廉 肖化器症状 平成2:年 10月 22日 関連有リ 非三篤 平成21年 10月 23日 回 復

女 平成21年 10月 22日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 額面紅潮、眼球充血、体熱感 平成21年 10月 22日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

女 平成21年 10月 22日 無 子宮体がん術後.異所性内膜症治療中 奸機能異常 平成21年 10月 22日 隕連有り 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

女 平成21年 10月 22日 無 熙 頑痛・消化薔症状 平成21年 10月 22日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 24日 軽快

女 平成21年 10月 22日 彙 季節性インフルエンザワクテン機種 血管迷走神経反射、局所腫脹 平成21年 10月 22日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

女 平成21年 10月 26日 無 に粉症 頂痛、嘔気、口渇感 平成21年 10月 26日 田連有リ 非菫篤 平成11年 10月 28ロ 軽快

女 平成21年 ,0月 23日 無 基礎疾患:SLE、 プレドニゾロン5ng内服中 ιんましん 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篇 平成21年 10月 27日 回復

男 平成21年 10月 26日 有 鞣 発疹 平成21年 10月 26日 評価不能 非重篤 不 明 不明

女 平成21年 10月 23日 無 鵬 IE気 平成21年 10月 23日 関連有リ 非二篤 平成21年 10月 23日 回復

女 平成2:年 10月 24日 無 熙 奎身の筋肉痛 平成21年 10月 24日 舅運有り 非菫篤 平成21年 10月 27日 回 復

女 平成21年 10月 27日 無 アレルギー性鼻炎 全身痛痒、体動による息切れ 平成2'年 10月 27日 関連有リ 非重篤 不 明 未回復

女 平成21年 10月 26日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 アナフィラキシー 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 26日 回復

女 平成21年 10月 26日 無 無 二んましん以外の全身の発疹 平成21年 10月 26日 関連有り 非■篤 不明 軽快

女 平成21年 10月 21日 無
華珀 籠 インフル エンサ ワクテン臓 種 により、39度 の
摯螢 ふ ur■生齢 、 こんましん 平成21年 10月 22日 関連有り 非■篤 平成21年 10月 26日 軽快

女 平成21年 10月 26日 無 花粉症 (スギ) 水疱 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 28日 未回復

338 女 平成21年 10月 27日 無 無 支疹 平成21年 10月 27日 評価不能 非重篤 不 明 不明

女 平成21年 10月 21日 無 季節性インフルエンザで発流あり けを超える局所の異常反応 平成21年 10月 21日 関連有り 非菫躊 平成 21年 10月 28日 未 回復

340 女 平成 21年 10月 22日 無 無 ιんましん以外の発疹、浮腫 平成21年 10月 23日 評価不能 非菫篤 平成21年 10月 28日 回復

40 勇 平成21年 10月 26日 無 薔脂血症 発熱、インフルエンザ様症状 平成21年 10月 27日 評価不能 非重篤 平成2年 10月 28日 未回復

女 平成21年 10月 22日 無 アレルギー性鼻炎 頭痛、発汗、顔面蒼白 平成21年 :0月 23日 拝価不能 非菫篤 平成21年 10月 24日 軽快

343 女 平成21年 10月 26日 無 熙 発熱、嘔吐、発疹 平成21年 10月 27月 ll連有り 非■篤 平成21年 10月 28日 回復

女 平成21年 10月 23日 無
アレル 千 ― :千シロカイン、兌 熙・ F烈 にて囚 HuHL用 アナフィラキシー 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

345 女 平成21年 10月 28日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 局所腫脹、血管迷走神経反射 平成21年 10月 28日 関連無し 非■篤 平成21年 10月 28日 未回復

女 平成21年 10月 26日 有 肯リ 発熱、二汁、咳 平成21年 10月 27日 評価不能 非菫篤 不明 不明

男 平成四年10月 26日 無 罹 全身倦怠感・頭痛・体熱感 平成21年 10月 26日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 27日 回 復

女 平成21年 10月 23日 無 朦 IE気 、頭痛、穿剰部発赤 平成21年 10月 23日 関連有り 非重薦 平成21年 10月 25日 回復

349 女 平成21年 10月 23日 無 檬 IE気 平成21年 10月 23日 闘遺有リ 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

350 女 平成21年 10月 27日 無 「
卜に一 E反 層 炎 、撃 抑 圧 インフルエンサ ワ7テン

こんましん 。発熱 平成21年 10月 27日 蠅逸有り 非重鷺 平成21年 10月 29日 回 復

女 平成21年 10月 27日 無
口性 じんましん 、毎年の接種 で膨 張と微 熱を生じる
●ル名 Lヽ

慇怠感.熱感.顔面紅潮 平成21年 10月 2'日 田連有り 非重篤 平成21年 10月 28日 軽 快

Ｐ
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女 平成21年 10月 26日 無 無 発熟39度 平成21年 10月 26日 舅連有り 非重篤 平成21年 10月 28日 回復

353 女 平成21年 10月 26日 無
エビ、カニ、魚介 系アレルギー有 り、季節性インフル
Tヽ ′ギ ■ 力 ‐ ′ヽ 嘔気 平成21年 10月 26日 不明 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

354 女 平成21年 10月 21日 有 騰 発熱39度 平成21年 10月 24日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

女 平成21年 10月 22日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 じんましん 平成21年 10月 24日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 軽快

女 平成21年 10月 24日 無 無 じんましん 平成21年 10月 24日 蜀連有り 非重篤 不明 軽快

３５ 50 女 平成21年 10月 25日 無 機 下痢 平成21年 10月 26日 調達有り
・

非菫篤 平成21年 10月 28日 回復

女 平成21年 10月 26日 無 薬疹 平成21年 10月 28日 関連有り 非菫篤 不明 不 明

40 女 平成21年 10月 23日 無 ときどき咳嗽あり 発熱.倦怠感 平成21年 10月 25日 評価不能 非菫篤 平成21年 10月 28日 軽快

女 平成2'年 10月 28日 無
守年 春 に限 回 嵐 層 ア レル 千 ― 圧 状 有 り、原 因 不 明
●F性社 全身の浮腫、のどの詰まつた感じ 平成21年 10月 29日 調連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 軽快

女 平成21年 10月 23日 無 無 じんましん様 平成21年 10月 26日 評価不能 非重篤 平成21年 ,0月 27日 回復

女 平成21年 10月 22日 無 無 呼吸苦 平成21年 10月 23日 掲連有り 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

50 女 平成21年 10月 22日 無 無 39℃ 以上の発熱 平成21年 10月 22日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 28日 回復

364 女 平成21年 10月 26日 無 無だが9月 27日まで、甲状腺炎で内服治療 じんましん 平成21年 10月 26日 舅連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 軽快

50 女 平成21年 10月 26日 無 職 発熱.左半身の落痛 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

50 女 平成21年 10月 26日 無 騰 下肢筋痛.浮動感 平成21年 10月 26日 iT価 不能 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成21年 10月 26日 無 無 下肢筋肉痛 平成21年 10月 26日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 28日 回復

女 平成21年 :0月 24日 無 無 嘔吐、下痢.頭痛 平成21年 10月 24日 関連有り 非菫篤 平成21年 10月 27日 軽快

男 平成21年 10月 27日 無 ιんましん慄 疹) 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 軽快

女 平成21年 10月 20日 無 熙 局所発赤.腫れ 平成21年 10月 20日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

30 女 平成21年 10月 20日 無 アレルギー 弓所発赤、腫れ 平成21年 10月 20日 関連有り 非菫篤 平成21年 :0月 23日 回復

30 女 平成2:年 10月 27日 無 頭痛 (激痛 ) 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 28日 回復

女 平成2:年 10月 23日 無 騰 二んましん以外の全身の発疹 平成21年 10月 28日 関連有リ 非
=篤

平成21年 10月 29日 軽快

女 平成21年 ,0月 21日 驀 鵬 賤種日夜に咳止まらず。激しい頭痛 平成21年 10月 21日 不明 非菫篤 平成21年 10月 22日
覆
社

375 女 平成21年 10月 21日 無 熙 直後に目が回るような感覚 平成21年 10月 21日 不明 非重篤 平成21年 10月 21日 軽快

376 女 平成

“

年10月 21日 無 熙 発疹、かゆみ 平成21年 10月 22日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 25日 回復

女 平成21年 10月 21日 兼 鴨 頭がぼんやり、やや呼吸苦 平成21年 10月 21日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 22日 回復

378 40 女 平成21年 10月 27日 無 熙 睡れ、発疹、かゆみ 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 :0月 29日 回復

40 女 平成21年 10月 28日 有 熙 二んましん、動悸 平成21年 10月 28日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 28日 回復

不明 平成21年 10月 26日 無 卜ば、いわしアレルギー 睡脹、硬結、熱感、リンパ節腫服、水疱 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

男 平成]年 10月 21日 無 防肉痛としびれ 平成21年 10月 24日 調達有リ 非菫篤 平成21年 10月 30日 未回復

30 女 平成21年 10月 28日 無 憮 アナフィラキシー 平成21年 10月 28日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成劇年10月 23日 不 明
イソシン、遺影副、孤主剤にて 7日冊に季節Eイ じんましん 平成21年 10月 23日 詢連有り 非重篤 平成21年 10月 25日 回 復

日
ω
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女 平成21年 10月 28日 無
n官 文嗜 思 、巣初アレル千― (シフロキサン):じん
姜Lん ^曖輌 理籠 の勝律ふ‖ アナフィラキシー 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成21年 10月 29日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 アナフィラキシー 平成21年 10月 29日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 29日 軽快

女 平成21年 10月 28日 無 熙 発熱 平成21年 10月 29日 呼価不能 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成21年 10月 29日 無 甲状腺機能低下 舌しびれ 平成21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

男 平成21年 10月 22日 無 熙 頭痛、倦怠感 平成21年 10月 22日 ll連有り 非重篤 平成21年 10月 22日 軽快

女 平成21年 10月 29日 無 季節性インフルエンザワクテン機種 血管迷走反射 平成21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成21年 10月 27日 無 無 発熱、関節痛、眼瞼・口唇腫脹 平成21年 10月 29日 獨連有り 非重篤 平成21年 ‖月1日 回復

女 平成21年 10月 27日 無 アレルギー性鼻炎 アレルギー 平成21年 10月 27日 獨連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 軽快

女 平成21年 10月 29日 無 無
■ユ 、嘔 嘔 、RU、 しいれ騒 、騒見理琳 、表需筋 け
.ヽ カス,

平成21年 10月 30日 関連有り 非重鶴 平成21年 10月 30日 軽快

女 平成21年 10月 23日 無 無 S、るえ、脱カ 平成21年 10月 23日 関連有り 非菫篤 平成21年 10月 30日 軽快

女 平成2!年 10月 22日 無 無 □頭痛・息苦しさ・嘔声 平成21年 10月 24日 評価不能 非菫篤 平成21年 10月 30日 軽快

395 60 女 平成21年 :0月 26日 無 ボンタールで湿疹.ロキソニンで全身浮腫 下腿・前腕筋痛(両側) 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 4日 回 復

30 女 平成21年 10月 26日 無 咳喘忠 発熱 平成21年 10月 20日 男連有り 非菫篤 平成21年 10月 29日 回 復

397 女 平成21年 10月 21日 無 無 敵熱、倦怠感、頭痛、関節痛 平成21年 10月 22日 不明 非菫篤 平成21年 10月 25日 回 復

女 平成21年 10月 20日 無 罹 発熱、筋肉痛 平成2:年 10月 27日 関連有リ 非菫篤 平成21年 10月 30日 未回復

399 男 平成21年 10月 28日 無 脈 発熱、筋肉痛、倦怠感 平成21年 10月 29日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 30日 未回復

女 ′ 平成21年 10月 30日 無 幡 血管迷 走反射 平成21年 10月 30日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成21年 10月 26日 無 罹 発熱 平成21年 10月 26日 関連有り 非菫篤 平成21年 10月 30日 不 明

女 平成21年 10月 22日 無 季節性インフルエンザワクテン接種 血管迷走反射、胃痛、嘔気、間接痛、下月、腹痛 平成21年 10月 22日 ll連有リ 非重篤 平成21年 10月 28日 軽快

403 20 女 平成21年 10月 30日 無 熙 集物アレルギー 平成21年 10月 30日 田連有 り 非重篤 平成21年 10月 30日 回 復

女 平成21年 10月 24日 無 敗年前インフルエンザワクチンで頭がほ一っとした 血管迷走反射 平成21年 iO月 24日 旧連有り 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

405 女 平成21年 10月 27日 無 熙 嘔吐 平成21年 :0月 27日 関連有り 非菫篤 平成21年 10月 27日 回復

女 平成21年 10月 23日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 蚤痒感 平成21年 10月 23日 評価不能 非重篤 不明 軽快

女 平成21年 10月 23日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 アナフィラキシー、皮膚アレルギー 平成21年 10月 23日 男連有り 非重躊 不明 軽快

408 30 女 平成21年 10月 27日 無 熙 陪赤 平成21年 10月 28日 関連有り 非菫篤 平成21年 10月 29日 回 復

409 女 平成21年 10月 26日 無 熙 発赤、腫脹 平成21年 10月 20日 関連有り 非ユ篤 平成21年 10月 29日 回 復

女 平成21年 10月 28日 無 熙 発赤 平成2i年 10月 29日 関連有リ 非二篤 不 明 回復

男 平成21年 10月 23日 無 熙 眩彙、吐気、全身倦怠感 平成21年 10月 25日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

男 平成 21年 10月 27日 無 願 重脹、発熱 平成21年 10月 30日 関連有リ 非二篤 不 明 不 明

女 平成21年 10月 23日 無 無 ιんましん 平成21年 10月 23日 不明 非菫篇 平成21年 10月 30日 回復

女 平成21年 10月 29日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 ιんましん 平成21年 10月 29日 38連有リ 非重篤 平成21年 10月 30日 軽快

Ｐ
ト
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女 平成21年 10月 22日 無 熙 アナフィラキシー 平成21年 10月 22日 舅連有り 非重篤 平成21年 10月 22日 回復

40 女 平成21年 10月 21日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 アレルギー反応 平成21年 10月 21日 関連有り 非重篤 平成2:年 10月 22日 回復

女 平成21年 10月 23日 無 熙 ιんましん 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 26日 軽快

男 平成21年 10月 19日 不明 Jヽ 児喘息 弓所の異常腫服 平成21年 10月 20日 関連有り 非菫篤 平成21年 10月 27日 回復

女 平成21年 10月 28日 無 悛皮症・局所性 呟量、倦怠感、関節痛、頭痛 平成2,年 10月 28日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 回 復

420 女 平成21年 10月 29日 無 熙 ιんましん 平成21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 軽快

女 平成21年 10月 22日 無 熙 りヽゆみ 平成21年 ,0月 24日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 26日 回復

女 平成21年 10月 21日 無 職 屹性咳 平成21年 10月 24日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

423 女 平成21年 10月 21日 無 熙 に分不良、めまい 平成21年 10月 22日 不明 非重篤 平成21年 10月 25日 回復

女 平成21年 10月 20日 無 熙 賠熱 平成21年 10月 27日 関連有り 非重協 平成21年 10月 28日 回復

425 女 平成21年 10月 19日 無 憮 奎身発疹 平成21年 10月 20日 獅運有り 非重篤 平成21年 10月 30日 軽快

420 女 平成21年 10月 30日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 助悸 平成21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 31日 回復

20 女 平成21年 10月 30日 無 季節性インフルエンザワクテン機種 港意感、ヽ 、らつき、眠気 平成21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 31日 回復

女 平成21年 10月 23日 無 熙 発疹、発熱、嘔吐 平成21年 10月 29日 不明 非重篤 平成21年 10月 29日 軽快

429 男 平成21年 10月 28日 無 姜節性インフルエンザワクチン機種 発熱 平成21年 10月 29日 関連有り 非重薦 平成21年 10月 30日 回復

女 平成21年 10月 23日 無 票病 籍尿病 慶痛、頭痛、悪心.下痢 平成21年 10月 24日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 26日 軽快

40 女 平成21年 10月 26日 無 アトピーじ皮膚炎、喘息 土気 、発熱 、発疹 平成21年 10月 26日 明連有り 非重篤 平成四年10月 29日 回 復

432 女 平成21年 10月 28日 無 熙 血管迷走反射 平成21年 10月 28日 関連有リ 非重篤 平成 21年 10月 29日 回復

433 女 平成21年 10月 28日 無 熙 血管迷走反射 平成 21年 10月 28日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成21年 10月 30日 無 アレルギー体質、エビカニアレルギー ιんましん 平成 21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 31日 回復

男 平成21年 10月 23日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 発熱 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

436 女 平成21年 10月 22日 無 晨 発赤、かゆみ 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

437 女 平成21年 10月 23日 無 熙 土気 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

40 男 平成21年 10月 21日 無 騰 発赤 平成21年 10月 21日 明違有リ 非重篤 平成21年 10月 22日 回 復

女 平成21年 10月 23日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 紫斑様皮疹 平成21年 10月 27日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 31日 回復

440 00 男 平成21年 10月 28日 無 罹 ιんましん 平成21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 31日 軽快

女 平成21年 10月 28日 無 喘息 E気、疼痛 平成21年 10月 28日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 未回復

442 女 平成21年 10月 30日 無

'ロ

アレルギー 発熟 平成21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 31日 回復

443 女 平成21年 10月 30日 無 暉汁 脱力感、悪寒 平成21年 10月 30日 関連有リ 非重篤 平 成 21年 10月 30日 軽快

444 女 平成21年 10月 24日 有 季節性インフルエンザワクチン機種〈北研FC028A) 助悸、吐気 平成21年 10月 24日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 25日 回復

445 女 平成21年 10月 21日 無 アレルギー性鼻炎 書怠感 平成21年 10月 22日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 22日 回復

40 女 平成21年 10月 21日 無

"血

圧症 IE気、嘔吐 平成21年 10月 22日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 22日 回復

Ｐ
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女 平成21年 10月 26日 無 季節性インフルエンザワクテン機種 血管迷走反射 平成21年 10月 26日 椰価不能 非重篤 平成21年 10月 20日 回 復

女 平成21年 10月 26日 無 アレルギー性鼻炎、薬疹 敷しい悪寒、戦慄、激しい頭痛、激しい嘔吐 平成21年 10月 27日 関連有り 非三篤 平成21年 10月 28日 軽快

女 平成21年 10月 19日 無
季節性インフルエンザワクチン機種 (北研FB014B
:n/,7鱚 轟 ヽ アナフィラキシー様症状 平成21年 10月 27日 評価不能 非■篤 平成21年 11月 2日 回復

女 平成21年 10月 30日 無 腋 蔵熱 平成21年 10月 30日 関連有り 非菫富 平成21年 10月 31日 回復

女 平成21年 10月 29日 無 喘息既往 頂痛、腹痛、下痢 平成21年 10月 29日 不明 非重篤 平成21年 10月 31自 回復

女 平成21年 10月 20日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 頂痛、めまい、嘔吐 平成2:年 10月 27日 不明 非重篤 平成21年 10月 30日 軽快

女 平成21年 10月 23日 無 罐、食品でじんましん、体調不良 0まい、ヽ、らつき 平成21年 10月 23日 舅連有り 非菫篤 平成21年 10月 23日 回復

男 平成21年 :0月 26日 無 憮 0まい、ら、らつき、悪心 平成21年 10月 26日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 26日 回復

女 平成21年 10月 26日 無 朦 0まい、ら、らつき 平成2:年 10月 26日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 26日 回復

456 女 平成21年 10月 28日 無 フラリシッド等抗菌剤等の葉剤アレルギーあり アナフィラキシー様症状 平成21年 10月 28日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 軽快

女 平成21年 10月 28日 無 朦 生気、頭痛 平成21年 10月 26日 鶉連有リ 非菫篤 平成21年 10月 29日 回復

458 女 平成21年 10月 28日 無 喘息 気分不快、吐気、呼吸苦、頻脈、熱感、疼痛、腫れ 平成21年 :0月 29日 不明 非三篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成21年 10月 23日 無 熙 発赤、腫脹、痛み 平成2i年 10月 28日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成21年 10月 26日 無 無 疼痛、熟感、腫脹、筋肉痛、倦怠感 平成 21年 :0月 27日 不明 非重篤 平成21年 10月 29日 回 復

女 平成21年 10月 28日 無 熙 じんましん 平成21年 10月 28日 関連有リ 非重篤 平成21年‖月2日 回復

女 平成21年 10月 19日 無 無 粁機能異常 平成21年 10月 23日 評価不能 非量篤 平成21年 10月 29日 未回復

女 平成 21年 10月 29日 無 無 藩熱 平成21年 10月 29日 呉連有り 非重篤 平成21年 10月 31ロ 軽快

女 平成21年 10月 23日 無 有 頭痛、嘔気 平成21年 10月 23日 調達有り 非■篤 平成21年 10月 25日 回復

465 女 平成21年 10月 30日 無 肝 掻痒、発疹 平成21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 2日 軽快

男 平成21年 10月 28日 無 籐 発熱、嘔気.倦 怠感 平成21年 10月 28日 評価不能 非■篤 不 明 不 明

467 女 平成21年 10月 30日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 発熱 平成21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 31日 回復

女 平成21年 :0月 29日 無
耐 皿 ヒ 征 、フリンベランによるじん ましん 、李 師 籠 イ 下痢.腹痛、嘔気 平成21年 10月 31日 不明 非菫篤 平成21年 11月 2日 軽 快

469 60 女 平成21年 10月 23日 無 無 全身倦怠感 平成21年 10月 24曰 関連有り 非菫廊 平成21年 11月 2日 回復

470 女 平成21年 10月 30日 無 無 助悸、胸苦感 平成21年 10月 30日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 30日 軽快

女 平成21年 10月 30日 無 生たまごでじんましん 上半身皮膚紅潮 平成21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成21年 10月 19日 飛 朦 頭痛 平成21年 10月 19日 関連有り 非重篤 平成2,年 10月 22日 回復

女 平成21年 10月 27日 無 無 発熱、嘔気、口E吐 平成2:年 10月 27日 関連有り 非■篤 平成21年 10月 28ロ 軽快

女 平成21年 10月 23日 無 脈 I口気、咽頭痛 平成21年 10月 23日 獨連有り 非重篤 平成21年 10月 26日 軽快

女 平成21年 10月 29日 無 に粉症 局所発赤。発熱 平成21年 10月 29日 男連有り 非二篤 平成21年 10月 31日 回 復

女 平成21年 10月 28日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 発熱 平成21年 10月 29日 評価不能 非重協 平成21年 11月 1日 回復

40 女 平成21年 10月 26日 無 二んましん、喘息 発疹、痒み、徴熱 平成21年 10月 26日 関連有り 非二篤 平成21年 10月 31日 軽快

30 女 平成 21年 10月 21日 無 謳剤アレルギーあり 全身澤腫 、じんましん 平成21年 10月 22日 関連有り 非菫篤 平成21年 10月 23日 回 復

］
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女 平成21年 10月 30日 無 じんましん(アスピリン不耐症)、 喘息 ιんましん 平成21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成21年 10月 30日 有
F■ 圧 イン フ ル エ ン サ ワ クテ ン 薇 II(アス テ ラス

′■1口 ヽ 口aF r"■・ ′建 露 簾 うんましん、日腔内しびれ感 平成21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 31日 回復

女 平成21年 10月 27日 無 熙 ιんましん 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 27日 回 復

482 女 平成21年 10月 30日 無 朦 全身発疹 平成21年 10月 30日 評価不能 非菫篤 平成21年 10月 30日 軽快

433 女 平成21年 10月 23日 無 季節性インフルエンザワクテン機種 llt力 感、倦怠感、頭痛 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

女 平成21年 10月 23日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 発赤、痛み、しびれ 平成21年 10月 24日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

435 女 平成21年 10月 24日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 頭重感、胸苦感 平成21年 10月 24日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

40 女 平成21年 10月 24日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 頂重感、体熱感、咽頭痛 平成21年 10月 24日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

50 男 平成21年 10月 22日 嬌 罹 ιんましん以外の全身発疹 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 2日 未回復

488 40 女 平成21年 10月 30日 無 理型狭心症.偏頭痛、咳喘息 嘔吐、頭痛、倦怠感 平成21年 10月 31日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 2日 未回復

489 女 平成21年 10月 30日 無 騰 血圧上昇 平成21年 10月 30日 不明 非重篤 平成21年 10月 31日 回復

40 女 平成21年 10月 23日 無 辟 熱感 平成21年 10月 28日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 28日 回復

女 平成21年 10月 23日 無 膳 ショック 平成21年 10月 28日 関連有り 非菫篤 平成21年 10月 28日 回復

492 50 女 平成21年 10月 27日 無 アレルギー 全身掻痒感 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

女 平成21年 10月 30日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 ιんましん 平成 21年 11月 1日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 2日 軽快

494 女 平成21年 10月 28日 無 檬 頭重感、胸部不快、息苦しい 平成21年 10月28日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 2日 回復

男 平成2:年 10月 27日 無 に粉症軽度 インフルエンザ様症状 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 2日 未回復

女 平成21年 10月 29日 無 熙 頂痛 、発熱 、下痢 平成21年 10月 30日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 1日 軽快

女 平成21年 ‖月2日 無 熙 両下肢神経障害 平成21年 11月 2日 関連有り 非菫篤 平成21年 11月 4日 回復

女 平成 21年 10月 27日 有
季節性 インフルエンサ ワクチンで微熱 、下痢 反 F● あ 旧頭違和感、呼吸狭窄 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 3日 軽快

女 平成21年 11月 2日 無 熙 紫斑 (アナフィラキシー) 平成21年 11月 2日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 2日 軽快

500 男 平成21年 10月 22日 無 鵬 頂痛、体が重い 平成21年 10月 24日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 28日 軽 快

501 30 女 平成21年 10月 30日 無
季節性インフルエンザワクチン接種(10/19)、 クラ

・「゙ ,ヽ7月ヒ盗 助悸、血圧上昇 平成21年 10月 30日 関連有り 非菫篤 平成21年 10月 30日 回復

502 女 平成21年 10月 30日 無 驀 助悸、血圧上昇 平成21年 10月 30日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

503 30 女 平成21年 :0月 29日 無 晏節性インフルエンザワクチンで発熱 賠熱、発疹 平成21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成21年 10月 30日 無 黙 敗熱、味覚障害 平成21年 10月 31日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 4日 猥 熙 :口餞

505 女 平成21年 10月 26日 無 菓物アレルギー 二んましん 平成21年 10月 29日 謁連有り 非菫篤 不明 不 明

500 女 平成21年 10月 20日 無 多発単神経炎、気管支喘息 シナフィラキシー 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 27日 未回復

女 平成21年 10月 20日 無 季節性インフルエンザワクテン接種(10/20 n管迷走反射 平成 21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成 21年 10月 26日 回 復

508 女 平成21年 10月 23日 無 機 肪肉痛 平成21年 10月 25日 不明 非二篤 平成21年 10月 25日 軽快

509 女 平成2'年 10月 23日 無 乳幼児期の予防機種で発熟 全身掻痒 平成21年 10月 23日 不明 非重篤 平成21年 10月 27日 軽快

女 平成21年 10月 23日 無
季 節 性 イン フル エ ン サ ワ クテ ン 蔵 種 、況 生 物 買 で

しョ"め 壷 伴 ふ

"

アナフィラキシーシヨック 平成21年 10月 28日 詢連有り 非重篤 平成21年 10月 28日 回復

Ｐ
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女 平成21年 10月 20日 無 腋 藩赤、腫服、熱感 平成21年 10月 20日 男連有り 非■篤 平成21年 10月 21日 回復
女 平成21年 10月 31日 無 熙 賠熱、関節痛 平成21年 11月 1日

平成21年 10月 29日

不明

下明 非重篤 平成21年 11月 2日 回復
男 平成21年 10月 29日 無 季節性インフルエンザワクチン接種(10/22) 頂痛、嘔気、全身倦怠感、食欲減退、両眼鈍痛 関連有リ 非重焦 平成21年 10月 29日 軽快
女 平成21年 10月 23日 無 職 尋所及び全身のリンパ節腫脹 関連有り 非■篤 平成烈年11月 4日 軽快
女 平成21年 10月 23日 無 熙 尋所の異常腫脹、疼痛、腋嵩リンパ節OE脹 平成21年 10月 22日 不明 非重篤 平成21年 10月 26日 回 復
女 平成21年 10月 30日 無

たヽ もの イレル千 一 、患 冒 楽 で業 疹 、季 節 性 インフ
Iしェレザ リ々手 ′`違 轟 アナフィラキシー 平成21年 10月 30日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

男 平成21年 10月 23日 無 朦 全身倦怠感 平成21年 10月 24日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 26日 回復
女 平成21年 11月 2日 無 曼性じんましん

ピリrり
(ツ 自`椰介駅懸、こ醸口から後蹟部に

平成21年 11月 2日 10連有リ 非重篤 平成21年 11月 4日 未回復
女 平成21年 :1月 2日 無 簾 全身発疹 平成21年 11月 2日 関連有リ 非二篤 平成21年 11月 2日 回復

女 平成21年 11月 2日 無 無 アナフィラキシー 平成21年 11月 2日 関連有り 非二篤 平成21年 11月 4日 軽快

女 平成21年 :0月 30日 無 騰 高血圧、動悸など 平成21年 10月 30日 関連有り 非■篤 平成21年 10月 30日 回復
522 女 平成21年 10月 28日 無 朦 気分不快、吐き気、嘔吐 平成21年 10月 28日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 28日 回復

女 平成21年 10月 30日 無 季節性インフルエンザワクテン接種 熱発 平成21年 10月 30日 襲連有り 非重篤 平成21年 11月 2日 軽快

女 平成21年 11月 4日 無 職 アナフィラキシー 平成 21年 11月 4日 掲連有リ 非重篤 平成21年 11月 4日 軽 快

525 女 平成21年 10月 26日 無 熙 膨張(硬結)、 だるさ(筋肉痛のような感じ) 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 28日 軽快

女 平成21年 10月 24日 無 熙

一

倦怠感、頭痛 平成21年 10月 24日 関連有リ 非二篤 平成21年 10月 25日 回復

女 平成21年 10月 20日 無 熙 血圧症状て冷や汗、呼吸苦、借怠感、頚部発赤 平成21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

男 平成21年 11月 3日 無 熙 アナフィラキシー 平成21年 11月 3日 関連有リ 非菫篤 平成21年 11月 4日 不 明

女 平成21年 10月 22日 無 発赤、かゆみ 平成21年 10月 26日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 29日 回 復

女 平成21年 10月 21日 無 E吐 平成 21年 10月 22日 躙連 有 り 非菫 篇 平成21年 10月 22日 回 復

女 平成 21年 10月 21日 無 IEれ 、かゆみ、倦怠感、頭重感 平成21年 10月 21日 舅違有り 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

女 平成21年 10月 2:日 無 厘れ、かゆみ 平成21年 10月 21日 襲連有り 非重篤 平成21年 lo月 25日 回 復

女 平成21年 10月 31日 無 無 上腕全体の腫服、発赤、微熱 平成21年 10月 31日 不明 非二篤 平成21年 11月 2日 回 復

40 女 平成21年 11月 4日 無
宇 即 1工■ノ ノル ユ ノ 7・ノフア ン CttR、 幸 m圧 イン

フリじエ ラ ギ リ 々手 ′`建

“

アナフィラキシー 平成21年 11月 4日 関連 有 り 非重篤 不明 不 明

男 平成21年 10月 26日 無 無 うん麻しん 平成21年 10月 26日 評価不能 非二篤 平成21年 lo月 27日 回復

536 男 平成21年 10月 20日 無 無 鎖面紅潮、ほてり 平成21年 10月 20日 月連有り 非菫薫 平成21年 10月 20日 回復

女 平成21年 10月 28日 無 熙 両脚発疹、顔面浮腫 平成21年 10月 29日 調達有り 非重篤 平成21年 11月 4日 回復

538 女 平成21年 11月 2日 無 腰 アナフィラキシー様症状 平成21年 1:月 2日 関連有リ 非重篤 平成21年 ‖月4日 回 復

20 女 平成21年 ‖月2日 無 急性耳下線炎 平成21年 11月 2日 鶉連有り 非重篤 平成21年 11月 4日 軽快

女 平成 21年 :0月 21日 無 服 二んましん以外 の全 身の発疹 平成 21年 10月 23日 関連有り 非菫篤 平成21年 ‖月2日 回復

541 男 平成21年 10月 20日 無 艤 めまい 平成21年 10月 20日 澪価不能 非重篤 平成21年 10月 27日 軽快

女 平成2:年 10月 21日 無 朦 悪心、発熱 平成21年 10月 21日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 27日 軽快

Ｐ
∞
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543 女 平成21年 10月 20日 無 熙 局部発赤腫 平成21年 10月 20日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 21日 回復

544 女 平成21年 10月 29日 無 熙 発疹 平成 21年 10月 30日 平価不能 非重篤 不 明 不明

男 平成21年 11月 4日 無 、ousodustほ か花粉に対するアレルギーあり 頭痛、吐き気 平成21年 11月 4日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 5日 軽快

546 女 平成21年 10月 23日 有 アトビー性皮膚炎、ペニシリンアレルギー 二んましん 平成21年 10月 23日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成21年 11月 2日 無 陣経芽腫 嘔吐、頭痛 平成21年 11月 2日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 5日 回復

女 平成21年 11月 4日 無 熙 E気 平成21年 11月 5日 媚連有り 非重篤 平成21年 ‖月5日 未回復

女 平成21年 10月 30日 無 季節性インフルエンザワクテン接種 ナいれん、その他の神経症状 平成21年 11月 3日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 3日 回 復

550 女 平成21年 10月 21日 無 発疹 平成21年 10月 23日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 24日 軽 快

不 明 平成21年 10月 28日 無 下整脈・季節性インフルエンザワクチン接種 頂面紅潮、嘔気 平成21年 10月 28日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

552 男 平成21年 10月 19日 無 熙 嘔炎、下病 平成21年 10月 20日 明違有り・ 非重篤 平成21年 10月 20日 回復

男 平成21年 10月 30日 不明 騒 斃熱 平成21年 11月 1日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 2日 回復

554 男 平成21年 10月 29日 無 晏節性インフルエンザワクチン機種 口満感、下痢 平成21年 10月 29日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 31日 回復

555 女 平成21年 10月 28日 無 ;歳の頃ひきつけ既住あり、ひきつけ時に発熱 カゼ様症状 平成21年 10月 29日 調達有り 非重篤 平成21年 11月 5日 未回復

女 平成21年 10月 30日 無 季節性インフルエンザワクテン機種 不整脈 平成21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 1日 回復

557 女 平成21年 10月 22日 無 アレルギー性鼻炎 アナフィラキシー様症状 平成21年 10月 22日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 24日 軽快

男 平成21年 10月 22日 無 熙 全身借怠感、悪寒、発熱(37度9分 )、 頭痛 平成21年 10月 22日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

559 女 平成21年 10月 3:日 無 手節性インフルエンザワクテン接種 二んましん、薬剤性アレルギー 平成21年 10月 31日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 1日 回復

女 平成21年 10月 30日 無 熙 二んましん 平成21年 10月 30日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 30日 軽快

女 平成2!年 10月 29日 無 アレルギー(花粉症)(ミノマイシン) 局所の発赤腫脹、全身症状 平成21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 31日 軽快

502 女 平成21年 10月 23日 無 熙 頑痛.嘔気 平成21年 10月 24日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

女 平成21年 11月 4日 無
「

のついた鶏肉でじんましん 侯頭違和感、しゃがれ声 平成21年 11月 4日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 5日 回復

女 平成21年 ,0月 26日 無 首手腱輸炎にて内服中.ひきつけ(―才ごろ) 嘔吐 平成21年 10月 26日 不 明 非重篤 平成 21年 10月 26日 回復

505 女 平成21年 10月 30日 有 喘息 喘息 平成21年 10月 31日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 1日 回復

506 女 平成21年 11月 4日 無 季節性インフルエンザワクテン接種 全身の痛痒感 平成 21年 1,月 4日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 5日 軽快

女 平成21年 10月 27日 無 熙 頂痛 平成21年 10月 30日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

568 女 平成21年 10月 26日 無 熙 発熱 (閣節痛 ) 平成21年 10月 28日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成21年 11月 4日 無 熙 調節痛、めまい 平成21年 11月 4日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 5日 軽快

女 平成21年 10月 27日 無 鶴脂血症、慢性副鼻腔炎 弓所の紅斑 平成21年 10月 28日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 2日 回復

女 平成21年 10月 22日 無 籐 発熱、じんましん 平成21年 10月 22日 蜀連有り 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

572 50 男 平成21年 ‖月4日 無 季節性インフルエンザワクテン接種 3んましん 平成21年 11月 4日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月5日 回復

40 女 平成21年 11月 2日 無 季節性インフルエンザワクテン機種 喘息様発作 平成21年 11月 2日 調達有り 非重篤 平成21年 11月 2日 回復

女 平成21年 11月 5日 無 季節性インフルエンザワクテン機種 陀熱 平 成 21年 11月 5日 調達有り 非重篤 平成2+年 11月 5日 回復

Ｐ
り
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575 女 平成21年 10月 28日 有 無 上記症状に伴う後遺症 平成21年 10月 29日 不明 非三篤 平成21年 11月 5日 回 復

女 平成21年 10月 22日 無
高lELL・ 満 帽 皿 柾 10月 3日 に 華師 性 インフル エン
拝
"々

手 ′`盤 括 7・ :・ ス.十 1ス r_ヽ
うんましん 平成21年 10月 22日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

女 平成21年 10月 29曰 無 季節性インフルエンザワクテン機種 アナフィラキシー 平成2i年 10月 30日 不明
′
非重篤 平成21年 ‖月11日 軽快

女 平成21年 10月 29日 無 熙 瞑膚の発赤 平成21年 10月 29日 関連有り 非二篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成21年 10月 29日 無 無 関節痛、筋肉痛 平成 21年 10月 29日 不明 非重篇 平成21キ il月 5日 回復

580 女 平成 21年 10月 28日 無
ヽ官 又 晴 思 、置 E■ 官 叉 炎 、情 帽 チ 閉猥 小 全 、華

発熱、じんましん 平成2:年 10月 28日 調達有リ 非重篤 平成21年 10月 31日 回復

女 平成21年 10月 30日 不明 じんましん 平成21年 10月 27日 不明 非二篤 不 明 不 明

女 平成21年 11月 2日 無
多のう胞 性卵果圧候 群石 り、インフルエンサ HAワ ク めまい 平成21年 11月 2日 評価不能 非菫篤 平成21年 11月 2日 回復

女 平成21年 10月 28日 無 季節性インフルエンザワクテン接種 発熱、頭痛、インフルエンザ様症状 平成2:年 ,0月 28日 不明 非重篤 平成21年 10月 30日 軽快

女 平成 21年 11月 5日 無 鴨 下痢 平成21年 11月 5日 評価不能 非■篤 平成21年 11月 5日 回復

女 平成2'年 11月 2日 無 熙 喘息、機種部発赤 平成21年 11月 2日 関連有り 非菫鮨 平成21年 11月 6日 未回復

女 平成21年 10月 26日 無 腱脹膨張 平成21年 10月 27日 舅連有り 非菫篤 平成21年 11月 4日 回 復

587 女 平成21年 10月 26日 無 膨張 平成21年 10月 27日 下明 非重臨 平成21年 11月 4日 回 復

男 平成21年 10月 27日 無 熙 左腕けいれん 平成21年 11月 1日 評価不能 非重篤 平成四年11月 4日 回復

男 平成21年 10月 28日 無 熙 発熱 平成21年 10月 29日 関連有リ 非重篤 平成21年 ‖月1日 軽快

女 平成21年 11月 5日 無 熙 じんましん 平成21年 11月 5日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 5日 回復

女 平成21年 10月 23日 無 無 目のむかむか、下痢 平成21年 :0月 23日 関連有り 非重露 平成21年 lo月 27日 回復

592 女 平成21年 10月 23日 無 熙 本がら、わら、わした 平成21年 10月 23日 呼価不能 非■篤 平成21年 10月 23日 回復

女 平成21年 10月 23日 無
島コレスア ロー ル 凪 二 、陳 l日IID筋破 喜 、不 罷 E

嘔吐、嘔気 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

女 平成21年 :0月 27日 無 シプロキサンで薬疹 (3、 4年前 ) 皮膚発赤 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成 21年 11月 回 復

女 平成21年 10月 30日 無 鶏の肉や卵アレルギー 両上腕全体に発疹 平成21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 9日 軽快

女 平成21年 10月 26日 無 熙 舌・喉頭違和感、下肢筋肉痛 平成21年 10月 26日 不明 非重腐 平成21年 10月 27日 回復

女 平成21年 10月 26日 無 熙 浮腫 平成21年 10月 27日 評価不能 非菫鷺 平成21年 1:月 3日 軽 快

女 平成21年 10月 23日 無 熙 こんましん 平成21年 10月 23日 評価不能 非菫篤 平成21年 11月 1日 軽 快

女 平成21年 11月 2日 無 無 気管支炎 平成21年 11月 3日 関連有り 非菫篤 平成21年 11月 4日 回 復

女 平成21年 11月 2日 無 無 気管支炎 平成21年 11月 3日 関連有り 非菫篤 平成21年 11月 4日 回復

女 平成21年 10月 22日 無 かゆみ 平成21年 10月 23日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

女 平成21年 10月 29日 無 6ヽゆみ 平成 21年 10月 29日 関連有リ 非■篇 平成21年 10月 30日 回復

女 平成21年 11月 4日 無

既住 :気管支喘息 :接種6ヶ 月異常服薬無し 疾患
名 :アレルギー性鼻炎 :接種実施前一ヶ月より服菓
(抗ヒスタミン剤)中

喘息発作 平成21年 11月 4日 関連有 り 非重篤 平成21年 11月 6日 軽快

604 60 不 明 平成21年 11月 5日 無 無 血管迷走神経反射 平成21年 11月 5日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 5日 回復

605 女 平成21年 11月 5日 無 朦 E気 平成21年 11月 5日 調達有り 非菫篤 平成21年
'1月

11日 不 明

Ｎ
Ｏ
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接 L礎疾患(持病)、 他の予防接種など Ell反 応の内容 副反応発生日

匿瞑機関による
国果関係 重篤度 臓帰日 陽帰内容

男 平成21年 10月 26日 無 39度異常の発熱、下痢 平成21年 11月 1日 悸価不能 非重篤 平成21年 :1月 4日 回復

40 女 平成21年 10月 26日 無 ピリン系で発疹歴あリ その他の神経障害 平成21年 11月 2日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 4日 不明

008 女 平成21年 11月 4日 無 朦 陵種部位の発赤疼痛 平成21年 11月 4日 調達有り 非重篤 平成21年 ‖月6日 軽快

609 40 女 平成21年 10月 30日 無 無 発熱 平成21年 10月 30日 舅連有り 非重篤 平成四年11月 3日 回復

女 平成21年 10月 23日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 IE吐、嘔気 平成21年 10月 23日 iT価不能 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

女 平成21年 10月 23日 無 無 じんましん 平成21年 10月 24日 調連有り 非 重篤 平成21年 10月 31日 回 復

女 平成21年 10月 28日 無 無 発熱 平成21年 10月 29日 調達有リ 非重篤 平成21年 10月 31日 回復

女 平成21年 10月 28日 無 無 発疹 平成21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 1日 回復

女 平成21年 11月 2日 無 じんましん 平成21年 11月 3日 関連有り 非重篤 平成2)■ 11月 6日 軽快

女 平成21年 11月 4日 無 無 悪寒、頭痛 平成21年 11月 4日 不明 非重篤 平成21年 ‖月6日 回復

女 平成21年 10月 30日 無 薬や食品で皮膚に発疹 (ケフラール) 施注部位の発赤、硬結 平成21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 1日 回 復

女 平成21年 10月 30日 無 無 下痢、腹痛、頭痛 平成21年 11月 1日 椰価不能 非重篤 平成21年 11月 2日 回復

女 平成21年 10月 30日 無 無 頭痛、倦怠感 平成21年 10月 31日 評価不能 非重篤 平成214Fll月 1日 回 復

女 平成21年 10月 27日 無 籐 e疹 平成21年 10月 28日 調達有リ 非重篤 平成21年 11月 6日 軽快

620 女 平成21年 10月 26日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 発熱 平成21年 10月 27日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 28日 軽快

女 平成21年 10月 26日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 37度 8～ 38度代の熱発、頭痛 平成21年 10月 27日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成2,年 10月 27日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 頭痛、全身倦怠感 平成21年 10月 28日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成21年 10月 26日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 鼻風邪症状 平成21年 10月 26日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 28日 回復

女 平成21年 10月 20日 無

不里 脈 とア レル 千一 籠 じんましん あ りt王着 区 より

陸種の許可済み)、 季節性インフルエンザワクテン
隆 露

咳、頭痛 平成21年 10月 27日 i平価不能 非重篤 平成21年 10月 30日 回 復

女 平成21年 10月 27日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 賠熱 平成21年 10月 23日 評価不能 非■篤 平成21年 10月 29日 回 復

女 平成2:年 10月 27日 無 喘息 頂痛 平成21年 10月 27日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 2日 軽快

627 女 平成21年 10月 28日 無 季節性インフルエンザワクテン接種 侯頭痛、鼻閉感、関節痛 平成21年 11月 1日 呼価不能 非重篤 不 明 未回復

628 女 平成21年 10月 23日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 喉頭痛、関節痛 平成21年 10月 29日 評価不能 非重篤 不明 未回復

女 平成21年 10月 28日 無 季節性インフルエンザワクテン接種 下痢、lE気 、頭痛、発熱 平成21年 10月 31日 評価不能 非量篤 平成21年 11月 2日 軽快

女 平成21年 10月 29日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 悪寒、発熱、鼻汁 平成21年 10月 29日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 31日 軽快

女 平成21年 10月 26日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 気分不快、食欲不振 平成 21年 10月 27日 評価不能 非菫篤 平成21年 10月 28日 回復

40 女 平成21年 10月 23日 無

鼻炎にてアレロワクオノン内服中、以前バンスポリ
ン内服により薬疹あり、季節性インフルエンザワク
テン機種

悪寒、頭痛、発赤、赤熱、硬結 平成21年 10月 28日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

633 女 平成21年 10月 27日 不 明 頭痛 平成21年 19月 28日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 29日 回 復

634 女 平成2:年 10月 28日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 頭痛、風邪症状 平成21年 10月 29日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 4日 軽快

635 女 平成21年 10月 26日 無 511鼻腔炎 39度 以上の熱 平成21年 10月 27日 iT価不能 非菫篤 平成21年 11月 5日 回復

．
Ｎ
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接 聾礎疾患(持病)、 他の予防接種など 副反応の内容 副反応発生日

医 環 鴨 関 に Jt0
因果関係 重篤度 漱帰日 漱帰内容

女 平成21年 10月 30日 無 巖 3んましん 平成21年 10月 31日 田違有リ 非菫篤 平成21年 11月 5日 軽快

男 平成21年 10月 22ロ 無 雁 19度以上の発熱 平成21年10月 27日 呼価不能 非重鶴 平成21年 10月 30日 回復

女 平成21年 11月 2日 無
膠 颯 万 澤 ヽ年 つ た 、凛 ヨ1●lluり し い 7L″｀

～
:=ロ

■け回結 平成21年 11月 2日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 3日 回復

女 平成21年 11月 6日 無 熙 嘔気 平成21年 11月 6日 澤価不能 非重篤 平成21年 ‖月7日 回復

640 男 平成21年 10月 22日 無 無 全身倦怠感、頭痛 平成21年 10月 22日 颯連有り 非重篤 平成21年 10月 23日 回 復

女 平成21年 11月 2日 有 季節性インフルエンザワクチン接種 賠熱、悪寒、倦怠感、頭痛、嘔気、下痢 平成21年 11月 4日 関連有リ 非菫篤 平成21年 11月 6日 軽快

女 平成21年 10月 21日 無 無 bヽ ゆみ 平成21年 10月 21日 関連 有 り 非菫篤 平成21年 10月 22日 回復

女 平成21年 10月 29日 無 アレルギー:ケフラープレ、リフアンピシン(肝障害) 慇怠感、眼周囲の腫れ、かゆみ 平成2'年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

男 平成21年 10月 21日 無 籐 賠疹、かゆみ 平成21年 :0月 21日 関連有り 非二篤 平成21年 10月 21日 回復

645 50 女 平成21年 lQ月 29日 無 熙 主射部位周囲発赤 平成21年 :0月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

20 男 平成21年 11月 6日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 全身倦怠感(全身の皮疹、1週間後感冒症状) 平成21年 ‖月6日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 26日 軽快

647 女 平成21年 11月 4日 無 無 嘔気、IE吐、水溶性下痢 平成21年 11月 5日 澪価不能 非重篤 平成21年 11月 6日 軽 快

女 平成21年 10月 22日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 二んましん様湿疹 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 27日 回 復

女 平成2i年 11月 4日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 頂痛 平成21年 ‖月4日 月連有り 非菫篤 平成21年 11月 5日 回復

650 女 平成21年 ‖月6日 無 菜、食品で発疹、体調不良8a憶 二んましん 平成21年 ‖月6日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 6日 回復

女 平成21年 11月 6日 無 熙 陶部圧迫感 平成21年 ‖月6日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 0日 回復

女 平成21年 10月 27日 無 燎 読肉痛 平成21年 10月 27日 闘連有リ 非重篤 平成21年 10月 29日 軽快

女 平成21年 10月 30日 無 熙 発熱 平成21年 11月 1日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 1日 回復

男 平成21年 10月 30日 無 弔節性インフルエンザワクテン機種 置痒感、上肢発疹 平成21年 10月 30日 肝価不能 非重篤 平成21年 10月 30日 回 復

655 男 平成21年 10月 28日 無 熙 二んましん 平成21年 10月 29日 員連有り 非■篤 平成21年 11月 2日 回 復

656 女 平成21年 11月 6日 無 尋所麻酔薬アレルギー アナフィラキシー 平成21年 11月 6日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 6日 軽 快

女 平成21年 10月 31日 無 熙 発熱 平成21年 11月 1日 ド明 非重篤 平成21年 11月 1日 回復

658 女 平成21年 10月 31日 無 ■・メロン アレルギー 発熱 平成21年 10月 31日 下明 非二篤 平成21年 11月 2日 回復

女 平成21年 11月 6日 無 めまい、嘔吐、皮膚発赤 平成21年 11月 6日 肝価不能 非重篤 平成21年 11月 9日 回 復

女 平成21年 10月 31日 無 熙 頂痛t嘔気 平成21年 !0月 31日 辟価不能 非重篤 平成21年 11月 3日 回 復

女 平成21年 ‖月5日 無 Ft IE吐、下痢 平成21年 11月 5日 関連有り 非■篤 平成21年 11月 6日 未回復

女 平成21年 11月 4日 無 喘忠 喘息発作 平成21年 11月 4日 下明 非菫篤 平成2年 11月 5日 回復

40 女 平成21年 11月 5日 無 熙 頂痛 平成21年 11月 5日 関連有り 非菫篤 平成21年 11月 6ロ 回復

女 平成21年 10月 27日 無 □頭痛・発熱あるも予防接種 魔触部位が赤くなりはれた 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成21年 :0月 31日 無 季節性インフルエンザ アナフイラキシー 平成21年 iO月 31日 不明 非重粛 平成21年 11月 6日 軽 快

666 女 平成21年 10月 26日 無 7トビー 弓所異常 発赤、腫服、熱感 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成21年 10月 19日 無 欧体甲般類アレルギー、喘息 多んましん 平成21年 10月 20日 不明 非菫薦 平成21年 10月 23日 回復

Ｎ
Ｎ
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女 平成21年 10月 27日 有 廉 二んましん以外の全身の発疹 平成21年 10月 29日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 4日 未回復

女 平成21年 11月 6日 無
0月 7日 ビー ム ケ ン臓 糧 、21日 華 踊 世 インフル エン IE気、ふわふわ感 平成21年 11月 6日 評価不能 非重篤 不明 不明

670 女 平成21年 11月 5日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 局所の発赤 平成21年 11月 5日 関連有り 非菫篤 平成21年 11月 7日 軽快

女 平成21年 10月 20日 無 喘息 じんましん 平成21年 10月 20日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 25日 回復

女 平成21年 11月 7日 無 熙 発 熱 平 成 21年 11月 9日 評価不能 非重篤 平 成 21年 11月 10日 未回復

女 平成21年 10月 20日 無 無 じんましん 平成21年 10月 22日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 31日 回 復

女 平成21年 10月 28日 無 朦
lE吐、頭重感、関節痛 平成21年 10月 31日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 3日 回復

男 平成21年 11月 2日 無 糖尿病性腎症、血液透析施行中、陳旧性心筋槙塞 じんましん 平成21年 11月 5日 下明 非重篤 平成21年 :1月 9日 軽快

女 平成21年 10月 30日 無 無 発熱(385℃ )、 嘔吐、咳 平成21年 10月 31日 不明 非重篤 平成21年 :1月 2日 軽 快

女 平成21年 11月 5日 無 吾心、発熱 平成21年 11月 5日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 5日 回復

40 女 平成21年 10月 30日 無 卵の生食 コ周囲痛痒感 平成21年 10月 30日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 31日 回復

女 平成21年 10月 27日 無 熙
手指のしびれ 、胸 部締め 1す け騒 、鼻 L退恐 、むか

平成21年 10月 27日 襲連有り 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

680 40 女 平成21年 ‖月5日 無 巌 全身脱力感、四肢関節痛 平成21年 11月 6日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 9日 回復

50 女 平成21年 ‖月7日 無 喘息、花粉症、慢性じんましん 気分不良、口潟、胸内苦悶 平成21年 11月 7日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月7日 回復

50 男 平成21年 10月 19日 無 雁 発熱、lE吐 、局所発赤 平成21年 10月 21日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

女 平成21年 11月 2日 無 熙 賠熱372℃、倦怠感有り 平成21年 11月 2日 不明 非重篤 平成21年 11月 4日 回復

684 男 平成21年 10月 26日 無 熙 賭熱、発赤 平成21年 10月 26日 評価不能・ 非重篤 平成21年 11月 2日 軽快

685 30 女 平成21年 11月 4日 無
7不カ トに よう じん ま しん 蹴 任 :編 唄 :●椰 胆 冨 JL
E蓋 千 二 綺

その他の神経障害 平成21年 11月 4日 謁連有り 非重篤 平成21年 11月 5日 回復

女 平成21年 10月 28日 無 腋
随いの まい 、頭 捕 後 に回 転 [の まい と円 卜跛 限 刀

平成 21年 10月 29日 評価不能 非重篤 不 明 回復

女 平成21年 11月 6日 無 鴨 頂痛 、吐気 平成 21年 11月 6日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 7日 回復

女 平成 21年 10月 23日 無 罹 頂痛 平成21年 10月 25日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

男 平成21年 10月 23日 無 熙 頑痛 平成21年 10月 25日 闘運有 り 非重篤 平成21年 10月 27日 回 復

690 女 平成21年 10月 23日 無 驀 頭 痛 平成21年 10月 25日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

女 平成21年 11月 6日 無 熙 中毒疹 (紅斑 ) 平成21年 11月 7日 下明 非重篤 平成21年 11月 13日 軽快

男 平成21年 11月 6日 無 インフルエンザA陽性 平成21年 11月 8日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 13日 軽快

男 平成21年 11月 5日 無 ダウン症候群、急性骨髄性白血病治療終了11年 発熱 平成21年 11月 6日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 8日 回復

男 平成21年 10月 31日 無
降E剤による中毒疹、季師性インフルエンサワクテ
′ヽ豊 緒 ′コ l″ 田 銀 :ヽ

じんましん 平成21年 10月 31日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 31日 軽快

女 平成21年 11月 6日 無
アレルギー性鼻炎、季節性インフルエンザワクチン

じんましん 平成21年 11月 8日 不明 非重篤 平成21年 ‖月10日 軽快

男 平成21年 11月 5日 無 熙 発熱 平成21年 11月 5日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 9日 軽 快

女 平成21年 ‖月2日 無 籠尿病 敗熱 平成 21年 11月 4E 評価不 能 非重篤 平成21年 11月 5日 回復

男 平成21年 11月 3日 無
既往 :季節性インフルエンザワクチンにて過云発熙

発熱 平成21年 11月 5E 不 明 非重篤 平成21年 11月 8日 回復

女 平成四年10月 23日 無
終球体硬化症 (腎疾患 )、 喘思石り、H217外菫蜻じ

惑冒、喘息 平成21年 10月 23E 評価不能 非菫篤 平成21年 10月 26日 回復
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女 平成21年 11月 2日 無 熙 消化器症状 平成21年 ‖月3自 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 4日 回復

男 平成21年 10月 22日 無 無 局所症状 平成21年 10月 23日 関連有り 非
=篤

平成21年 10月 26E 回復

女 平成21年 10月 22日 無 熙 感ヨ症状 平成21年 10月 22日 鶏連有り 非菫篤 平成21年 10月 24日 回復

703 男 平成21年 11月 2日 無 熙 肖化器症状など 平成21年 11月 3日 謁連有り 非重篤 平成21年 11月 4日 回 復

704 女 平成21年 10月 22日 無 熙 陪赤、腫脹 平成21年 10月 23日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 26日 回復

女 平成21年 11月 2日 無 朦 醸冒症状 平成21年 ‖月3日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 9日 軽快

女 平成21年 11月 2E 無 無 譲冒症状 平成21年 11月 3日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 5日 回復

女 平成21年 11月 6日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 発熱、関節痛 平成21年 11月 7日 下明 非重篤 平成21年‖月9日 軽 快

10歳未澤 女 平成21年 11月 9日 無 熙 発熱 平成21年 11月 9日 関連有リ 非重篤 平成214Fll月 10日 回復

女 平成21年 11月 4日 無
季節性インフルエンサワクチン接種、アレルギー性 全身の発疹、悪寒、鼻汁、頬の疼痛、頻脈、呼吸苦 平成21年 11月 6日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月6日 回復

女 平成21年 10月 27日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 39℃以上の発熱 平成21年 10月 29日 評価不能 非二篤 平成21年 11月 1日 回復

20 男 平成21年 10月 27日 無 季節性インフルエンサワクテン機種、気管支喘息
"℃

以上の発熱 平成21年 10月 29E lT価不能 非■篤 平成21年 11月 10日 回 復

女 平成21年 10月 22日 無 肯 めまい、ふらつき、寒気 平成21年 10月 24日 舅違有り 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

女 平成21年 10月 27日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 二んましん 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成21年 ‖月6日 無 無 ■痛、下痢、嘔吐、発熱 平成21年 ‖月8日 評価不能 非重篤 平成21年‖月10日 軽快

女 平成21年 11月 9日 無 熙 血管迷走神経反射 平成21年 11月 9日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 :0日 軽快

男 平成21年 :0月 20日 無 熙 掏部違和感 平成21年 10月 20日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 10E 回復

男 平成21年 10月 21日 無 喘息 喘息発作誘発 平成21年 10月 22日 舅連有リ 非重篤 平成21年 11月 10E 回復

女 平成21年 11月 9日 無 季節性インフルエンザワクテン接種 発赤、痛痒感 平成21年 1:月 9日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 10E 軽快

女 平成21年 ‖月4E 無
10年前季節性インフルエンサワクチンでアレルや= ιんましん 平成 21年 11月 4日 拝価不能 非菫篤 平成21年 11月 7日 口復

女 平成21年 11月 4日 無 毎老アレルギー た疹 平成21年 11月 4日 評価不能 非菫篤 平成21年 11月 5日 回復

男 平成21年 10月 26日 無 熙 頂面頭部の腫脹、発赤疹 平成 21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成 21年 10月 22日 有 アレルギー性鼻炎有り 助悸発 作 平成21年 10月 22日 不明 非二協 平成21年 10月 23日 回 復

女 平成21年 :0月 22日 有 喘息、薬剤アレルギー(タリビット) 辰戦 (S、 るえ) 平成21年 10月 22日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 22日 回復

女 平成21年 10月 27日 無 熙 熱発 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成21年 11月 6日 無
そばアレルギー、腸チフス・バラチフスの予防泄榎 注射部位の発赤、かゆみ 平成21年 1:月 6日 蜀運有り 非重篤 不明 軽快

男 平成21年 11月 4日 無 薇 発熱、発疹 平成21年 11月 4日 調達有リ 非菫篤 平成21年 11月 10日 未回復

男 平成21年 11月 9日 無 熙 アナフィラキシー 平成21年 11月 9日 関連有り 非■篤 平成21年 11月 10日 回 復

女 平成21年 ‖月9日 熙 熙 その他の通常では見られない異常反応 平成21年 1:月 9日 関連有り 非菫篤 平成21年 11月 10日 回復

男 平成21年 10月 26日 無 腋 急性下痢症 平成21年 10月 26日 関連有リ 非重篇 平成21年 10月 26日 軽快

女 平成21年 10月 28日 無 職 めまい、胸部圧迫感、嘔気、発熱 平成21年 10月 28E 関連有リ 非菫露 平成21年 10月 31日 回復
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女 平成21年 11月 6日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 隆度の心季完迫 平成21年 ‖月6日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 6日 回復

女 平成21年 11月 5日 無 ニューキノロン系薬剤(ジェニナック) アナフィラキシーアレルギー反応 平成21年 11月 5日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 7日 回復

男 平成21年 10月 26日 無 熙 血管迷走神経反射 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 26日 回復

女 平成21年 11月 5日 無 檬 発熱 平成21年 11月 6日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 9日
回
“

女 平成21年 10月 28日 無 朦 lE吐 平成21年 10月 29日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 29日 軽快

女 平成21年 10月 28日 無 膿 lE吐 、発疹、四肢のしびれ 平成21年 10月 28日 不明 非重篤 平成21年 10月 31日 軽快

女 平成21年 10月 28日 無 下垂体膨張 じんましん 平成21年 10月 28日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 31日 軽快

女 平成21年 11月 4日 無 熙 嘔吐、発熱(最大375℃ )下痢 平成21年 11月 4日 野連有り 非重篤 平成21年 ‖月6日 回復

女 平成2:年 10月 22日 無 無 熱発 平成21年 10月 22日 野連有り 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

女 平成21年 10月 29日 無 朦 発熱、腰痛 平成21年 10月 29日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 4日 回復

40 女 平成21年 11月 6日 無 とくに病気ないが、下痢あり 発熱、1日、喉頭腫脹、出血 平成21年 11月 7日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 10日 回復

10歳未澤 女 平成21年 11月 2日 無 朦 全身痛痒感 平成21年 11月 4日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 9日 軽快

743 女 平成21年 10月 26日 無 無 咽のはれた感じ 平成21年 10月 26日 調達有リ 非重篤 平成21年 10月 26日 回復

女 平成21年 10月 30日 無 喘息、慢性じんましん、卵アレルギー じんましん 平成21年 10月 31日 蝸連有り 非重篤 平成21年 11月 2日 軽快

女 平成21年 10月 30日 無 無 lE気、下痢 平成21年 10月 31日 蜀連有リ 非重篤 平成21年 11月 2日 回復

女 平成21年 10月 30日 無 籐 下痢、嘔吐 平成2:年 10月 31E 不明 非重篤 平成21年 11月 3日 回復

男 平成21年 10月 30日 無 無 欧便 平成21年 10月 30E 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 2日 回復

女 平成21年 11月 6日 無 熙 助悸、手の振戦、微熱 平成21年 11月 6E 不 明 非重篤 平成21年 11月 9日 回復

男 平成21年 10月 26日 無
:節 性 インフルエンザ ワクチン様種 にて2～ 3日 い

その他の異常反応 平成21年 10月 26日 罰連有り 非重篤 平成21年 11月 9日 軽快

750 女 平成21年 10月 20日 無 熙 全身症状 平成21年 10月 20E 評価不能 非重篤 平成21年 10月 22日 回復

女 平成21年 10月 30日 黒 熙 汗機能障害 平成21年 11月 1日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 9日 回 復

10歳未澤 男 平成21年 11月 10日 無 熙 ιんましん 平成21年 11月 10日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 10日 回復

753 30 女 平成21年 10月 30日 無 熙 ιんましん 平成21年 10月 31日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 il日 軽 快

754 30 女 平成21年 10月 23日 有 熙 嘔気、嘔吐 平成21年 10月 29日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成21年 11月 4E 無 青魚、力Чこ 局所の異常腫脹 平成21年 11月 6日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 12日 軽快

女 平成21年 10月 28日 無 腰 ,回 か6回の下痢、腹部ニヤニヤ感 平成21年 11月 7日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 9日 軽快

女 平成21年 10月 29日 無 JT,HL 全身倦怠感、関節痛 平成21年 10月 29日 澤価不能 非重篤 平成21年 11月 5日 回 復

30 女 平成21年 10月 27日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 気道閉塞感、倦怠感と接種部位の発赤・腫HE 平成 21年 10月 27日 評価不能 非重篤 平成2:年 11月 1日 回復

女 平成21年 11月 5E 無 そば、メロン、ビリン 発疹(全身)、 発赤、腫服、かゆみ 平成21年 ‖月5日 iT価不能 非重篤 平成21年 11月 10日 回復

760 女 平成21年 10月 30E 無 自血圧症 (内服中) 頂部発疹 平成21年 10月 30日 評価不能 非重篤 平成2:年 11月 7日 回復

女 平成21年 11月 9日 無 喘息、花粉症、季節性インフルエンザワクチン機種 微熱、関節痛、筋肉痛、倦怠感 平成21年 11月 9日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 14日 回 復

762 40 女 平成21年 11月 9日 無 最疹 平成21年 11月 10日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 18日 軽快
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女 平成21年 11月 5日 無 インフルエンザワクテン接種 ιんましん 平成21年 ‖月8日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 1l E 未回復

男 平成21年 10月 27日 無 無 発熱 平成21年 10月 28日 評価不能 非二篇 平成21年 10月 29日 回復

女 平成21年 10月 21日 無 熙 ●部圧迫感、両手しびれ、脱力感 平成21年 10月 21日 不明 非■■ 平成21年 11月 16日 未回復

女 平成21年 il月 5日 無 熙 生上肢しびれおよび疼痛 平成21年 ‖月5日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 9日 回復

767 女 平成21年 10月 28日 無 わ二、海老アレルギー 陪熱 平成21年 10月 28日 不明 非重鶏 不 明 後遺症 (症状 )

女 平成21年 10月 20日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 侯頭痛、発熱38度 9分 (2日 間続いた) 平成 21年 iO月 29日 関連有リ 非二篤 平成21年 11月 1日 回復

女 平成21年 11月 4日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 眼痛、日の充血、脱力感、ぼ一つとした感じ 平成21年 11月 4日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 5日 回 復

女 平成21年 11月 4日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 嘔気、脱力感、集中力1,下 平成21年 11月 4日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 6日 回復

男 平成21年 10月 23日 無 季節性インフルエンザ 闘節痛、喉頭痛 平成21年 10月 23日 関連有リ 非菫篤 平成21年 10月 26日 軽 快

40 女 平成21年 ,0月 28E 無 無 アナフィラキシー 平成21年 10月 29日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

男 平成21年 11月 2E 無 無 ιんましん 平成21年 11月 3日 関連有り 非■篤 平成21年 11月 10日 軽快

男 平成21年 11月 2E 無 無 二んましん 平成2:年 :1月 3日 関連有リ 非重篤 不明 不 明

男 平成2:年 10月 20E 無 無 二んましん 平成21年 10月 20日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 21日 回復

女 平成21年 10月 29日 無 アレルギー 臓冒様症状、顔面腫脹 平成21年 10月 30日 関連有り 非■篤 平成21年 11月 5日 回 復

女 平成21年 11月 9E 無 季節性インフルエンザワクチン接種 賠疹、息苦しさ 平成21年 11月 9日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 11日 回復

男 平成21年 10月 30日 無 無 (しゃみ多発、その後鼻汁あり 平成21年 10月 31日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 1日 回復

女 平成21年 11月 11日 無 晏節性インフルエンザワクチン接種 手足のしびれ 平成21年 1:月 11日 旧連有り 非ユ篤 平成21年 11月 14日 回 復

男 平成21年 11月 7日 無 熙 発熱(375℃ )、 全身倦怠感 平成21年 11月 7日 関連有り 非重篤 平成

'1年

11月 9日 回復

女 平成21年 10月 29日 無 厘れ、痛み 平成21年 10月 29日 関連有り 非■篤 平成21年 10月 31日 回復

女 平成21年 10月 24日 無 全身倦怠感、熱感 平成21年 10月 25日 関連有リ 非重篤 平成四年10月 26日 回復

男 平成21年 10月 29日 無 発疹、かゆみ 平成21年 10月 29日 関連有り 非三篤 平成21年 10月 31日 回復

784 20 男 平成21年 10月 29日 無 かゆみ 平成21年 10月 29日 舅連有り 非■篤 平成21年 10月 30日 回 復

女 平成21年 10月 29日 無 かゆみ 平成21年 10月 30日 関連有り 非菫篤 平成21年 10月 31日 回復

10歳未澤 男 平成21年 11月 9日 無 ウエスト症候群にて治療中 局所の腫脹 平成21年 11月 11日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 13日 回復

男 平成21年 11月 4日 無 熙 ιんましん 平成21年 11月 5日 目遠有り 非菫篤 平成21年 11月 8日 軽快

30 女 平成21年 11月 4日 無 鴨 発熱小、嘔吐 平成21年 ‖月5日 関連有リ 非三篤 平成21年 11月 8日 回復

女 平成21年 11月 6日 無 熙 感冒症状、消化器症状 平成21年 ‖月9日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 11日 回復

40 女 平成21年 10月 24日 無 熙 頑痛、喉顧痛、倦怠感 平成21年 10月 25日 汗価不能 非重贅 平成21年 10月 20日 軽 快

40 女 平成21年 10月 24日 無 順痛 平成21年 10月 25日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 26日 軽快

40 女 平成21年 11月 6日 無 出忠様気管支炎 発熱、頭痛、倦怠感 平成21年 11月 8日 不明 非重篤 平成21年 11月 11日 軽快

女 平成21年 10月 30日 無 熙 アナフィラキシー様症状 平成21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成21年 11月 4日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 発熱 (最大39℃ ) 平成21年 11月 6日 田連有リ 非重篤 平成21年 ‖月16日 回復
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女 平成21年 11月 5日 無
′レル十 ~い

員 、′卜E~、 フロ~ン頂 、,Hpl■ 4ン
ラ

“

7́ラ平
"力

手 ′`建 IEμ 凄 嫁 発熱 (最大392℃ )、 じんましん様症状 平成21年 11月 6日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 11日
傾
樺

回
盤

女 平成21年 11月 9日 無 SLEに てプレドニゾロン5mgRE用 肘を超える局所の異常腫脹 平成21年 11月 12E 舅連有り 非重篤 平成21年 11月 19日 軽快

女 平成21年 10月 29日 無 季節性インフルエンザワクテン接種 腫脹、熱発、全身倦怠感 平成21年 10月 29E 不明 非重篤 平成21年 10月 31日 回復

女 平成21年 10月 29日 無 無 発赤、腫脹、倦怠感、喉頭痛、耳鳴り 平成21年 10月 29E 不明 非重篤 平成2!年 11月 5日 回復

女 平成21年 10月 30日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 いぜ症状 平成21年 10月 30E 関連有り 非重篤 平成創年11月 3日 回復

男 平成21年 10月 30日 無 巌 アナフィラキシー、じんましん 平成21年 10月 30E 舅連有り 非重篤 平成21年 10月 31日 軽快

男 平成21年 11月 11日 無 鷹 賠疹 平成 21年 11月 12E 評価不能 非重篤 平成21年 11月 :9日 不 明

女 平成21年 10月 30日 無 嘔疹 平成21年 10月 31E 調達無し 非重篤 平成21年 11月 6日 軽快

女 平成21年 10月 26日 無 熙 嘔気、嘔吐 平成21年 10月 26E 評価不能 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

804 女 平成21年 ‖月‖日 無 喘息 頂痛、嘔吐、発熱(378) 平成21年 11月 ‖E 不明 非重篤 平成21年 11月 12日 軽快

女 平成21年 10月 27日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 口内炎 平成21年 10月 29E 関連有り 非重篤 平成21年 11月 10日 軽快

女 平成21年 10月 26日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 国内炎 平成21年 10月 27E 不明 非重篤 平成21年 11月 5日 軽快

女 平成21年 11月 6日 無 頂重感、めまい、全身倦怠感 平成21年 ‖月6E 評価不能 非重篤 不 明 不 明

女 平成21年 10月 23日 無 建疹、かゆみ 平成21年 10月 23E 調達有り 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

女 平成21年 10月 21日 無 直れ、かゆみ、めまい 平成21年 10月 21E 男連有リ 非重篤 平成21年 10月 25日 回復

女 平成21年 10月 21日 無 巨れ、かゆみ 平成21年 10月 21E 関連有り 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

女 平成21年 ,0月 28日 無 チクテクと感じる痛み 平成21年 10月 28E 不明 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成21年 10月 23日 無 助悸、気分不良 平成21年 10月 28E 不明 非重篤 平成21年 10月 28日 回復

女 平成21年 ‖月5日 不明

アレルギー:ロキソニンで喘息出現、10/15季 節性イ
ンフルエンザワクチン接種、,0/28イ ンフルエンザ陽
性〈6日 間自宅療養)10/29内 科外来受診 ′1ヽ児喘
息有りでぜんそく案を投与される

平成21年 11月 6E 不明 非重篤 不 明 回 復

女 平成 21年 11月 10日 無
風管支喘 息 :加療 中 、既住 :薬剤アレルギー 、季師

発熱 、頸 肩痛 平成 21年 11月 1l E 関連 有り 非重篤 平成21年 11月 12日 回復

40 女 平成21年 11月 2日 無
fリ ン系薬品で桑疹、這影測でシヨツク、華師性イン
,"_T｀ ″ギ n々 E● ″ヽ盤 緒

19度異常の発熱 平成21年 11月 4E 評価不能 非重篤 平成21年 11月 9日 軽 快

女 平成21年 11月 2日 無 檬 敷しい頭痛 平成21年 11月 2日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 3日 回復

女 平成21年 ‖月2日 無 臓 巻怠感、頭重感、右手指むくみ。痛み 平成21年 11月 2日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 5日 軽快

女 平成21年 11月 2日 不明 季節性インフルエンザワクチン接種、卵巣が 頑痛、嘔気、嘔吐、発熱、風邪症状 平成21年 11月 3E 評価不能 非重篤 平成21年 11月 6日 軽快

女 平成21年 11月 2日 無 喘忠 ιんましん 平成21年 11月 3E 評価不能 非重篤 平成21年 11月 6日 回復

女 平成21年 11月 2日 無 無 発熱、タンパク尿、心電図異常 平成21年 11月 3E 評価 不能 非重篤 平成21年 ‖月10日 軽快

女 平成21年 10月 29日 無 腫れ、かゆみ 平成21年 10月 29日 舅連有リ 非重篤 平成21年 10月 31日 回復

822 男 平成21年 :1月 6日 無 じんましん、HBワ クチン(ビ ームゲン)機種 :一回目 じ性散在性脳脊髄炎の疑 平成 21年 11月 9日 評価不能 非重篤 平成21年 12月 3日 軽快

女 平成21年 11月 5日 無
高皿EE、 高旧皿症、EttC型計食、踪Ell静 脈皿種

発熱374℃ 、両下肢脱力感 平成21年 11月 6E 関連有り 非重篤 平成21年 11月 9日 回復

男 平成21年 ‖月9日 無 無 皮疹 平成21年 11月 10日 不 明 非重 篤 不 明 不 明

Ｎ
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男 平成21年 10月 22日 無 藩疹、かゆみ 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 25日 回復

女 平成21年 11月 5日 無 無 まぶたの浮腫 平成21年 11月 6日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 9E 軽 快

男 平成21年 10月 27日 無 ピリン系、ロルフエナミン 半眠気 平成21年 10月 27日 関連有り 非■篤 平成21年 10月 28日 回復

女 平成21年 10月 27日 無
ゴリン系 、花粉症 、体調 により貫べ物でも混疹が 出

は熱、頭痛 平成21年 10月 27日 鶉連有り 非菫篤 平成21年 11月 4日 軽快

女 平成21年 10月 27日 無 花粉症、アルコール綿花、アトピー性皮膚炎 発赤、腫服、熱感 (接 種部位 ) 平成21年 10月 23日 闘連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成21年 10月 26日 無 フヽアリン ,むけ、関節痛 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

女 平成21年 10月 29E 無 自血圧、不整脈 曖痛、倦怠感 平成21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 31日 回復

女 平成21年 10月 27日 無 熙 bむけ 平成21年 10月 27日 関連有リ 非童篤 平成21年 10月 28日 回復

女 平成21年 10月 26E 無 機 民気.腫服、発赤 平成21年 10月 27日 舅連有り 非菫篤 平成21年 10月 20日 回復

女 平成21年 ‖月6E 無 熙 頂痛、眼圧感 平成21年 11月 6日 不明 非重協 平成2:年 11月 8日 回復

女 平成21年 10月 24日 不明 頂痛、吐き気、動悸、ら、らつき、倦怠感 平成21年 10月 24日 不明 非二鮨 平成21年 10月 25日 回復

男 平成21年 ‖月6日 無 熙 曳疹 平成21年 11月 7日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 13日 軽快

10歳未澤 男 平成21年 11月 10日 無 民管支喘息 ιんましん 平成21年 11月 10日 蠅連有リ 非■篤 平成21年 11月 11日 回 復

女 平成21年 11月 2日 無 熙 全身発疹 平成21年 11月 2日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 ‖日 回復

女 平成21年 10月 23日 無 罹 発疹 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 16日 軽 快

840 30 女 平成21年 11月 4日 無 憮 頑痛 、嘔 気 平成21年 11月 4日 闘連有り 非重籠 平成21年 11月 0日 回復

女 平成21年 10月 21日 無 騰 体灼熱感 平成21年 10月 21日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 21日 軽快

842 女 平成21年 10月 21日 無 熙 体灼熱感 平成21年 10月 21日 舅連有り 非菫篤 平成21年 10月 21日 軽快

男 平成21年 ‖月11日 無 熙 肝機能障害 平成21年 11月 12日 評価不能 非菫篤 平成21年 11月 13日 不 明

844 女 平成21年 11月 7日 無 腋 発熱 平成21年 :1月 7E 舅連有り 非重篤 平成21年 11月 8日 回 復

女 平成 21年 1:月 6日 無
季師 性 インフリレエンサ ワクテン磯 IE時 、阻 7喘 騒 め

発疹 平成21年 11月 7E 関連有り 非重篤 平成21年 11月 13日 軽 快

女 平成21年 10月 23日 無 憮 両眼周囲の発赤、腫眼、痛み 平成21年 10月 25E 拝価不能 非二篤 平成21年 10月 31日 回復

女 平成21年 10月 29日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 頑痛 平成21年 10月 31日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 1日 回復

女 平成21年 10月 30日 無 季節性インフルエンザワクテン接種 E声、喉頭痛 平成21年 :1月 iE lT価不能 非重篤 平成21年 11月 :0日 軽快

849 10歳未渭 男 平成21年 ll月 10日 無
基礎 疾思 :風百又晴 思 、以冊 りNア レル千― 、口

"キら恙

“

杜 ノ｀́つ
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7́｀ ′ギ ロ々手 ′`l■ 7し ルギー t■・ l

発疹 (体幹 ) 平成21年 11月 12日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 24日 不明

女 平成21年 11月 9日 無 gA腎症 ιんましん 平成21年 11月 9日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 12日 回復

女 平成21年 10月 21日 無 無 ジベル型薬疹の疑い 平成21年 10月 23日 不 明 非
=篤

不明 軽 快

女 平成21年 :1月 10日 無 季節性インフルエンザワクテン接種 二んましん 平成21年 11月 10日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 13日 回 復

女 平成21年 11月 9日 無 無 二んましん 平成21年 11月 9日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 16E 軽快

女 平成21年 ‖月6日 無 隣触アレルギーあり アナフイラキシー 平成21年 11月 6日 関連 有 リ 非重篤 平成21年 11月 ‖E 回復

男 平成21年 11月 7日 無
風管支喘 思あり、季節性 インフルエンサ ワクテン磁 ιんましん 平成21年 11月 8日 関連有り 非菫篤 平成21年 11月 11日 回復

10歳未静 女 平成21年 11月 7日 無
気管支嗜思あり.季節笹インフルエンサワクテン1

ιんましん 平成21年 11月 8日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 11日 回復

Ｎ
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50 女 平成21年 11月 11日 無 職 発熱、悪寒、関節痛 平成21年 11月 11日 不明 非重篤 平成21年 11月 17日 回復

858 女 平成21年 11月 9日 無 朦 lE気 、めまい、手振戦 平成21年 11月 9日 調連有リ 非重篤 平成21年 11月 10日 回 復

859 女 平成21年 10月 30日 有 無 首リンバ腺腫服、嘔吐 平成21年 10月 30E 不明 非重篤 平成21年 11月 6日 回復

女 平成21年 11月 13日 無 ―週間前季節性インフルエンザ めまい 平成21年 11月 13E 蜀連有り 非重篤 平成21年 11月 14日 回復

女 平成21年 11月 5日 無 アトピー性皮膚炎 頂脈 平成21年 11月 5E 関連有り 非重篤 平成21年 11月 5日 回 復

862 女 平成21年 ‖月4日 無
1節性インフルエンザワクチン機種、アレルギー性
化

アナフィラキシー 平成21年 11月 4E 関連有り 非重篤 平成21年 11月 5日 回復

863 40 女 平成21年 11月 4日 無 職 邑性腸炎 平成21年 11月 4E 不 明 非重篤 平成21年 11月 5日 回復

女 平成21年 ‖月2日 無 熙 平成21年 ‖月2E 関連有り 非重篤 平成21年 11月 7日 回復

女 平成21年 10月 23日 無 試管支喘息 全身の発疹 平成21年 10月 24日 調達有り 非重篤 平成21年 11月 9日 回復

女 平成21年 10月 28日 無 職 IE気、嘔吐、悪寒 平成21年 10月 29日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成21年 10月 29日 無 熙 頃部～顔面の発疹 平成21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 5日 回復

50 女 平成21年 11月 6E 無 職 じんましん 平成 21年 11月 6日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 10日 軽快

女 平成21年 11月 4E 無 動悸、嘔気、左回転がした様な感じ 平成21年 11月 4日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 6日 回復

女 平成21年 11月 4E 無 熙
りまい、ふらつき、IIE気、勁惇、思寒、冷や汗、関即

平成21年 11月 4日 不明 非重篤 平成21年 11月 6日 回復

女 平成21年 10月 23日 無 職 咳 平成21年 10月 24日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 26日 回復

女 平成21年 10月 23E 無 職 賠熱 、下痢 、嘔 吐 平成21年 10月 24日 調連有り 非重篤 平成21年 10月 28日 回復

女 平成21年 10月 23E 無 無 亥 平成21年 10月 24日 拝価不能 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

男 平成21年 10月 23E 無 脈 η党 平成21年 10月 24日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

女 平成21年 10月 24E 無 無 血管迷走神経反射 平成21年 10月 24日 舅連有り 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

10歳未澤 女 平成21年 ‖月1l E 無 Ю℃ の高熱 平成21年 11月 11日 場連有り 非重篤 平成21年 11月 14日 回 復

女 平成21年 10月 26日 無 有り E吐、下痢、接種部位にじんましん様 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 27E 軽快

878 女 平成21年 10月 23E 無 熙 E気 、食欲不振 平成21年 10月 25日 平価不能 非重篤 平 成 21年 10月 25E 回 復

女 平成21年 10月 29日 無 熙― 贅種 部 ユ :究亦 、胆 眼 、熱 懸 糠 租 lRl工 腹 :移頂 、
平成21年 10月 30日 舅連有り 非重篤 平成21年 ‖月lE 回復

880 20 女 平成21年 11月 12日 無 熙 向部の発疹 平成21年 11月 12日 調達有り 非重篤 平成21年 11月 12E 軽快

女 平成21年 11月 11日 無 熙 下顎けいれん 平成21年 11月 12日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 12E 回復

女 平成21年 10月 26日 無 季節性インフルエンザワクテン接種 ヨ痛、嘔気 平成21年 10月 20日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 2フ E 回 復

女 平成21年 10月 29日 無 臣れ→かゆみ 平成21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 3日 回復

女 平成21年 10月 24日 無 発赤 平成21年 10月 25日 調連有り 非重篤 平成2j年 10月 26日 回復

女 平成21年 11月 4日 無
アンリ

'チ

で膨痣疹 季節性インフルエンザワクチユ
その他の神経障害 平成21年 11月 4日 舅連有り 非重篤 平成21年 11月 6日 軽快

男 平成21年 11月 13日 無 Fリ 二んましん 平成21年 ‖月14日 菊連有り 非重篤 平成21年 11月 15日 軽快

女 平成21年 11月 4日 無 熙 尋所(注射部位)の 発赤、腫脹 平成21年 11月 5日 詢連有り 非重篤 平成21年 11月 12日 回復

888 20 女 平成21年 11月 5日 有 騒住:ボルタレン錠にてじんましん jんましん 平成21年 11月 5日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 7日 軽快
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女 平成21年 11月 10日 無 熙 多形滲出性紅斑 平成21年 11月 11ロ 舅連有り 非重篤 平成21年 11月 25日 未回復

女 平成21年 11月 10F 無 D5℃の発熱 平成21年 ‖月12日 評価不能 非菫篤 平成21年 11月 13日 回復

女 平成21年 10月 31日 不明 ピリン系 発熱、喉頭痛 平成21年 11月 1日 旧違有り 非重篤 平成21年 ‖月18日 未回復

892 女 平成21年 11月 11日 無 関節痛、微熱、のどの痛み、倦怠感 平成21年 11月 13日 評価不能 非二篤 平成21年 11月 14日 軽快

男 平成21年 10月 31日 不 明 咳嗽 平成21年 10月 31日 関連有り 非重篤 平成21年‖月18日 未回復

894 10歳未澤 女 平成21年 11月 10日 無 早節性インフルエンザワクチン機種 発疹 平成21年 11月 10日 評価不能 非■協 平成21年 11月 13日 回 復

女 平成21年 10月 26日 不明 熙 頭菫感、注射部:腫脹、発赤 平成21年 10月 26E ll連有り 非二篤 平成21年 10月 29日 回復

896 40 女 平成2:年 10月 26日 無 鵬
頂
=懸

、乾世咳取、鼻開騒、江射司
'肛

の踊痒騒、
平成21年 10月 27E 不明 非重篤 平成21年 10月 28日 回復

897 女 平成21年 10月 26日 無 無 賠赤、腫脹、痛痒感、上Ltが重い感じ 平成21年 10月 27日 関連有り 非菫篤 平成21年 10月 30日 回復

898 女 平成21年 10月 26日 無 熙 襄種部の発赤、かゆみ 平成21年 10月 28日 関連有り 非菫篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成21年 10月 26日 無 無 頂菫感、体熱感、接種部位の痛痒感、鼻閉 平成21年 10月 27日 不明 非重鷹 平成21年 11月 3日 未回復

900 女 平成 21年 10月 26日 無 賤種部のかゆみ、軽度発赤 平成 21年 10月 30日 不明 非重篤 平成21年 11月 lE 回復

女 平成21年 11月 12日 無 インフルエンザHAワ クチン機種 その他の通常ではみられない異常反応 平成21年 ‖月12日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 12E 回復

女 平成21年 1'月 12日 黒 自血圧、インフルエンザHAワ クチン接種 その他の通常ではみられない異常反応 平成21年 11月 12日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 12日 回復

女 平成21年 10月 29E 無 睡れ、かゆみ 平成21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 31日 回復

9o4 女 平成21年 同月6日 無 発熱、全身倦怠感 平成21年 ‖月6日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 9日 回復

905 女 平成21年 11月 5日 無 熙 吉熱、倦怠感 平成21年 11月 5日 掲連有り 非重篤 平成21年 11月 9日 回復

40 女 平成21年 10月 27日 無 そばアレルギー じんましん 平成21年 10月 28日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成21年 1:月 11日 無
甲状腺キノウ低F症、鉄欠乏性貧血、高血L、 季節
■ ノ ′ヽつ

“

7｀ ギ́ ● 力 ■ 業` 焙

日と食遭の境あたりに熱騒かあり、喉に辞か移剛。
ム十い 口R口 E川士

`°

■が里常に渇〈
平成21年 11月 li日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 11日 回復

女 平成21年 11月 11日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 全身倦怠県、頭痛。翌日口唇とはぐきが異常に渇く 平成21年 11月 11日 不明 非重篤 平成21年 ‖月i3日 回復

909 女 平成21年 11月 13日 無 脈 じんましん 平成21年 11月 13日 襲連有り 非菫篤 平成21年 11月 13日 回復

20 女 平成 21年 11月 13日 無 熙 い発 平成 21年 11月 14E 評価不能 非重篤 平成21年 11月 16日 軽快

女 平成21年 10月 26日 無 朧 よt話黎槻
`″

g多翼理裏滉薄
しヽ

その他の神経障害 平成21年 10月 26日 関連有り 非量篤 不明 不明

女 平成21年 11月 2日 不明 額面紅潮、動悸尾、ら、らつき、両上肢脱力しびれ感 平成21年 11月 3日 評価不能 非三篤 平成21年‖月3日 回復

女 平成21年 10月 27日 無
ヨニドアレルギニ、季節性インフル■ンザワクテン僣

崚種後、3日 ほどだるさあり 平成21年 10月 28日 評価不能 非菫薦 平成21年 10月 30E 回 復

女 平成21年 11月 9日 無 晨析患者(慢性腎不全) 風疹 (発疹 ) 平成21年 11月 11日 不明 非重篤 平成21年 11月 14E 軽快

女 平成21年 11月 13E 無 喘息 二んましん 平成21年 11月 13日 鶉連有り 非■篤 平成21年 11月 15E 回復

男 平成21年 10月 26E 無 巌
一曝 平成21年 10月 27日 評価不能 非菫篤 平成21年 11月 12日 回復

10歳未澤 男 平成21年 11月 11日 無 喘息の基礎疾患あり。軽度の咳があつた 腱熱(39℃ )
平成21年 11月 12日 評価不能 非二篤 平成21年 11月 14日 回復

女 平成21年 10月 23日 無 熙 障汁、喉頭腫脹、瞑声 平成21年 :0月 29日 鶉連有リ 非二篤 平成21年 11月 12日 軽快

男 平成21年 11月 14日 無 譴血 圧 〕9℃以上の発熱 平成21年11月 15日 澤価不能 非二篤 平成21年 11月 16日 回復
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920 男 平成21年 11月 9日 有 ヨード過敏 睡れ、37℃の発熱、全身倦怠感、手のしびれ 平成21年 11月 10日 不明 非重篤 平成21年 11月 ‖日 回復

男 平成21年 11月 10日 無 :歳の時にひきつけあり 発熱、関節痛、および頭痛 平成21年 11月 10日 下明 非重篤 平成21年 11月 12日 回復

女 平成21年 10月 27日 無
凩雪更喘思 栗や薬品でじんましん発生や体調不
自俸瞼あり 下痢 平成21年 10月 28日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 28日 回 復

男 平成21年 10月 30日 無 熙

一

村を超える局所の異常 平成21年 11月 2日 不明 非重篤 平成21年 ‖月4日 回復

男 平成21年 11月 16日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 発熱 平成21年 ‖月16日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 17日 復
棲

回
聾

925 女 平成21年 10月 22日 無 熙 ιんましん 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 16日 軽快

女 平成21年 10月 23日 無 熙 ιんましん 平成21年 10月 25日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 16日 軽快

女 平成21年 10月 27日 無
事距籠インフルエンサワクチン接種.既往 :アストマ
+En71′ルギー+ 頂痛、嘔気 平成21年 10月 27E 評価不能 非重篤 平成21年 :0月 29日 回復

女 平成21年 11月 9日 無 :0/19に外傷後、破傷風トキソイド筋注 息性庸桃腺炎 平成21年 11月 10E 17価不能 非重篤 平 成 2:年 11月 12日 回復

女 平成21年‖月13日 無 簾 発熱、JE吐 平成21年 11月 15E 不明 非重鷹 平成21年 11月 16日 回復

女 平成21年 10月 28日 無 lE気 、lE吐 平成21年 10月 23日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 1日 回 復

女 平成21年 11月 10日 無 有り:アレルギー 発熱、左腋嵩リンパ節炎 平成21年 11月 11日 調達有リ 非重篤 平成21年 11月 24日 不 明

932 女 平成21年 11月 5日 無 巌 発熱、関節痛 平成21年 11月 5日 郷違有リ 非重廃 平成21年 11月 9日 回復

933 女 平成21年 1,月 2日 無 腰 その他通常ではみられない異常反応 平成21年 ‖月2日 不明 非重篤 平成21年 ‖月3日
復
仕

回
盤

女 平成21年 11月 10日 需 アトビー性皮膚炎 発熱 平成21年 11月 10日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 16日 回復

935 20 女 平成21年 11月 13日 無 彙物依存症、運動誘発、アナフィラキシー アナフィラキシー 平成21年 11月 13日 蠅連有り 非重篤 平成21年 11月 13日 軽快

女 平成21年 11月 16日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 上肢脱力感、微熱、ら、らつき 平成21年 ‖月16日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 17日 回復

男 平成21年 10月 26日 不明 熙 全身倦怠感 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成即年10月 28日 回復

女 平成21年 11月 10日 有 アレルギー性鼻炎、アレルギー性結膜炎、扁桃炎 ιんましん 平成21年 11月 13日 評価不能 非重篤 平成21年 ‖月13日 軽快

女 平成21年 11月 17日 無 曇性炎症性脱髄性多発根ニューロパシー アナフィラキシー 平成21年 11月 17日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 17E 軽快

女 平成21年 ‖月10日 無 」リン系でじんましん 嘔気 平成21年 11月 16日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 17E 回復

男 平成21年 10月 26E 無 アトピー性皮膚炎 ιんましん 平成2:年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 28E 軽快

942 女 平成21年 11月 5E 無 無 薬疹 平成21年 11月 5日 調達有リ 非重篤 平成21年 11月 5日 回 復

943 10歳未澤 女 平成21年 11月 16E 無
アレル 千 ― 世 鼻 炎 、気 冒 更 喘 思 、李 獅 性 インフル エ

発熱 (39℃以上 ) 平成21年 11月 16日 評価不能 非重篤 平成21年 ‖月17日 回復

944 女 平成21年 10月 22日 無
岬棺 1■7ル コ イト

~ン ス .嘔 倅 伐 ■ 18卜 肛 、甲 秘
隆 目 出 爺 平成21年 10月 22日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

945 20 男 平成21年 11月 10日 無 熙 アレルギー性発熱 平成21年 11月 10日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 11日 回 復

女 平成21年 ‖月13日 無 熙 ιんましん様症状 平成21年 11月 14日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 17日 軽快

女 平成21年 11月 4日 無 熙 ιんましん(頸部のみ) 平成21年 11月 4日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 5日 回復

女 平成21年 11月 17日 無 風管支喘息 吸入スラロイド 吸入中キュバール 気分不快 (アナフィラキシー様症状 ) 平成21年 11月 17E 関連有り JF重 篤 平成21年 11月 17日 回復

女 平成21年 10月 30日 無 籐 侯頭痛 平成 21年 10月 31E 関連有り 非重薦 平成21年 11月 6日 軽 快

女 平成21年 11月 13日 無 ミノマイシンで皮疹が出たこと有り じんましん 平成21年 11月 13日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 15日 軽快

女 平成21年 11月 2日 不 明 アナフィラキシー 平成21年 11月 2日 謁運有リ 非重篤 平成21年 11月 2日 未回復
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因果関係 重篤度 嬌帰日 眠帰内容

女 平成21年 11月 10日 無 熙 幻視 平成21年 ‖月10日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 17日 未回復

女 平成2:年 ‖月10日 無 熙 た頭部痛、嘔気 平成21年 11月 12日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 17日 未回復

女 平成21年 10月 29日 無 熙 譲冒症状 平成21年 10月 29日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 4日 軽快

女 平成21年 11月 6日 無 憮 じんましん、微 熱 平成21年 ‖月6日 関連有り JF重篤 平成21年 11月 10日 軽快

女 平成21年 10月 20日 無 無 最疹 平成21年 10月 21日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 22日 回復

女 平成21年 ,0月 26日 有 熙 頭痛 平成21年 10月 27日 不明 非重薦 平成21年 10月 28日 回復

男 平成21年 10月 29日 無 熙 厳熱、全身惜怠感 平成21年 10月 29日 不明 非二篤 平成21年 11月 2日 回復

男 平成21年 10月 26日 無 鴨 39℃ 以上の発熱 平成21年 iO月 30日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 2日 回 復

女 平成21年 10月 29日 無 熙 接種部位の腫脹 平成21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月7日 軽快

女 平成21年 1:月 13日 無
F〕圧 インフルエンサ ワクテン臓種 (発熙あり

'、

毎
発熱 平成21年 11月 14日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 14日 軽快

10歳未渭 女 平成21年 11月 17日 無 発熱 平成21年 11月 17日 鶉連有り 非重篤 平成21年 ‖月18E 回復

女 平撃21年 10月 26日 無 無 二んましん 平成21年 10月 26日 下明 非菫篤 平成21年 11月 14E 回 復

女 平成21年 11月 18日 無 無 発疹 平成21年 11月 18日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 18E 回復

女 平成21年 11月 18日 無 薬、食品でのじんましん IE気、気分不快 平成21年 11月 18日 評価不能 非菫篤 平成21年 11月 18日 回復

男 平成21年 ‖月16日 無
受性 青不含 饉 析 中 )、 季師性 インフルエンザ ワク

曳疹 平成21年 11月 17日 評価不能 非■篤 平成21年 11月 18日 軽快

女 平成21年 10月 21日 無 巌 下粛.腹痛、食欲低下 平成21年 10月 22日 不明 非二篤 平成21年 10月 25日 回 復

968 女 平成21年 11月 18日 無 勁脈硬化あり、元々―過性の失神は起こしていた 昆疹発作 平成21年 11月 18日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 19日 回復

10歳未 洒 男 平成21年 11月 13日 不 明 卵白アレルギークラス3 二んましん 平成21年 1,月 13日 関連有り 非菫篤 平成21年‖月13日 回復

女 平成2:年 10月 26日 無 無 19℃以上の発熱 平成21年 10月 23日 関連有り 非■篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成21年 11月 18日 無 気管支喘息にて加療中 嘔吐 平成21年 11月 18日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 13日 軽快

女 平成2:年 11月 18日 無 喘息、コントロールは良好 アナフィラキシー 平成21年 11月 18日 関連有り 非重籠 平成21年 11月 18日 回復

女 平成21年 10月 26日 無 無 両下肢発疹、左眼 平成21年 10月 27E 評価不能 非重篤 平成21年 10月 28日 軽快

女 平成21年 10月 23日 無 平成21年 10月 23E 関連有り 非重篤 平成21年 11月 18日 軽快

10歳未澤 女 平成21年 11月 17日 無 有 り 頭痛 平成21年 11月 17E 評価不能 非二篤 平成21年 11月 18日 回 復

976 10歳未澤 男 平成21年 11月 i3日 無

:l彎属 経過研 甲 (県ユ病隈にて経過観畷申。
最優先対象者として今回予防接種??となってい
る

発熱 (39℃以上 ) 平成2'年 11月 13E 関連無し 非重篤 平成21年 11月 15日 回復

女 平成21年 11月 9日 無 コキソニン じんましん 平成21年 11月 9日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 11日 回復

女 平成21年 10月 23日 無 有り 軽度の発疹、かゆみ 平成21年 10月 23日 関連有 り 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

女 平成21年 11月 9日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 関節痛、喉頭痛、発熱(39℃前後) 平成21年 ‖月10日 不明 非重篤 平成21年 ‖月‖日 回復

980 40 男 平成21年 10月 27日 無 島血圧、高脂血症 関節痛、筋肉痛 平成21年 10月 27日 関連有リ 非重薦 平成21年 10月 30日 回復

20 女 平成21年 11月 13日 無 職 議発 平成21年 11月 14日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 18日 軽快

女 平成21年 11月 2日 無 熙 熱発 平成21年 11月 16日 汗価不能 非三篤 平成21年 ‖月17日 軽快
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同
接 聾礎疾患(持病 )、 他の予防接種など Ill反応の内容 Ell反 応発生日 =景

機 関によζ

ヨ果 関係 重篤度 眠帰日 転帰内容

女 平成21年 11月 1lE 無 季節性インフルエンザワクチン接種 多んましん 平成21年 11月 11日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 12E 回 復

10歳未澤 男 平成21年 11月 15E 無 喘息 蔵熱 平成21年 11月 18日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 25E 回復

女 平成21年 11月 13日 無 決心症、季節性インフルエンザワクチン接種 らまい、嘔気、頭重感 平成21年 11月 14日 不明 非重篤 平成21年 11月 21日 回復

986 女 平成21年 11月 17日 無 腋 二んましん 平成21年 11月 17日 関連有り 非重篤 平成21年‖月17E 回 復

女 平成21年 11月 2日 無 熙 頂痛、嘔吐 平成21年 11月 2日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 3日 回復

女 平成21年 10月 21E 無 腋 藩熱 (39℃以上 )、 国内炎 平成21年 10月 26日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 16E 軽快

10歳未

"
男 平成21年 11月 18E 無 基礎疾患 :ネフローゼ、ステロィド投与中 アナフィラキシー 平成21年 11月 18日 郷連有リ 非重篤 平成21年 11月 18日 回復

990 男 平成21年 11月 17E 無 晨性腎不全 S、 らつき 平成21年 11月 18日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 18日 回復

女 平成21年 11月 18E 無 =身
[エリテマトーテスにて当隔 治景 甲 アレル

ギ_暉な l

発熟 (39℃ ) 平成21年 11月 18日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 24日 軽快

992 女 平成]年 11月 16日 無 風管支喘息 かぜ症状 平成21年 11月 16日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 18日 回復

30 女 平成21年 11月 1l E 無 季節性インフルエンザワクデン接種 嘔気 平成21年 11月 12日 関連有リ 非重篤 平成21年 1:月 13日 軽快

70 女 平成21年 11月 18E 無
鵬燿 浜 思 :扱 :D症 。華 踊 性 インフ ル エ ンサ ワ クテ ン

睦

"

動機 平成21年 11月 18日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 19日 回復

50 女 平成21年 11月 10日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 発熱、機種部位の発赤・腫服 平成21年 11月 10日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 14日 回復

996 60 男 平成21年 11月 2日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 び́れ、筋肉緊張性疼痛 平成21年 11月 2日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 10日 回復

女 平成21年 10月 26日 無
アワシリンで ,剰、元 診 マクトナル ドの ハ ンハ ー

発疹 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

女 平成21年 11月 11日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 発熱、  、頭痛、倦怠感、注射部位の痛み 平成21年 lf月 11日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 13日 回復

女 平成21年 11月 11日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 発赤、腫脹、  、四肢ふるえ、発熱、 平成21年 11月 11日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 19日 回復

女 平成21年 10月 26日 無
アワシリンで下 用 、発 疹 マクドナ ル ドの ハ ンハ ー

発疹 平成21年 10月 26E 関連有り 非重篤 平成21年 10月 27日 回 復

1001 男 平成21年 11月 18日 無 熙 昆疹 平成21年 11月 18E 関連有 り 非重篤 不明 不明

1002 女 平成21年 11月 19日 無 少し風邪気味 鼠苦しさ、発汗、ら、るえ 平成21年 11月 19E 関連有り 非重篤 平成21年 11月 19日 回復

1003 女 平成2:年 11月 17日 無
10/18転 lHし、恥 肯 常 駒 10/19～ 2138℃ の 発 熱 あ
口 in′■1～ 11′A,7肇 ～ 貧ヽ・ r・ 墓 菫 ふ

“

′腱 呼 玄 ヽ
19℃以上の発熱 平成21年 11月 17E 評価不能 非重篤 不明 不 明

1004 男 平成21年 ‖月19日 無 糖尿病、精尿病性腎症 自血圧性1出 症 平成2i年 11月 19E 不明 非菫篤 平成21年 11月 19日 軽快

1005 女 平成21年 11月 17日 無 無

"力

低下、しびれ感 平成21年 11月 17日 関連有リ 非重篤 不 明 不 明

1006 10歳未澤 女 平成21年 11月 17日 無
アレル キ ー 籠 鼻 炎 、晴 思 。10/20発 熙 、師 炎 にて加

じんましん 平成21年 11月 18日 lT価不能 非重篤 平成21 11Fl l月 20日 回 復

1007 女 平成21年 11月 13日 無 薬や食品でのじんましん歴あり 発熱(39℃以上) 平成2:年 11月 17日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 :8日 回復

:008 男 平成′1年 ‖月19日 無 無 ショックの疑 平成21年 ‖月19日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 19日 回復

!∞9 女 平成21年 ‖月5日 無 無 紅斑 平成21年 11月 8日 詢連有り 非重篤 平成21曇Fll月 18日 回復

10畿未濶 女 平成21年 11月 17日 無 気管支喘息あり、前日夜喘息が出て吸入をした じんましん 平成 21年 11月 17日 評価不能 非重篤 不明 不 明

女 平成21年 11月 5日 無 朦 じんましん 平成21年 11月 6日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 8日 回復

女 平成21年 11月 4日 無 檬 復痛、下痢 平成21年 11月 5日 下明 非重篤 平成21年 ‖月6日 軽快

男 平成21年 11月 19日 無 暗尿病、糖尿病性腎症 薔血圧性脳症 平成21年 11月 19日 下明 非重篤 平成21年 11月 19日 軽快

:0歳未

"
女 平成21年 11月 19日 無 n管支喘息、季節性インフルエンザワクチン接種 血管神経迷走反射、アナフィラキシー 平成21年 11月 19日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 20日 回復

ω
ω
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1015 10歳未満 女 平成21年 11月 10日 無 11月 2日 (北研)FB0180 X 0 2m:機種 一謙 平成21年 ‖月18日 評価不能 非重篤 不明 不明

男 平成21年 10月 20日 無 無 腕の痛み (左上腕 ) 平成21年 10月 20日 田連有リ 非重篤 平成21年 11月 27E 未回復

女 平成21年 11月 19日 無 腎移植 アナフィラキシー 平成21年 11月 19日 関連有り 非菫篤 平成21年 11月 19日 軽快

女 平成21年 10月 30日 無
インフルエンサやそれ以外の予隔臓程をつけて具 頂痛、ふらら、ら感、嘔気 平成21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

:0歳未澤 男 平成21年 11月 19E 無 生後6ケ 月で両大血管右室起始症で手術 陀熱 平成21年 11月 20日 評価不能 非重篤 平成21年 ‖月21日 軽 快

女 平成21年 11月 19E 無 季節性インフルエンザワクチン接種 本熱感、発熱 平成21年 ‖月20日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 21日 回復

1021 20 女 平成21年 11月 13日 無
母親がインフルエンザワクチン接種後、キランバ
|´ _藍 桂 壼 ,「 r.‐

^f_「
ル ふ し,

らまい、ふらつき、全身倦怠感 平成21年 11月 14ロ 男連有り 非■篤 平成21年 11月 19日 軽快

1022 女 平成21年 10月 24日 無 腋 ιんましん 平成21年 10月 25日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 28日 回復

:023 女 平成21年 10月 24日 無 熙 痛痒 平成21年 10月 24曰 関連有り 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

女 平成21年 11月 4日 無 季節性インフルエンザワクテン機種 39°C以上の発熱 平成21年 11月 7日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 12日 回復

1025 女 平成21年 10月 29日 無
一
熙 眩曇、嘔吐 平成 2:年 10月 31日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 3日 回復

1026 男 平成21年 11月 11日 無 薔血圧、糖尿病、高脂血症 39℃ 以上の発熱 平成21年 11月 12E 評価不能 非重篤 平成21年 ‖月16日 回復

1027 男 平成21年 11月 18日 無 無 不整脈 平成21年 11月 18E 関連無し 非重篤 不明 不 明

女 平成 21年 ‖月18日 無 無 風分不良、発汗、熱感 平成21年 ‖月18日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 18日 回復

男 平成21年 ‖月18日 無 喘息 〕9℃以上の発熱、肘を超える腫脹 平成21年 11月 19日
関運 石 り(10,
障価 末 能 ′7ヽ 非■篤 不明 不 明

1030 女 平成2i年 ‖月20日 無 糖尿病 動機 平成21年 ‖月20日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 20日 回復

男 平成21年 11月 10日 無 無 麻幹の発疹 平成21年 11月 10日 颯連有り 非重篤 平成21年 11月 1l E 軽快

1032 女 平成21年 11月 2日 無 熙 39℃ 以上の発熱 平成21年 11月 7日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 8E 軽快

1033 男 平成21年 ‖月16日 無
11/4季 節性インフルエンザワクチン段祖、1:/16枷 E吐、下痢 平成2:年 11月 16日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 16日 軽快

女 平成21年 11月 6日 無 有り 本幹部発疹 平成21年 11月 7日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 12日 回 復

女 平成21年 11月 14E 無 熙 賠熱.関節痛、A型インフルエンザ(+) 平成21年 11月 15日 評価不能 非重篤 平成21年 ‖月16日 回復

10歳未満 女 平成21年 11月 14E 無 季節性インフルエンザワクチン接種 殖熱、A型インフルエンザ(+) 平成21年 11月 15日 澤価不能 非重篤 平成21年‖月16日 回復

1037 男 平成21年 10月 30日 無 騰 港怠感 平成21年 10月 31日 下明 非■篤 不明 回 復

男 平成21年 :0月 30日 無 フインでじんましん歴あり、 現在igA腎 症の治療中 撻怠感、手足熱感 平成 21年 10月 31日 評価不能 非重篤 平成 21年 11月 2日 回 復

男 平成21年 ‖月17日 無 熙 〕9℃以上の発熱 平成21年 11月 19日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 19日 回復

1040 男 平成21年 11月 18日 無 量性腎不全 口内の不快感 平成21年 11月 18日 評価不能 非菫篤 平成21年 11月 18日 回復

女 平成21年 11月 17日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 発疹 平成21年 11月 17日 関連有り 非重篤 不 明 不明

1042 男 平成21年 ‖月16日 無
晨性腎不全で透析中。季節性インフルエンサワクチ
.´饉 薔

lE吐 、口E気 平成21年 11月 16E 評価不能 非重篤 平成21年 11月 20日 未回復

1043 女 平 成 21年 11月 16日 無 朦 発赤腫服 平成21年 11月 18E 関連有リ 非菫篤 平成21年 11月 25日 軽快

1044 10歳未満 男 平成21年 11月 17日 無 喘息、卵アレルギー 発赤、発熱 平成21年 11月 18日 関連有リ 非菫篤 平成21年 11月 20日 回復

1045 男 平成21年 11月 16日 無 員性′じ不全、季節性インフルエンザワクチン接種 両手指のしびれ 平成21年 11月 17E 舅連有り 非重篤 平成21年 ‖月17日 回復

男 平成21年 11月 18日 無 成人T細胞白血病、同種骨髄移植後慢性GVHD 踏熱、肺炎 平成21年 ‖月18E 評価不能 非重篤 平成21年 11月 24日 軽 快

ω
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女 平成21年 11月 19日 無
Ⅱ型糖 尿病 、高 血圧 、脳積番後 l■症 、通副 lllKハ イ

パ2締
“

贈彗里 堂爺 ほ仕 f、 不全
頂面紅潮、血圧上昇、全身倦急感 平成21年 ‖月19日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 19日 軽快

1048 女 平成21年 ‖月17日 無 熙 ιんましん 平成21年 ‖月17日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 19日 軽快

1049 男 平成21年 11月 16日 無 lb気瞳 下痢 平成21年 11月 16日 評価不能 非菫篤 平成21年 11月 25日 不明

1050 女 平成21年 ‖月‖日 無 臓尿病にてインスリン治療 血圧高値、倦怠感、関H「痛 平成21年 11月 12日 関連有リ 非三篤 平成21年 11月 1'日 軽 快

男 平成四年11月 19日 無 気管支喘息 頭痛、顔面紅潮、鼻汁 平成21年 11月 20日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 21日 回復

1052 女 平成21年 11月 17日 有

慰性リシパ性白血病、白質脳症、てんかん、アスパ

ラギナーゼによるアナフイラキシー既往、季節性ワ
クチン化血・L36B

すいれん 平成21年 11月 18E 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 :8日 回 復

1053 10歳未澤 女 平成21年 1:月 17日 無 熙 発熱、A型インフルエンザ (十 ) 平成21年 11月 21E 評価不能 非重篤 平 成 21年 11月 21日 不 明

10歳未澤 女 平成21年 11月 20日 無 鴨
jんましん 平成21年 11月 21日 関連有り 非重 篤 平成21年 11月 22日 回 復

10歳未瀾 女 平成21年 1:月 20日 無 罹 けいれん 平成21年 11月 20日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 20日 回復

60 女 平成21年 11月 14E 無 気管支喘息 じんましん 平成21年 11月 15日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 15日 回復

女 平成21年 11月 21E 無 朦 血管迷走神経反射 平成21年 ‖月21日 調連有り 非重篤 平成21年 11月 21日 回復

70 女 平成21年 11月 19日 不明
蘇 層 高血圧、脂質異常症、季節性インフルエン

頂面紅潮、血圧上昇 平成21年 11月 19日 調達有 リ 非重篤 平成21年 11月 19日 回 復

:059 女 平成21年 11月 18日 無 晨性腎不全にて透析中 E吐 平成21年 11月 18日 不 明 非重篤 平成21年 11月 18日 回復

女 平成21年 11月 18日 無 曇性腎不全にて透析中 悪心、疼痛 平成21年 11月 19日 不明 非重篤 平成21年 11月 19日 回復

:0歳未満 女 平成21年 11月 22日 無
巨管支喘息で抗アレルギー薬内服.季節性インフ
‖ Tヽ ′事 r7々 手 ″`盤 結 菫1馬 腋 無 l

jんましん 平成21年 11月 22日 関連有リ 非重篤 平成214「 11月 24日 回復

1062 女 平成21年 10月 27日 無 アレルギー じんましん 平成21年 10月 28日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 4日 未回復

1063 10歳未澤 男 平成 21年 1,月 19日 無 気管支喘息 39℃ の発熱 平成21年 11月 21日 調達有り 非重篤 平成21年 11月 26日 不明

1064 10歳未 澤 男 平成21年 11月 20日 無 朦 発熱、局所の腫れ熱感 平成21年 11月 20日 下明 非重篤 平成21年 11月 22日 回復

1065 女 平成21年 10月 28日 無 無 頭痛 平成21年 10月 30日 iT価不能 非重篤 平成21年 11月 24日 軽快

1066 女 平成21年 11月 20日 無
晨性関節リウマチ、季節性インフルエンザワクチン
塵 薔

発熱 平成21年 11月 20日 鶉連有リ 非重篤 平成21年 11月 21日 回復

:0歳未澤 女 平成21年 11月 17日 無 自品、薬品でじんましんあり 発赤 平成21年 11月 20E 評価不能 非重篤 平成21年 11月 17日 回復

1068 男 平成21年 11月 10日 無 熙 頭痛、発熱 平成21年 11月 1l E 関連有り 非重篤 平成21年 11月 12日 回復

女 平成21年 11月 2日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 首撓骨神経麻痺、尺骨神経麻痺 平成21年 11月 4日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 19日 醜時
1070 10歳未H 男 平成21年 11月 18E 無 季節性インフルエンザワクテン接種 血管迷走神経反射 平成21年 ‖月18日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 18日 回 復

10歳未静 女 平成21年 11月 21E 無 季節性インフルエンザワクチン接種 嘔吐 平成21年 11月 21日 評価不能 非重篤 平成21年 ‖月22日 回復

10歳未

"
女 平成21年 ‖月20日 無 朦 Ю℃以上の高熱 平成21年 11月 23日 評価不能 非重篤 不 明 不 明

女 平成21年 11月 20日 無 熙 陀熱 平成21年 11月 20日 関連無し 非重篤 平成21年 11月 24E 回 復

女 平成21年 11月 18日 無 調にじんましん 二んましん、下痢、腹痛 平成21年 11月 18日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 21E 軽快

1075 男 平成21年 11月 13日 無 熙 全身性皮疹 平成21年 11月 17日 評価不能 非重篤 不 明 不明

女 平成21年 11月 19日 無 口白アレルギー 3んましん 平成21年 ‖月19日 調遠有り 非重篤 平成21年 11月 19日 軽快

50 女 平成21年 10月 20日 無
季節性インフルエンザワクチン授種にて当日38‐C

頑痛、悪寒、発熱 平成21年 10月 27日 lT価不能 非重篤 平成21年 10月 29日 軽快

ω
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機 関 による

因果関係 重篤度 転帰日 讚帰内容

20 女 平成21年 10月 30日 無 熙 湿疹 平成21年 11月 4E 不明 非重篤 平成21年 11月 9日 軽快

女 平成21年 ‖月4日 無 熙 じんましん 平成21年 11月 5E 関連有り 非重篤 平成21年 11月 6日 軽快

1000 女 平成21年 11月 19日 無 賦管支喘息、季節性インフルエンザワクチン接種 その他通常では見られない異常反応 平成21年 ‖月19E 関連有り 非重篤 平成21年 11月 21日 回復

10歳未洒 女 平 成a年 11月 20日 無 無 敗熱、感冒症状 平成21年 11月 21日 評価不能 非■篤 不明 不 明

男 平成21年 11月 20日 無 無 客層 を伴う顔面の皮疹 平成21年 ‖月22日 関連有り 非菫篤 不明 不 明

1083 男 平成21年 11月 :8日 無 無 晨部、臀部あたりにじんましん 平成21年 ‖月18日 関連有り 非重嬌 平成21年 11月 19日 軽快

女 平成21年 11月 16日 無 気管支喘息で加療中 発熱(384℃ ) 平成21年 11月 17日 評価不能 非菫篤 平成21年 11月 17ロ 未回復

1085 女 平成21年 11月 9日 無 アレルギー性鼻炎 員新腫服、口腔内違和感 不明 円運有り 非二篤 平成21年 11月 10E 軽 快

!086 女 平成21年 11月 16日 無 関節リウマチ 支疹、皮膚の知党異常 平成2:年 11月 18日 関連有り 非菫篤 平成21年 11月 24日 未回復

1087 10歳未 澤 女 平成21年 11月 19日 無 無し:喘息あるが落ち着いている アナフィラキシーシヨック 平成2:年 11月 19日 関連 有 り 非重篤 平成21年 11月 19日 回復

1088 10歳未澤 女 平成21年 11月 17日 有 季節性インフルエンザワクチン接種 二んましん 平成21年 11月 17日 闘連有リ 非菫篤 平成21年 11月 17E 回復

1089 10歳未澤 男 平成21年 11月 11日 無 5年前にインフル接種でえきこうO●で入院 付を超える腫脹 平成21年 11月 ‖日 蠅連有り 非重篤 平成21年 11月 16E 回復

1090 男 平成21年 11月 18日 無 脳性麻痺 E吐 (頻回) 平成21年 ‖月19日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月24日 軽快

:091 女 平成21年 11月 14日 無 無 発熟 平成21年 ‖月14日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 24E 軽快

1092 男 平成21年 11月 20日 無 熙 目が回る 平成21年 11月 21日 関連有リ 非三篤 平成21年 11月 24E 不明

1093 女 平成 21年 11月 4日 無 薬疹ボルタレン、ロキソニン、ケフラール 熊気と吐き気 平成21年 11月 4日 澤価不能 非重篤 平成21年 11月 5E 回復

女 平成21年 11月 10日 無 無 〕9℃以上の発熱 平成21年 11月 10日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 10E 回復

!095 男 平成2J年 11月 10日 無

冗ヒスタミン:じんましん出たことあり 碁礎疾患 頭
部外傷後遺症で重度心身障害〈身体障害者手帳 1

島ヽ
発熱、嘔吐.けいれん 平成21年 11月 15日 評価不能 非重篤 平成21年‖月16E 回復

1096 男 平成21年 ‖月16日 無 自血圧 0まい 平成21年 11月 17日 襲連有り 非菫篤 平成21年 11月 24日 回 復

男 平成 21年 11月 24日 無 熙 ド幹発赤 平成21年 11月 24日 蜀連有り 非重篤 平成21年‖月24E 軽快

:0歳未澤 女 平成21年 11月 20日 不明 ιんましん 平成21年 11月 22日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月24E 回復

1099 女 平成21年 11月 18日 無 子宮頸がん、放射線性腸炎 発熱 平成21年 ‖月19日 評価不能 非■篤 平成21年 11月 20日 回復

1100 女 平成2:年 11月 20日 無 熙 い感 平成21年 11月 22日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 24日 軽快

女 平成21年 11月 17日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 じんましん 平成21年 11月 18日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 17E 回復

1:02 女 平成21年 :0月 22日 無 タマゴ 膨隆疹、微熱 平成21年 10月 22日 不明 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

女 平成21年 11月 19日 無 賦管支喘息 二んましん 平成21年 :1月 21日 評価不能 非重篇 平成21年 11月 21日 未回復

1104 女 平成2:年 11月 21日 無 気管支喘息 発熱、喘息発作出現 平成21年 ‖月21日 不明 非重篤 平成21年 11月 30日 軽快

:0歳未瀾 男 平成21年 11月 19日 無 発 熱 平成21年 11月 19日 蜀連有リ 非菫篤 平成21年 11月 21E 軽快

女 平 成 21年 11月 12日 無
アレルギー :ビ リン、サバ 季師性インフリレエンサワ

助悸、めまい、嘔吐、下痢、倦怠感 平成 21年 11月 12日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 21日 回 復

男 平成21年 ii月 20日 無 漢剤アレルギー有り 発熱(385℃ ) 平成21年 11月 21日 鶉連有リ 非二篤 平成2:年 11月 22日 回復

女 平成2:年 1:月 17日 無 薔熱 平成21年 11月 18日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 24E 軽快

ω
い



Ч0 輪
Ｑ

性別 奎種日
時
種

同
接 基礎疾患 (持病)、 他の予防接種など 尋J反応の内容 副反応発生日

医摂機関による
因果関係 重篤度 ほ帰日 転帰内容

10歳未ヨ 女 平成21年 11月 18日 無 熟性けいれん 〕9℃以上の発熱 平成21年 11月 18日 不明 非重篤 平成21年 11月 25日 回復

女 平成21年 11月 13日 無 ンローン病 発熱 、じんましん 平成 21年 11月 13日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 16日 回 復

女 平成21年 11月 20日 無 有り 発熱(388℃ )鼻汁 平成21年 11月 24日 不明 非重篤 平成21年 11月 25日 軽快

男 平成21年 11月 25日 無 フラブリ病、花粉症 全身掻痒感 平成21年 11月 25日 不明 非重篤 平成21年 11月 25日 回復

女 平成21年 11月 5日 無 雁 嘔吐、眩彙、微熱(378℃ ) 平成21年 ‖月5日 調達有り 非重篤 平成21年 11月 5日 回復

女 平成21年 10月 22日 無 熙 吐き気 、9E吐 平成21年 10月 23日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 26日 軽 快

女 平成21年 10月 23日 無 無 発熱、体のだるさ 平成21年 10月 24日 不明 非重篤 平成21年 10月 25日 軽快

女 平成21年 ‖月4日 無 子供2週間前にインフルエンザにかかつた 発熱 平成21年 11月 5日 不明 非重篤 平成21年 11月 6日 軽快

女 平成21年 10月 23日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 めまい、沈降感 平成21年 10月 23日 不明 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

女 平成21年 10月 28日 無 朦 アナフィラキシー 平成21年 10月 29日 関連無し 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成劇年10月 27日 無 無 両眼浮腫 平成21年 10月 23E 調達無し 非重篤 平成21年 10月 28日 回復

1120 女 平成21年 10月 27日 無 無 L半身発疹 平成21年 10月 28日 関連無し 非重篤 平成21年 10月 28日 回復

10歳未澤 男 平成21年 11月 16日 無 熙 賭熱 平成21年 11月 17E 界価不能 非重篤 平成21年 11月 20日 回復

1122 40 女 平成21年 11月 17日 無 熙 全身倦怠感と喉頭痛→全身倦怠感 平成21年 11月 18日 評価不能 非二篤 平成21年 11月 24日 回復

女 平成21年 11月 19日 無 膠 下痢、lE吐 平成21年 11月 20E 評価不能 ヨト重篤 平成21年 11月 24日 回復

1124 女 平成21年 11月 17日 無 檬 栃肉痛 平成21年 11月 18E 評価不能 非重篤 平成21年 1:月 24日 回復

女 平成21年 11月 17日 無 熙 下痢 .頭痛 平成21年 11月 17E 評価不能 非重篤 平成21年 ‖月24日 回復

1126 10歳未驚 男 平成21年 11月 20日 無 喘息、アレルギー性鼻炎、アレルギー性結膜炎 巨常の接種では見られない異常反応 平成21年 11月 20日 関連有り ヨF重篤 平成21年 ‖月20日 回復

50 女 平成21年 11月 4日 無 罹 平成21年 11月 10日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 16日 回復

50 男 平成21年 11月 18日 不 明
アレルキー :言魚 高皿L症 :アタフートー日2回‖エ 平成21年 11月 21日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 24日 軽快

男 平 成 21年 10月 30日 無 熙 平成21年 11月 1日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 4日 回復

1130 女 平成21年 1,月 19日 無 腋 その他通常では見られない異常反応 平成2i年 11月 19日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 21日 回復

女 平成21年 11月 25E 無
間買性肺 炎 、■性 育不含 pll吸不

=()、
凸皿 LL、

二鶴仕 ノ ′`つ :l.T｀ ′千 口ら■ プヽIt嬌 気管支喘息発作 平成21年 11月 25日 関連有り 非重篤 平成 21年 11月 25日 回復

1132 女 平成21年 ‖月20日 無
晨性うつ血性心不全 、季節性インフルエンサワク 全身の疼痛、気分不良 平成21年 11月 21日 郷連有リ 非重篤 平成21年 11月 22日 回復

1133 10歳未 澤 男 平成21年 11月 21E 無 喘息 皮疹 平成21年 11月 21日 評価不能 非重篤 平成21年 ‖月25日 軽快

1134 男 平成21年 11月 16日 無 映心症0、 両内、精尿病0、 高血圧症 bまい 平成21年 11月 17日 評価不能 ヨF重篤 平成21年 11月 17日 軽 快

女 平成21年 11月 25E 無 かにアレルギー、 喘息 アナフィラキシー 平成21年 11月 25日 菊連有り 非重篤 不 明 回復

女 平成21年 11月 24E 無 朦 lE気 、嘔吐、一過性発熱 平成21年 11月 24日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 24日 回 復

男 平成21年 11月 18E 無 基礎疾患:狭心症 陪熱 平成2:年 11月 21日 調達有り 非重篤 平成21年 ‖月22E 軽快

1138 男 平成21年 ‖月18E 無 基礎疾患 :糖尿病、慢性 発熱 平成21年 1:月 20日 鶉連有リ 非重 篤 平成21年 11月 22E 軽快

女 平成21年 11月 18E 無 無 発熱 平成21年 11月 20日 舅連有り 非菫篤 平成21年 11月 21E 回復

女 平成21年 11月 19日 無 無 lE気 、目がチカチカする感じ 平成21年 11月 19日 不明 jF重 篤 不明 回復
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女 平成21年 10月 23日 無 熙 発赤、痛痒 平成21年 10月 24日 不明 非重篤 平成21年 10月 28日 回復

女 平成21年 10月 21日 無 熙 微熱(374℃ ) 平成21年 10月 21日 不明 非重篤 不 明 回復

女 平成 21年 11月 5日 有 熙 じんましん 平成21年 ‖月0日 調達有り 非菫篤 平 成烈 年 11月 19日 回復

男 平成21年 11月 20日 無
季節性インフルエンザワクチン11/6機 種、基礎疾
壺:瞳 1日性結核.肺炎

殖熱 平成21年 11月 22E 椰価不能 非重篤 平成21年 12月 4日 軽快

10歳未満 男 平成21年 11月 24日 無
季節性 インフルエンサ ワクテン接檀 、アレル千―

3んましん 平成21年 11月 25E 関連有り 非菫篤 平成21年 11月 25日 軽 快

60 男 平成21年 11月 16日 無 晨性肝炎、日漬瘍(基礎疾患) その他の神経障害 平成21年 11月 18日 関連有り 非重篤 平成21年 12月 7日 未回復

女 平成21年 11月 21日 有 無 発熱 平成21年 11月 24日 評価不能 非重篤 平成21年‖月25日 軽快

10歳未澤 女 平成21年 ‖月25日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 発熟 平成21年 11月 25日 関連有り 非二篤 平成21年 ‖月26日 回復

女 平成21年 11月 lフ 日 無 妨痛 平成21年 ‖月17日 蠅連無し 非重篇 平成21年 11月 24F 未回復

女 平成21年 11月 2日 無 瞑頭痛、咳嗽 平成21年 11月 8日 不明 非菫篤 平成21年 11月 26E 回復

女 平成21年 11月 2日 無 有 り 屁性咳嗽 平成 21年 ‖月2日 不明 非重篤 平成21年 11月 2E 回復

男 平成21年 11月 24日 無 鶉
病 で加 摂 甲 、華 璽 籠 インフル エンサ 7クテ

回転性めまい 平成 21年 ‖月25日 調達 有 り 非重篤 平成21年 11月 25F 回復

10歳未

"
男 平成2:年 ‖月19日 無 騰 螢身性発赤疹 平成21年 ‖月19日

謁通 有 り
障価 末 能 非三篤 平成21年 ‖月20E 回復

10歳未澤 女 平成21年 11月 19E 無 熙 二んましん 平成21年 11月 20日
目連有り
こ価不摯 非二篤 平成21年 11月 21日 回復

女 平成2:年 11月 20E 無 季節性インフルエンザワクチン機種 陪熱 平成21年 ‖月20日 評価不能 非二篤 平成21年 11月 22日 回復

不明 平成21年 11月 16日 無 拡張型心筋症 頂痛 平成21年 11月 16日 関連有り 非菫篤 平成21年 11月 19日 軽快

女 平成21年 1:月 20日 無 既住:喘息発作(現在はなし) 悪寒 平成21年 11月 20日 呼価不能 非二篤 平成21年 11月 20日 軽快

男 平成21年 11月 4日 不明 熙 枢幹、発疹、発赤 平成21年 11月 15日 関連有り 非三篤 平成21年 11月 17日 回復

女 平成21年 11月 20日 無 熙 じんましん 平成21年 11月 20日 調達有り 非重篤 平成21年 11月 23日 回 復

女 平成21年 11月 12日 無 憮 発熱39℃ 、下肢発疹 (両側 ) 平成21年 ‖月23日 汗価不能 非三篤 平成21年 11月 24曰 軽 快

女 平成21年 11月 6日 無 熙 ,9℃以上の発熱 平成2i年 11月 7日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 13日 回復

女 平成21年 11月 20日 無
L性活動性C型肝炎 (イ ンターフエロン治原甲)、 稲 皮下出血、興奮 平成21年 11月 20日 lT価不能 非重篤 平成21年 11月 23日 回復

女 平成21年 11月 10日 無 喘息、季節性インフルエンザワクテン接種 頭痛、呼吸苦、倦怠感、喘息.右上腕 :発赤と硬結 平成21年 11月 10日 舅連有り 非重篤 平成21年‖月13日 軽快

男 平成21年 11月 13日 無
下喉頭癌の根治手術 :甲 状腺摘出 ′卜陽による食
鶯雷饉各 ‐力‐■_゛

'“
nヽ _日 ,T RC田 由 発熱、呼吸苦 平成21年 11月 14E 評価不能 非

=篤
平成21年‖月19日 回 復

男 平成21年 11月 16日 無 晨性腎不全で、血液透析施行中 じんましん以外の全身の発疹 平成21年 11月 18E 関連有り 非三篤 平成21年 11月 25日 回復

女 平成21年 11月 24日 無 機 倦怠感、発熱、lE吐 平成21年 11月 24E 関連有り 非菫篤 平成21年 ‖月25日 軽快

男 平成21年 ll月 21日 無 アトピー性皮膚炎 頂痛 平成21年 11月 21E 評価不能 非重篤 平成21年 11月 22日 回復

10歳未滞 女 平成21年 11月 18日 無
2歳半頃までアレルギー :牛乳、ヨーグルト 以後
m‐ :]_ナ「

"":´ “
´=_曇 :

急性じんましん 平成21年 11月 19E 鶉連有リ 非重篤 平成21年 11月 20日 軽快

1169 女 平 成 21年 11月 2日 無 熙 二んましん 平成21年 1:月 4日 関連有り 非菫篤 平成21年 11月 10日 軽快

女 平成21年 11月 18日 無

アレル千― :γ レクフ マンソン ●IE狭 思 :嘔ふ
'百

療中 H217～ 6月 メニエールにて治療、入院、加 ιんましん 平成21年 11月 13日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 26日 不 明

60 女 平成21年 11月 25日 無 担管癌あり 発熱 平成21年 11月 25日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 20日 不 明

ω
∞



10 輸
Ｑ

性別 接種日
時
種

同
接 聾礎疾患〈持病).他の予防接種など all反応の内容 副反応発生日

医撮磯 関によそ

因果関係 重篤度 転帰日 転帰内容

女 平成21年 11月 19日 無

基礎疾患:気管支喘息 季節性インフルエンザワク
チン接種 アレルギー反応:パクトラミン、ホスミレ

ン、クラビツト、アレルオフ、′くキシル
″びれ 平成21年 11月 10日 菊連有リ 非重篤 平成21年 11月 19日 回 復

女 平成21年 ‖月24日 無 晨性腎不全 嘔気、顔色不良 平成21年 11月 25日 澪価不能 非重篤 平成21年 11月 26日 回復

男 平成21年 11月 19日 無 朦 その他通常では見られない異常屎Ft 平成21年 11月 20日 諄価不能 非重篤 平成21年 ‖月21日 回 復

女 平成21年 11月 18日 無 敵熱、倦怠感 平成21年 11月 19日 不 明 非重篤 平成21年 11月 23日 回復

男 平成21年 11月 17日 無 気管支喘忠、糖尿病、心不全 Ю℃以上の発熱 平成 21年 11月 17日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 18日 回 復

1177 男 平成21年 11月 20日 無 膿 嘔気.倦怠感 平成21年 11月 20E 関連有り 非重篤 平成21年 11月 20日 回復

男 平成21年 ‖月18日 無 熙
IE気、全身倦怠感 平成21年 11月 18E 罰連有リ 非重篤 平成21年 11月 19日 回 復

女 平成21年 11月 24日 無 小麦粉 アナフイラキシー様症状 平成21年 ‖月24E lT価不能 非重篤 不明 回復

男 平成21年 11月 26日 無 腰 嘔気 、嘔 吐 平成 21年 11月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 26日 回復

女 平成21年 11月 26日 無 基礎疾患:精神運動発達遅滞、てんかん けいれん 平成21年 11月 26日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 26日 不 明

女 平成21年 ‖月18日 無
季節性 インフルエンサ ワクチン艦程 、反珍・アレル

F_`_ヽ  l:トド::ラ 占蒲由に上ふ膊惨 ((11/14〕
四肢膨疹 平成 21年 11月 18日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 20日 軽快

1183 女 平成21年 11月 19E 無 舅節リウマチ:プレドニゾロン、 全身の紅斑 平成21年 11月 23日 秤価不能 非重篤 平成21年 ‖月30日 未回復

1184 10歳未澤 女 平成21年 1:月 18日 無 アレルギー:鶏の肉・,p 薬、食品でしんましん 二んましん 平成21年 11月 21日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 24日 回復

10歳未満 男 平成21年 11月 19日 無

|～ 2歳時:軽度の卵白アレルギー、現在はなし 毎

手の季節性インフルエンザワクチン接種:今まで以
上はなかつた

発熱 平成21年 11月 20日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 21日 回復

10彙未満 女 平成21年 11月 12日 無 でんかん、脳性麻痺 発熱、けいれん 平成21年 :1月 14日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 15日 回復

女 平成21年 ‖月24日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 奇上Ltの筋肉痛 平成21年 11月 24日 評価不能 非重篤 平 成 21年 11月 26日 回復

女 平成21年 11月 9日 無 機 接種部の発赤 平成21年 ‖月10日 月連有リ 非重篤 平成21年 11月 12日 回復

女 平成21年 11月 9日 無 朦 倦怠感 平成21年 11月 9日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 10日 回復

:190 女 平成21年 ‖月9日 無 熙 E気、接種部の疼痛 平成21年 11月 9日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 16日 回復

女 平成21年 11月 9日 無 朦 主射部位 の疼痛 平成 21年 11月 9日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 16日 回復

10歳未澤 女 平成21年 ‖月20日 無 熙 発熱、多型紅斑様全身性奪麻疹 平成21年 11月 22E 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 27日 回復

女 平成21年 11月 26日 無 晨性呼吸器疾患 最疹 平成21年 11月 26E 関連有り 非重篤 不 明 不明

男 平成21年 11月 26日 無 置性呼吸器疾患 壺疹 平成21年 ‖月26E 関連有り 非重篤 不明 不明

男 平成21年 11月 26日 無 彙性呼吸器不全、穂尿病 最疹 平成21年 ‖月26E 関連有リ 非二篤 不明 不 明

女 平成21年 11月 26日 無 喘息 曼疹.血管神経迷走反射 平成21年 ‖月26日 関連有り 非菫篤 平成21年 11月 26日 軽快

女 平成21年 11月 20日 無 籠尿病 多発関節痛 (肩・肘・膝、足関節など) 平成21年 11月 21日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 25日 回復

40 女 平成21年 11月 10日 有 熙 右頸部リンパ腫脹、39℃熱 平成21年 11月 ‖日評価不能 非菫篤 平成21年 11月 16日 回復

90 女 平成 2'年 11月 17E 無 中旧性心筋模書、高血E症 低血圧 平成21年 11月 17日 評価不能 非重篤 平成 21年 11月 18日 軽快

1200 女 平成21年 11月 18日 無 檬 めまい 平成21年 11月 19日 鶏連有り 非菫篤 平成21年 11月 26日 軽快

1201 女 平成21年 11月 19E 無 季節性インフルェンザワクチン機種 こんましん 平成21年 11月 20日 覺連有り 非重篤 平成21年 11月 21日 回復
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ヨ果関係 重篤魔 転帰日 ほ帰内容

1202 女 平成21年 11月 18日 無
曽帽弁置き換え術 々後 (個帽弁開鎖 不■及ひ猥

船 _:ぼA晉席          _____
脱毛 平成21年 11月 20日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 25日 未回復

女 平成21年 11月 7日 無 朦 瑾痛、血圧上昇 平成21年 ‖月18日 旧連有り 非■篤 平成21年 11月 20F 回復

10歳未澤 男 平成21年 11月 16日 無 39℃ 以上の発熱 平成21年 11月 17日 関連無し 非重篤 平成21年‖月21日 回復

男 平成21年 11月 17日 無 講尿病 講桃腺炎 平成21年 1:月 20日 澤価不能 非重篤 平成21年 11月 27日 軽快

1206 女 平成21年 11月 19E 無 暉性心不全治療中 嘔吐 平成21年 :i月 20日 関連有り 非■篤 平成21年 11月 26日 回復

女 平成21年 1:月 17日 無 吃癬 厖癬の悪化により発赤が強まる 平成21年 11月 18日 評価不能 非菫篤 平成21年 ‖月25日 軽快

女 平成21年 11月 20日 無 全身性エリテマトーデスにでステロイド内服中 全身の発疹 平成2,年 11月 21日 評価不能 非二薦 平成21年 11月 22日 回復

男 平成21年 11月 25日 無 朦 頭痛、借怠感 平成21年 11月 25E 評価不能 非重篤 平成21年 12月 9日 回復

女 平成21年 11月 27日 無 朦 血管迷走神経反射 平成21年 11月 27E 野価不能 非重篤 平成21年 11月 27日 回 復

男 平成2↑年11月 17日 無 無 駐頚部じんましん及び 平成21年 11月 27日 関連有り 非重篤 不明 不明

1212 女 平成21年 11月 2'日 無 大勁脈園症候群 アナフイラキシー 平成21年 11月 27日 椰価不能 非重篤 平成21年 ‖月27日 回復

女 平成四年11月 27日 無 I往 :気管支喘 息 山管迷走神経反射 平成21年 ‖月27日 舅連有り 非重篤 不明 軽快

尋所・顔面発赤 関連有リ 非二篤 平成21年 11月 26日 回 復

女 平成21年 11月 26日 無 熙
十 鵬 21キ 11月

10歳未満 女 平成21年 11月 24日 無 口Rにて発熱、発疹有り 二んましん 平成21年 11月 24日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 27日 軽快

平成21年 11月 27日 関連有り 非重篤 不明 不 明

10歳未濶 女 平成21年 11月 26日 無 有り 異常腫脹

男 平成21年 11月 26日 無 じんましん 平成21年 11月 27日 関連無し 非■篤 不 明 不明

平成21年 11月 21日 調達有り 非重篤 平成21年 11月 28日 回 復

男 平成21年 11月 21日 無
季節性インフルエンサワクテン磁橿、こ燿秩思 :ス

自 十 直 自                   _
喘息発作

関連有り 非重篤 平成21年 ‖月20日 回 復

女 平成21年 11月 19日 無 聾礎疾患:肺線維症 発熱、悪寒、嘔吐 平 成 21年 ‖ 月 19E

平成21年 11月 27日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 28日 回 復

1220 女 平成21年 11月 26日 無
賦管支喘忠:加療中(フ ルタイド、テオロンク、イン
r¬ フヽトロールで■ていた)       ____ 嵐管支喘息発作誘発

122i 男 平成21年 ‖月20日 無 Jヽ児喘息 0悸九進、平衡感覚障害 平成21年 11月 20日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 20日 軽 快

調達有り 非重篤 平成2 年11月 27E 回復

1222 10歳未澤 男 平成21年 11月 27日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 肛斑 平肛 21年 ‖ 月27日

平成21年 11月 26日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 28日 回 復

1223 女 平成21年 11月 25日 無 曼性気管支炎 陪熱

り

優

百

ス 非重篤 不 明 軽快

1224 女 平成a年‖月24E 無 聾礎疾患:慢性心不全 姜種部周囲の腫脹、関節痛(肩 、肘) 平 屁 21年 ‖ 月 25日

女 平成21年 11月 27日 無 医先機種対象証明書:呼吸 呼吸困難 平成21年 11月 27日 評価不能 非菫篤 平成21年 11月 30日 不明

:0歳未 澤 男 平成21年 11月 22日 無 ドリオ(10/22) うんましん 平成21年 11月 23日 憚価不能 非重篤 平成21年‖月26日 回復

女 平成21年 11月 14日 無 騰 発疹 平成21年 11月 15日 男連有リ 非重篤 平成21年 11月 18日 回 復

|`血 圧(自 律神経反射疑) 平成21年 11月 27E 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月27日 回 復

:0歳未満 女 平成21年 11月 27日 無 朦

平成21年 11月 22E 関連有り 非■篤 平成21年 11月 24日 回復

:229 女 平成21年‖月20日 無 gpなど食品アレルギー 多んましん、ふらつき

平成21年 11月 29日 関連有 り 非重篤 平成21年 11月 29E 軽 快

1230 女 平成21年 11月 29日 無 露理%単Z儡凛繁葛鼎署蘊 :

どうか分からないので注射      __
平成21年 11月 16日 不明 非重篤 平成21年 11月 20E 回復

1231 女 平成21年 11月 16日 無 頂痛

1232 :0歳未澤 女 平成21年 11月 26日 無 職 発熱 平成21年 11月 26曰 評価不能 非重篤 平成21年 11月 28E 回復
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因果関係 重篤度 転帰日 陽帰内容

女 平成21年 11月 12E 無 熙 のど痛、水鼻 平成21年 11月 13日 調達有り 非重篤 平成21年 11月 15E 回復

女 平成21年 ‖月29E 無 熙 二んましん 不明 調連有り 非重篤 不明 不明

1235 10歳未澤 女 平成21年 11月 27E 無 朦 二んましん 平成21年 11月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 30日 軽快

10歳未澤 女 平成21年 1,月 19E 無 膳 発熱 平成 21年 11月 21日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 27日 軽 快

1237 女 平成21年 11月 19日 無 熙 Ю℃以上の発熱 平成21年 11月 22日 評価不能 非重篤 平成21年 ‖月23日 回復

男 平成21年 10月 28E 無 頂痛、寒気、筋肉痛、虚脱感 平成21年 10月 28日 不明 非重篤 不 明 回復

女 平成21年 10月 29日 無
熙→ 肩 (華節 賢 インフル エンサ ワクテン磯 種 3週間
Hに ヽ 卜し(軽度発赤のみ ) 平成21年 11月 1日 関連有リ 非重篤 平成2:年 ‖月5日 回復

1240 男 平成21年 11月 5日 不明 調節痛 平成21年 11月 5日 関連有り 非重篤 不明 回復

男 平成21年 11月 4日 不明 朦 下痢 平成 21年 11月 4日 舅連有り 非重篤 平成21年 11月 6日 回復

女 平成2:年 11月 6日 無 陪熱 (38℃)鼻水 平成21年 11月 7日 調連有り 非重篤 不 明 回復

50 女 平成劇年10月 27日 不明 熙 賠赤 平成21年 10月 20日 関連有り 非重篤 不明 回復

1244 60 女 平成21年 ‖月6日 不明 面頬部発赤、痛痒有り 不 明 不明 非重篤 不明 回復

女 平成21年 11月 6日 不 明 助悸 平成21年 11月 6日 不明 非重篤 不 明 回復

男 平成21年 11月 24日 無 檬 賠熱 平成21年 11月 24日 評価不能 非重篤 平成21年‖月25日 回 復

10歳未渭 男 平成21年 11月 27日 無 ―週間前に水疱療 付を超える局所の異常腫服 平成21年 11月 28日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 30日 軽快

1248 女 平 成 21年 11月 26日 無 熙 賠疹(じんましん〕 平成21年 11月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 30日 未回復

女 平成21年 11月 25日 無 全身の痒疹 平成21年 11月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 30日 軽快

女 平成21年 11月 24日 無 市線継症 気管支喘息発作 不 明 関連有り 非重篤 平成21年‖月29日 回復

10歳未満 女 平成21年‖月25日 無 熙 ヨ性じんましん 平成21年 11月 25日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 29日 回復

10歳未瀾 男 平成21年 ‖月24日 無 晏節性インフルエンザワクテン接種 〕9℃以上の発熱 平成21年 11月 26日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 29日 回復

1253 女 平成21年 11月 25日 無
日知症、便秘症、反層編拝猛、骨租継症、 (てん

賠熱39℃ 、下肢発疹(両側)悪寒戦りつ、 平成21年 11月 26日 関連無し 非重篤 平成21年 11月 27日 軽快

女 平成四年11月 27日 無 熙 二んましん 平成21年 ‖月28日 旧違有り 非重篤 平成21年 12月 8日 回復

1255 :0歳未潤 男 平成21年 11月 16日 無 熙 村を超える局所の異常腫服 平成21年 11月 17日 呼価不能 非重篤 平成21年 11月 26日 回復

女 平成21年 11月 20日 無 熙 ιんましん 平成21年 ¬月20日 嶋連有り 非重篤 平成21年 11月 21日 回復

1257 10歳未満 男 平成21年 11月 24日 無 アレルギー性鼻炎.気管支喘息 発疹 平成21年 11月 27日 下明 非重篤 平成21年 :1月 30日 軽 快

女 平成21年 11月 2,日 不明 肝 四肢筋肉痛、感覚異常 平成21年 11月 21日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 23日 回復

1259 女 平成21年 11月 30日 無 ミトコンドリア病 頂痛、倦怠感 平成21年 11月 30日 関連有り 非重篤 不明 不明

女 平成21年 11月 16日 無 情尿病 上肢発赤疹 平成21年 11月 17日 関連有 り 非重篤 平成21年 11月 17日 回 復

10歳未濶 男 平成21年 11月 27日 無 季節性インフルエンザワクテン接種 けいれん発作 平成21年 11月 28日 評価 不能 非重篤 平成21年 11月 28日 回復

1262 女 平成21年 10月 26日 無 憮 頂痛 平成21年 10月 27日 下明 非重篤 不 明 不明

1263 女 平成21年 10月 26日 無 熙 頂痛 平成21年 10月 26日 下明 非重篤 不明 不明

1264 女 平成21年 10月 20日 無 18節リウマチ(現在無治療、症状なし) 額面紅潮.熱発 平成21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 回復
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1265 男 平成21年 10月 29日 無 自血圧症 餃熱KT37 2℃ 平成21年 10月 29日 調達有リ 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成21年 10月 27E 無 骨粗盤症にて内服中 寒気、顔面ほてり、紅潮 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

1267 女 平成21年 11月 25E 無 季節性インフルエンザワクチン接種 贋痛 平成21年 11月 26日 肝価不能 非重篤 不 明 未回復

男 平成21年 11月 18日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 頑痛 平成21年 11月 19曰 下明 非重篤 不 明 未回復

男 平成21年 11月 27日 無 塵礎疾患:心不全、陳1日 性心筋梗塞 二んましん 平成21年 11月 28日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 30日 回復

女 平成21年 11月 25日 無 目血圧、気管支喘息 ιんましん 平成21年 11月 25日 関連有リ 非重需 平成21年 11月 25日 軽快

10歳未澤 男 平成21年 11月 14日 無 熙 生き気、腹痛 平成21年 11月 14ロ 不明 非重篤 平成21年 11月 14日 回 復

1272 10歳未澤 女 平成21年 ‖月11日 無 熙 賭熱、軽度の腹痛 平成21年 11月 12日 評価不能 非菫腐 平成21年 11月 15日 回 復

女 平成21年 11月 26日 無 アレルギー:花粉(RA落ち着いている) 皮疹両下肢 平成21年 11月 27E 呼価不能 非重篤 平成21年 12月 1日 回復

男 平成21年 11月 18日 無 Fb気腫 じんましん 平成21年 11月 20日 関連有り 非重篤 平成21年 12月 1日 回復

女 平成21年 11月 17日 無 熙 発疹 平成21年 11月 17E 評価不能 非■篤 平成21年 11月 19日 回復

10歳未満 男 平成21年 11月 25日 無 熙 39℃ 以上の発熱 平成21年 11月 27E 関連無し 非重篤 平成21年 12月 1日 未回復

10歳未洒 女 平成21年 11月 29日 無 無 19℃以上の発熱 平成21年 11月 20E 評価不能 非菫篤 平成21年 12月 1日 回復

1278 男 平成21年 11月 17日 無 市気瞳、慢性心不全 下痢 平成21年 11月 19日 評価不能 非菫篤 平成21年 11月 20日 回 復

女 平成21年 11月 30日 無 狭心症(PTCAの既応あり) 映心痛 平成21年 12月 1日 評価不能 非重篤 平成21年 12月 1日 軽快

1280 女 平成21年 11月 14日 無 気管支喘息 〕9℃以上の発熱 平成21年 11月 15日 評価不能 非重篇 平成21年‖月17日 軽快

男 平成21年 11月 24日 無 後腹膜線維症 贈熱 平成21年 11月 25日 関連有り 非重篤 平成21年 12月 1日 未回復

1282 女 平成21年 11月 27日 無 型ヽインフルエンザ 平成 21年 11月 29日 澤価不能 非重篤 不明 未回復

1283 男 平成21年 11月 27日 無 田薗感染症の疑い 平成21年 11月 29日 評価不能 非重篤 不 明 不明

男 平成21年 11月 19日 無 嵐管支喘息、季節性インフルエンザワクチン機種 発熱(39℃以上 ) 平成21年 11月 20日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 25E 回復

10歳未洒 男 平成21年 11月 17日 無 季節性インフルエンザワクテン接種1回 目 ιんましん 平成21年 11月 :8日 関連有り 非重篤 平成21年 12月 1日 軽快

1286 女 平成21年 10月 2'日 無 エビ:アナフイラキシー起こしたことあり 血管迷走神経反射 ? 平成21年 10月 27日 関連有り 非二篇 平成21年 10月 27日 回復

10歳未浦 男 平成21年 11月 21日 無

脳性マヒ有り、下肢痙直強い。季節性インフルエン

ザワクテン機種。過去ワクチン機種でも腫れやす
かった

けを越える局所の異常腫脹 平成21年 11月 22日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 28日 回復

10歳未満 女 平成21年 11月 ,7日 無 n管支喘息 鼈熱 平成21年 11月 18日 評価不能 非菫篤 不明 不 明

:0歳未澤 男 平成21年 11月 14E 無
アレルギー :卵 (軽度)加工品、つなぎは許可して

陪熱 平成 21年 11月 15日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 18日 軽快

40 男 平成21年 11月 6E 飛 既住 :じんましん
「

機能障害、発疹、関節痛、腫服 平成21年 11月 9日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 26日 軽快

女 平成21年 ‖月6E 不明 卵 :じんましん 二んましん(四管浮腫) 平成21年 11月 6日 鶉連有り 非重篤 平成21年 11月 8日 回復

10歳未洒 女 平成21年 11月 27E 無 気管支喘息、季節性インフルエンザワクチン 嘔吐、発熟 平成21年 11月 28日 関連無し 非重篤 不 明 不 明

70 男 平成21年 11月 9E 無 熙 下痢 平成21年 11月 10日 評価不能 非重篤 平成21年‖月‖日 回復

1294 男 平成21年 11月 9E 無 無 国内炎 平成21年 11月 10日 拝価不能 非菫篤 平成21年 11月 11日 回復

男 平成21年 11月 9E 無 熙 五分不快 平成21年 11月 9日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 10日 回復

Ｏ
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女 平成21年 11月 5日 有 朦 発 熱 平成21年 ‖月5日 調達有り 非重篤 平成21年 11月 6日 回復

女 平成21年 11月 16日 無
0房中隔 欠損症 (非手 Fr症例 )で高度 の肺 蘭皿 LL

中毒疹 平成21年 11月 17日 闘運有り 非重篤 平成21年 12月 1日 回復

1298 10歳未澤 男 平成21年 11月 25日 無 朦 19℃以上の発熱 平成21年 11月 27E 野連無し 非重篤 平成21年 12月 1日 未回復

男 平成21年 ‖月12日 無

姉気腫。難治性肺炎にて入院加療中で抗生剤投与

を行つていたが、インフルエンザの危険性と症状
r薔 ″離鰊、:r tt Ll口 ″手ラ筆麗各ら_

呼吸困難憎悪、発熱(374℃ ) 平成21年 ¬月13E 調達無し 非重篤 平成21年 ‖月26日 回復

女 平成21年 11月 24日 無

“

血圧 二んましん 平成21年 11月 26E 関連有リ 非菫篤 平成21年 11月 28日 回復

女 平成21年 ‖月18日 無 に管支喘息、高脂血症 喘息発作憎悪、耳鳴り、ふらつき 平成21年 11月 19日 関連有リ 非重篤 不 明 未回復

1302 男 平成21年 11月 30日 無 熙 喘息発作 平成21年 12月 1日 評価不能 非重篇 不 明 不 明

1303 女 平成21年 12月 1日 無 熙 発疹 平成21年 12月 2日 評価不能 非重篇 不明 不 明

30 女 平成21年 11月 2日 無 朦 手のしびれ、日唇の腫れ、局所異常腫脹 平成21年 同月2日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 5日 回復

1305 女 平成21年 11月 17E 無 不明 自家感作性皮膚炎の憎悪 平成21年 11月 30日 関連有り 非重篤 不明  | 不明

1300 女 平成21年 11月 20E 無 罐尿病、慢性関節リウマチ 頭病他 平成21年 11月 21日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 24日 回復

1307 女 平成21年 11月 24E 無 季節性インフルエンザワクテン接種 発熱、頭痛.咳嗽 平成21年 11月 24日 呼価不能 非重篤 平成21年 11月 27日 回復

女 平成21年 11月 24E 黒 季節性インフルエンザワクチン接種 陀熱 平成21年 11月 27甲 評価不能 非重篤 平成21年 11月 30日 軽快

i309 男 平成21年 11月 25日 無 朦 巻怠感、気分不快 平成21年 ‖月28日 評価不能 非重篤 平成21年 12月 1日 軽快

80 男 平成 21年 11月 26E 無 皓尿病、心房細動 支膚壊死、皮下血栓 平成21年 11月 26日 舅連有り 非重篤 平成21年 12月 2日 未回復

,0歳 未

"
女 平成21年 11月 28日 無 憮 Ю℃以上の発熱 平成21年 11月 30日 舅連無し 非重篤 不 明 不明

:0歳未澤 女 平成21年 11月 18日 無

=管
支喘息 ιんましん 平成21年 11月 24日 関連有 り 非重篤 平成21年 11月 30E 回 復

男 平成21年 11月 18日 無 〕OPD、 慢性気管支炎 在宅酸素療法 頂重感、倦怠感、呼吸苦 平成21年 11月 18日 評価不能 非重篤 平成21年 12月 2日 不 明

:0歳未燿 男 平成21年 11月 30日 無 嗜尿病la けを越える局所の異常腫服 平成21年 12月 1日 関連有り 非重篤 不明 不明

女 平成21年 11月 17日 無 アレルギー ιんましん 平成21年 11月 18日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 27日 回復

女 平成21年 11月 18日 無 熙 血圧上昇 平成 21年 11月 18日 関連有 り 非重篤 平成 214Fll月 18日 回 復

女 平成21年 10月 28日 無 熙 類乾癬様皮疹 平成21年 11月 3日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 24日 軽 快

10畿未洒 男 平成21年 11月 26日 無 腋 発熱、鼻汁、咳嗽 平成21年 11月 27日 膵価不能 非重篤 不明 不 明

女 平成]年 11月 28日 無 瞳屎病 発熱 平成21年 11月 30日 澪価不能 非重篤 平成21年 12月 1日 回復

1320 10歳未濶 男 平成21年 11月 23日 無 熙 嘔吐、発熱 平成21年 ‖月29日 澤価不能 非重篤 不明 不 明

1321 10歳未澤 女 平成21年 11月 26日 無 い性けいれん 発熱 平成21年 11月 26日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 27日 回復

1322 女 平成21年 ‖月6日 無
一
巖 じんましん、かゆみ 平成21年 11月 6日 調達有リ 非重篤 平成21年 11月 7日 回 復

i323 女 平成21年 11月 27日 無 綸尿病(インスリン使用中)、 脳梗書(認知症有り) じんましん、発熱 平成21年 ‖月29日 評価不能 非重篤 平成21年 12月 1日 軽 快

女 平成21年 11月 17日 無 肯リ アナフイラキシー 平成21年 11月 17日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 17日 軽 快

1325 女 平成21年 11月 16E 無 気管支喘思 その他の異常反応 平成21年 11月 17日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 20日 回復

1326 10歳未 洒 女 平成21年 12月 1日 無 てんかん 平成21年 12月 1日 評価不能 非重篤 平成21年 12月 2日 回復
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女 平成21年 :1月 21日 無 基礎疾患:MCTD じんましん 平成 21年 11月 23日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 23日 回復

30 女 平成21年 10月 29日 有 予防接種を受け具合が悪くなつたことあり ギラン・パレー症候群疑い 平成21年 11月 13E 関連有り 非重篤 平成21年 12月 9日 未回復

女 平成21年 11月 20日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 多形滲出性紅斑 平成21年 11月 25F 評価不能 非三篤 不明 未回復

1330 男 平成21年 11月 5日 無 無 アカシジア、退行、嘔吐 平成21年 11月 9日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 1l E 回復

女 平成21年 :1月 5日 無 発熱 平成21年 11月 9日 拝価不能 非二篤 平成21年 11月 11日 回復

1332 女 平成21年 11月 25日 無 姜種当日:喉の痛み、下痢ぎみ 機種都位の発赤、腫脹 平成21年 11月 20日 関連有リ 非重篤 平成21年 12月 2日 回復

男 平成21年 11月 17日 無 瞳尿病 多んましん 平成21年 11月 20日 不明 非菫歯 不明 未回復

10歳未満 女 平成21年 11月 29日 無 熙 Ю℃以上の発熱 平成21年 12月 2日 襲連無し 非菫篤 不明 不 明

男 平成21年 11月 5E 黒 朦 肝機能異常 平成21年 11月 5日 関連有り 非菫篤 不明 不明

女 平成21年 10月 26日 無
華 師 性 イン フル エ ン サ ワ クテ ン 肢 程  彗 IE沃 思 :

ur饉 栄 爺 ′゙T― イ !′ ′`席 緯 魅
下痛 .甲状腺機能克進 平成21年 10月 27日 評価不能 非菫篤 不明 未回復

10歳未澤 男 平成21年 11月 26日 無
ミ管支喘息加療中、季節性インフルエンサワクチン

付を越える局所の異常腫脹 平成21年 11月 27日 颯連有り 非■篤 平成21年 12月 2日 回復

1338 10歳未澤 男 平成21年 12月 2日 無 季節性インフルエンザワクチン機種:異常なし じんましん、喘息 平成21年 12月 2日 掲連有リ 非菫篤 平成21年 12月 2日 回復

男 平成21年 11月 25日 無 倦怠感 平成21年 11月 27E 評価不能 非重篤 平成21年 11月 28日 回復

1340 女 平成21年 11月 19日 無 気管支喘息、季節性インフルエンザワクチン接種 局所腫脹発赤、発熱 平成21年 ‖月20E 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 23日 回復

10歳未澤 女 平成21年 1:月 22日 有 気管支喘息 血管迷走神経反射 平成 21年 1:月 22日 関連無し 非三篤 平成21年 11月 22日 回復

1342 女 平成21年 11月 18日 無 気管支喘息 全身倦怠感 平成21年 11月 19日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 20日 回復

10歳未澤 女 平成21年 11月 27日 無 無 ιんましん以外の四肢の発疹 平成21年 il月 29日 澤価不能 非重篤 不 明 未回復

10歳未澤 男 平成21年 11月 27日 無 有 リ 39℃以上の発熱 平成21年 11月 28日 関連有り 非重篤 平成21年 12月 2日 回復

女 平成21年 10月 31日 無 一糠 発熱、関節痛、喘息症状 平成 21年 10月 31日 関連有り 非■篤 平成21年 11月 6日 回復

1346 10歳未澤 男 平成21年 11月 30日 無 気管支喘息 陀熱 平成21年 12月 1日 鶉連有り 非菫籠 不 明 不 明

1347 10歳未澤 男 平成21年 11月 19日 無 季節性インフルエンザワクテン機種 発熱 平成21年 11月 20日 関連有り 非■篤 平成21年 11月 20日 回復

10歳未滞 男 平成21年 11月 27E 無 疑管支喘忠 ιんましん以外の発疹 平成21年 12月 3日
旧運 石 リ
陣襦 不 絆

非菫篤 平成21年 12月 3日 回復

10歳未洒 男 平成21年 :1月 16日 無
はヽ児喘息でジングレアHE月中 季節性インフルエン

発熱 平成21年 11月 16日 下明 非■篤 平成2■年11月 18日 回 復

1350 女 平成21年 12月 2日 無 熙 膝.腰倦急感 平成21年 12月 2日 悴価不能 非■篤 平成21年 12月 8日 未回復

女 平成21年 10月 23日 無 鴨 アレルギー反応 平成21年 10月 28日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

1352 女 平成21年 10月 28日 無 熙 アレルギー反応 平成21年 10月 28E 舅連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

1353 女 平成21年 11月 10日 不明 じんましん(胸、頭部) 平成21年 11月 10E 評価不能 非菫篤 平成21年 11月 11日 回復

20 女 平成21年 10月 30日 無
アレルギー反応 平成21年 10月 31E 評価不能 非重篤 平成21年 10月 31日 回復

30 女 平成21年 10月 29日 無 無
一膵 平成21年 10月 29日 評価不能 非重

“

平成21年 10月 30日 回復

1356 女 平成 21年 11月 10日 無 無 大腿部に約10センチの膨隆疹 平成21年 ‖月10日 不明 非重篤 平成21年 11月 1l E 回復

1357 女 平成21年 10月 30日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 発熱383℃ 平成21年 11月 1日 呼価不能 非重篤 平成21年 ‖月5日 回復

男 平成 21年 11月 20日 不 明 二んましん 平成 21年 11月 23日 関連有リ 非■篤 平成21年 11月 25日 1  回復

卜
ヽ



Ч0 輸
Ｑ

性別 奎種日
同時
接種

餞礎疾患(持病)、 他の予防接種など 副反応の内容 目1反応発生日
医療機関による
コ果関係 重篤度 に帰日 隈帰内容

1359 女 平成21年 10月 27日 無 熙 アナフィラキシー 平成21年 10月 28日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成21年 10月 30E 無 罹 アナフィラキシー 平成21年 10月 31日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 15日 軽快

女 平成21年 10月 30E 熙 熙 アナフイラキシー 平成 21年 10月 31日 評価不能 非菫篤 平成 21年 11月 30E 回 復

90 女 平成21年 11月 24日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 アナフィラキシー 平成21年 ‖月24日 平価不能 非重篤 平成21年 12月 3日 回復

1363 男 平成21年 12月 2日 無
五管支喘思、既往 :じんましん、ホルタレンy、 口千し

全身の発疹(痛痒をともなう) 平成21年 12月 2日 関連有り 非重篤 平成21年 12月 2日 回 復

女 平成21年 11月 2日 不 明
季節性インフルエンザワクチン接種、既往 :1歳時に

頂痛 平成21年 11月 2日 評価不能 非重篤 平成21年 ‖月3日 軽快

10歳未濶 男 平成21年 11月 24日 無
1/7と母がインフルエンサA、 季節性インフルエ
‐́同わ二 ′ヽ建露

“

盆 ロロぼ性幽口燕空希 ιんましん 平成21年 11月 24日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 24日 回復

男 平成21年 11月 25日 無 現在腫れがあるが特別なことではない 末梢神経障害 平成21年 11月 26日 澤価不能 非重篤 平成21年 12月 3日 未回復

女 平成21年 12月 2日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 全身の痛痒感 平成21年 12月 2日 評価不能 非重篤 不明 不明

男 平成21年 11月 16日 不 明 賦管支喘息 右撓骨神経麻痺 平成21年 11月 17日 関連有り 非重篤 不明 不明

女 平成21年 10月 29日 有 脈 39℃以上の発熱 平成劇年10月 31日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 2日 回復

1370 男 平成21年 10月 20日 無 無 薬疹 平成21年 10月 21日 舅連有リ 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成21年 10月 20日 無 一巌 妾種部位発赤、微熱 平成21年 10月 20日 舅連有リ 非重篤 平成21年 10月 21日 回復

:0歳未灌 男 平成21年 ‖月27日 無
昨年の季節性インフルエンザワクチン接種でも同村
二腫脹有り 日本脳炎機種歴 ネフローゼ症候群

けを越える局所の異常腫脹 平成21年 11月 28E 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 30日 未回復

1373 女 平成21年 11月 25日 無 熙 感冒症状、機種部 :腫服、発赤 平成21年 11月 25日
り
鮨

有
ス

運
猛

関
誕

非重篤 不明 未回復

女 平成21年 11月 25日 無 職 神経障害、腫脹 平成21年 11月 25日 関連有り 非菫篤 平成21年 11月 30日 軽快

10歳未満 男 平成21年 12月 lE 無 季節性インフルエンザワクチン接種 皓熱 平成21年 12月 2日 評価不能 非重筋 平成21年 12月 3日 回復

i376 10晟未澤 男 平成21年 11月 27E 無 熙 ワクチン機種後)高熱持続 平成21年 11月 28日 評価不能 非重篤 平成21年 12月 2日 回復

1377 10歳未澤 女 平成21年 ‖月28E 無 季節性インフルエンザワクチン接種 Ю℃以上の発熱、けいれん 平成21年 12月 3日 評価不能 非重篤 不明 不明

女 平成21年 11月 30日 無 熙 ギランパレー症候群 平成21年 12月 3日 鶉連有り 非重篤 不明 不 明

1379 10歳未洒 女 平成21年 12月 1日 無
析型 インフル エンザ ワクテン接 種 (11/24,:テ ンカニ

ェ′n●曇 ‐  ヽol■●  多 ハ ル姜 :士 El:応 点 自饉l

発熱 平成 21年 12月 2日 関連 有 り 非菫篤 平成21年 12月 5E 回復

1380 女 平成21年 11月 18日 無 アレルギー 二んましん 平成21年 11月 18日 不明 非重篤 平成21年 11月 19日 回 復

男 平成21年 12月 2日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 発熱 不 明 不明 非重篤 不明 軽快

1382 女 平成21年 11月 17日 無 熙:過去のインフルエンザで異常なし 水疱性発疹症 平成21年 11月 19日 専価不能 非重篤 平成21年 12月 3日 未回復

1383 10歳未瀾 女 平成21年 11月 30日 無 熙 〕9℃以上の発熱 平成2:年 12月 3日 椰価不能 非重篤 不明 不 明

1384 10歳未澤 女 平成21年 11月 24日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 :2回 じんましん 平成21年 11月 26日 関連有り 非重 篤 平成21年 12月 l日 回復

1385 女 平成21年 11月 10日 無 無 リンパ節腫脹、浮腫、単純疱療 平成21年 11月 12日 関連有り 非重篤 平成21年 12月 1日 軽 快

男 平成21年 11月 30日 無 甲状腺機能低下症、狭心症、前立腺癌 発熱 平成21年 12月 2日 評価不能 非重篤 不明 不明

女 平成21年 11月 26日 無 無 下痢、lE吐 平成21年 11月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 28日 回復

女 平成21年 11月 13日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 動悸、悪心 平成21年 11月 13E 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 13日 回 復

女 平成21年 11月 16日 無 無 全身倦怠感 平成21年 ‖月16E 関連有り 非重篤 平成21年 11月 18日 回復

一
ｕ
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女 平成21年 11月 25日 無 朦 頂痛、筋肉痛 平成21年 11月 26日 鳴連有り 非重篤 平成21年 11月 29日 回復

女 平成21年 11月 25E 無 腋 頑痛、筋肉痛 平成21年 11月 20日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 29日 回復

10歳未滞 男 平成21年 11月 30日 無 胴、牛乳アレルギー(lEE― RASTク ラス3) 発熱、せん妄 平成21年 12月 lE 評価不能 非ユ篤 平成21年 12月 2日 回復

1393 40 女 平成21年 11月 5日 無 熙 左前腕尺側神経炎 平成21年 11月 6E 関連有り 非重篤 不明 未回復

男 平成21年 12月 3日 無 墜礎疾患:関 節リウマチ 発汗、気分不良 平成21年 12月 3E 関連有り 非重篤 平成21年 12月 3日 軽快

i395 男 平成21年 11月 27日 無 季節性インフルエンザワクテン機種 39℃ 以上の発熱 平成21年 11月 28E 評価不能 非重篤 平成21年 12月 4日 回 復

女 平成21年 11月 25日 無 じんましん様発疹、全身のチクチク感 平成21年 11月 25E 評価不能 非重篤 平成21年 12月 4日 軽快

!0歳未鷲 女 平成21年 12月 4日 無 でんかん、季節性インフルエンザワクチン接種 呼吸困難、全身倦怠 平成21年 12月 4E 評価不能 非重篤 平成21年 12月 4日 回復

10歳未洒 男 平成21年 12月 4日 無 気管支喘息 喘息発作 平成21年 12月 4日 評価不能 非重篤 平成21年 12月 4日 回復

1399 女 平成21年 11月 16日 黒 熙 下痢症 平成21年 11月 18日 評価不能 非二篤 平成21年 11月 19日 回復

10歳未満 女 平成21年 11月 30日 有 無 口幹 (主に臀部)の 発赤疹 平成21年 12月 2日 関連有り 非重篤 平成21年 12月 4曰 未回復

:0歳未洒 女 平成21年 11月 11日 無 漬面神経麻痺 平成21年 11月 11日 関連無し 非菫篤 平成21年 11月 15日 未回復

10歳未澤 女 平成21年 11月 25日 無 喘息 アナフィラキシー 平成21年 11月 25日 関連有り 非重篤 平成21年‖月25日 軽快

1403 10歳未澤 男 平成21年 11月 25日 無 薬や食品によるじんましん アナフイラキシー 平成21年 11月 25日 関連有り 非菫篤 平成21年 11月 25ロ 軽快

1404 女 平成21年 1,月 20日 無 無 発熱 平成21年 11月 21日 澤価不能 非菫篤 平成21年 11月 22E 回復

1405 女 平成21年 12月 2日 無 邑性]b不全 こんましん 平成21年 12月 3日 蜀連有り 非■篤 不明 不明

i406 女 平成21年 12月 3日 無 ロキソニン錠、ポルタレン錠にてアレルギー歴あリ 隆度アナフィラキシー反応 平成21年 12月 3日 関連有リ 非二篤 平成21年 12月 3F 軽快

女 平成21年 11月 ‖日 不明 発熱、肺炎 平成21年 11月 12日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 24日 軽快

10歳未洒 男 平成21年 11月 20日 無 熙 発疹 平成21年 ‖月20日 舅連有り 非重篤 平成21年 ‖月21F 軽快

1409 :0歳未消 女 平成21年 12月 4日 無 季節性インフル じんましん 平成21年 12月 4日 評価不能 非重篤 不明 不 明

10歳未 澤 男 平成21年 11月 30日 有 じ性リンパ性白血病 {ヒ学療法中 二んましん 平成21年 11月 30日 関連有リ 非重篤 平成21年 12月 2日 回復

男 平成21年 11月 23日 無
乳児 期 より■ フ アレル 千 ― 、アトに一 圧 反 ,口 食 、ユ Ю℃以上の発熱 平成21年 11月 29日 舅連有り 非重篤 平成21年 11月 30日 回 復

男 平成21年 10月 29日 無 喘息、季節性インフルエンザワクテン機種 E寒、戦慄、発熱、嘔吐 平成21年 10月 31日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 31日 回復

:0歳未

"
女 平成21年 12月 4E 無 季節性インフルエンザワクテン機種 司部腫脹、発熱 平成21年 12月 4日 目違 有 り(胆

非重篤 不 明 不明

10歳未浦 男 平成21年 12月 6E 無
119:季 節性インフルエンザワクテン接種により、じ

二んましん 平成2i年 12月 6日 98連有り 非重篤 平成2:年 12月 6日 回復

10歳未濃 男 平成21年 11月 19E 無
季節性インフルエンザワクチン接種 MRで発疹、烈

嘔吐 平成21年 11月 20日 関連有リ 非菫篤 平成21年 11月 20日 回 復

女 平成21年 ‖月1l E 無 アレルギー反応:スギ花粉、香辛料 その他通常では見られない異常反応 平成21年 11月 ‖日 lT価不能 非重篤 不明 不明

女 平成21年 12月 2E 無 無 ιんましん 平成21年 12月 2日 関連有り 非重篤 平成21年 12月 2日 回復

女 平成21年 12月 4日 無 嵐管支喘息 19℃以上の発熱 平成21年 12月 7日 関連有り 非重篤 平成2:年 12月 7日 軽快

女 平成21年 li月 26E 無 無 アナフイラキシー 平成 21年 ‖月25日 関連有り 非重篤 平成21年 12月 1日 回復

女 平成烈年11月 6日 無 19℃以上の発熱 平成,年 11月 6日 員運有り 非菫篤 平成21年 11月 8日 回復

1421 10歳未澤 女 平成21年 11月 21E 無 季節性インフルエンザワクテン接種 発熱 (38℃台) 平成21年 ‖月22日 評価不能 非二篤 平成 21年 ‖ 月30日 回復
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1422 10歳未澤 女 平成21年 11月 21E 無
季師性 インフルエンサ ワクテン積程 (2回 日)基礎秩

姜種箇所腫脹、発赤 平成J年 11月 21日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 24日 回復

女 平成21年 12月 4日 無 熙 議種部位の発赤、鼻汁、倦怠感 平成21年 12月 5日 関連有り 非菫篤 平成21年 12月 8日 未回復

女 平成21年 12月 4日 無 何り→アレルギー性皮膚炎 接種部位の発赤、硬結 平成21年 12月 5日 関連有り 非重篤 平成21年 12月 8日 未回復

1425 男 平成21年 11月 26日 無 日出血術後 目識混濁 平成21年 11月 26日 肝価不能 非重篤 不明 回復

1426 男 平成21年 11月 19日 無 季節性インフルエンザワクチシ機種 熱感 平成21年 11月 19日 舅連有り 非重篤 平成21年 11月 21日 回復

1427 20 女 平成21年 11月 30日 無 巌 39℃ 以上の発熱 平成21年 12月 1日 関連有り 非重篤 平成21年 12月 2日 回 復

男 平成21年 11月 17日 無 朦 発熱(392℃ ) 平成21年 11月 17日 狙連有り 非重篤 平成21年 11月 24日 回復

男 平成21年 11月 13日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 軽度ショック様症状、呼吸障害 平成21年 11月 13E 18違有り 非重篤 平成21年 11月 14日 回復

00 男 平成21年 11月 24日 無 19℃以上の発熱 平成21年 11月 26E 評価不能 非重篤 平成21年 12月 1日 回復

女 平成21年 ‖月18日 無
急性膵炎:現在は仮性のう胞を残しているものの治

「
機能障害 平成21年 11月 19E 関連有り 非重篤 不明 未回復

1432 女 平成21年 12月 4日 無
季師性 インフルエンサ ワクテン積極 :このときは間 両目周囲の皮膚の発赤、腫脹、痛痒 平成21年 12月 4E 関連有り 非重篤 平成21年 12月 4日 回復

男 平成21年 11月 19日 無 同不全症候群、心不全 その他の神経障害 平成21年 11月 21日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 26日 回復

男 平成21年 ‖月25日 無 更秘にてセンノサイドで使用中 下痢 (軟便 ) 平成21年 11月 26日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 27日 回復

女 平成21年 12月 7日 無
鮨思 、季師饉 インフルエンサ ワクテンは榎 :局郡 か

アナフィラキシー(軽度 ) 平成21年 12月 7日 関連有リ 非重篤 平成21年 12月 7日 軽快

10歳未瀾 男 平成21年 11月 20日 無 罹 熱発 平成21年 ::月 20日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 21日 軽快

1437 10歳未洒 女 平成21年 12月 5日 無
1121季 節性インフルエンザワクチンと新型インフル
Tヽ ′千 ■ ら ‐ ′`m藤 盤 嬌

うんましん 平成21年 12月 5日 野連有り 非重篤 平成21年 12月 7日 回復

女 平成21年 ‖月20E 無 基礎疾患:、 肝硬変、縮尿病 発熱、下痢 平成21年 11月 21日 呼価不能 非重篤 平成21年 12月 4日 回復

10歳未澤 女 平成21年 12月 3E 無 薇 弓所発赤 腫服 熱感 疼痛 平成21年 12月 4日 評価不能 非重篤 不明 不 明

1440 10歳未澤 女 平成21年 11月 28日 無 アレルギー 支疹 平成 21年 11月 28日 関連有り 非重篤 平成21年 12月 5E 回復

1441 10歳未澤 男 平成21年 12月 1日 無 気管支喘息 Ю℃ 以上の発熱 平成21年 12月 3日 評価不能 非重篤 平成2:年 12月 7日 回復

1442 10歳未 澤 男 平成21年 12月 3日 無
季節性インフルエンサワクテン臓4E:― ケ月以上維
馴 でいるボ曰諄で行ら

二んましん 平成21年 12月 4日 不 明 非重篤 平成21年 12月 7日 未回復

10歳未澤 女 平成

"年
11月 18日 無 熙 ,9° C以上の発熱 平成21年 11月 19日 評価不 能 非重篤 平成21年 11月 19日 回 復

1444 10歳締 男 平成21年 12月 3日 無 皐節性インフルエンザワクテン接種 二んましん 平成21年 12月 4日 評価不能 非重篤 平成21年 12月 7日 回復

1445 女 平成21年 10月 23日 無 熙 発疹 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 27日 軽快

1446 女 平成21年 10月 20日 無 局所の腫脹、かゆみ 平成21年 10月 20日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 24日 軽快

女 平成21年 12月 3日 無 アレルギー性鼻炎 全身倦怠感、めまい 平成21年 12月 3日 月連有り 非重篤 平成21年 12月 4日 回 復

:448 10歳未澤 男 平成21年 12月 7日 無
1回 日の新型インフルエンサワクテン繊種では職晨 局所の異常腫脹 平成21年 12月 8日 関連有り 非重篤 平成21年 12月 8日 未回復

1449 女 平成21年 11月 5日 無 熙
平成21年 11月 5日 舅連有リ 非重篤 不明 不明

1450 10歳未 洒 男 平成21年 12月 7日 有
11/14季節性。新型インフルエンサワクテン1回 日同

不 明 平成21年 12月 7日 評価不能 非重篤 平成21年 12月 8日 回復

女 平成21年 12月 5日 無 無 不詳 平成2:年 12月 6日 関連有リ 非重篤 平成21年 12月 8日 回 復

男 平成21年 ‖月24日 無 アレルギー歴有り 生き気 平成21年 11月 24日 評価不能 非二篤 平成21年 11月 24日 回復

ヽ
ヨ
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1453 10歳未澤 女 平成21年 12月 5日 無

アレルギーツヽ ウスダスト、ダニ、猫、大、スギ、ヒノ

キ 他院:小児科(すぎた子どもクリニック)紹介に
て接薇する

IE吐 .発熱 平成21年 12月 7日 関連有り 非重篤 平成21年 12月 8日 回復

1454 女 平成21年 ‖月26日 無
F師性インフルエンサ ワクテン機種 、 言研証 :穂

発疹 平成21年 11月 26日 舅連有り 非重篤 平成21年 12月 7日 軽快

女 平成21年 10月 28日 無 檬 面下肢の発疹 平成21年 10月 28日 口運有り 非重篤 平成21年 ‖月2日 回復

女 平成21年 10月 30E 無 無 頂痛.倦怠感 平成21年 10月 31日 関連有リ 非菫篇 平成21年 11月 2日 回復

20 女 平成21年 10月 30日 無 朦 む怠感、感冒症状、頭痛 平成21年 10月 31日 日連有り 非重篤 平成21年 11月 4日 回 復

1458 女 平成21年 10月 30日 無 熙 頑痛、倦怠感 平成21年 10月 31日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月2日 回復

女 平成21年 10月 30日 無 熙 発熱 平成21年 11月 1日 不明 非重篤 平成21年 11月 1日 回復

1460 女 平成21年 ,0月 30日 無 熙 階怠感、喉頭痛、頭痛、発熱 平成21年 11月 2日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 5日 軽快

女 平成21年 11月 2日 無 季節性インフルエンザワクテン機種 発熱 平成21年 ‖月2E 関連有り 非重篤 平成21年 11月 14日 回復

女 平成21年 11月 2日 黒 熙 頭痛、倦怠感 平成21年 11月 3E 不明 非■篤 平成21年 11月 3日 回復

1463 20 女 平成21年 11月 2日 無 熙 リンバ節饉服、倦怠感、頭痛 平成21年 11月 3日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 4日 回復

1464 10歳未 滞 女 平成 21年 12月 5日 無 無 19℃以上の発熱 平成21年 12月 5日 関連有り 非重篤 平成21年 12月 7日 回復

女 平成21年 ‖月21日 無 慢性閉塞性肺疾患(COPD) 預面紅潮、霧現 平成21年 11月 21日 月連有リ 非重篤 平成21年 11月 21E 回復

1460 女 平成21年 12月 4日 無 アナフイラキシー 不明 舅連有り 非重篤 平成21年 12月 4E 回復

女 平成21年 12月 4日 無
聾礎疾患:MMK季 節性インフルエンサワクテンは

発熱、胸苦.めまい 平成21年 12月 4日 舅連有り 非重篤 平成21年 12月 5日 回 復

1468 女 平成21年 12月 4日 無
~

熙 陀熱、関節痛、空咳 平 成21年 12月 5日 評価不能 非重篤 平成烈年12月 7日 回復

男 平成21年 12月 lE 無 てんかん、精神運動発達遅滞、喘息 ナいれん 平成21年 :2月 3日 評価不能 非重篤 平成21年 12月 3日 回復

男 平成21年 11月 26E 無
アレルギー:薬、食品 季節性インフルエンサワク

頂面発赤 平成21年 11月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 12月 8日 回復

男 平成21年 11月 28日 無 騒住:悪性リンパ腺腫 発熱 平成2i年 11月 28日 関連有り 非重篤 平成21年 12月 1日 回復

女 平成21年 1:月 13日 無 鴨 発熱 、接種部痛 平成21年 11月 13日 関連有り 非重篤 平成21年 1:月 14日 回 復

女 平成21年 10月 22日 無 熙 頭痛、倦怠感、鼻汁 平成21年 10月 22日 舅違有り 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

男 平成21年 11月 25日 無 L礎疾忠あり 発熱 平成21年 11月 25日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 27日 回 復

女 平成21年 10月 23日 無 熙 湿疹、転燥K皮膚アレルギマ様) 平成21年 10月 24E 評価不能 非重篤 平成21年 10月 28日 回復

女 平成21年 12月 1日 無 熙 じんましん 平成21年 12月 lE 調達有り 非重篤 平成芝1年 12月 8日 回 復

1477 20 女 平成21年 11月 27日 不 明 二んましん 平成21年 11月 27日 関連有り 非菫篤 平成21年 ‖月30日 回 復

1478 lo歳未澤 女 平成21年 12月 3日 無
新型インフルエンザ ワクチン接種 :1回 日 季節 Eイ
しつ

“

7́｀′ギ リ々手ラ棒簿
19℃以上の発熱 平成 21年 12月 4日 関運有 リ 非菫篤 平成21年 12月 7日 回 復

女 平成21年 12月 4日 無 無 発熱 平成21年
'2月

5日 評価不能 非菫篤 平成21年 12月 5日 回復

10歳未瀾 男 平成21年 12月 4日 無 アレルギー ]9℃以上の発熱 平成21年 12月 4日 評価不能 非重篤 不 明 不明

男 平成21年 12月 5日 無 L礎疾患 嘔吐(5回 以上) 平成21年 12月 5日 不明 非菫鮨 平成2:年 12月 6日 回復

女 平成21年 12月 1日 無 賦管支喘忠 頭がぼ一つとした、口唇のしびれ 平成21年 12月 1日 評価不能 非菫篤 平成21年 12月 1日 回復

1483 女 平成21年 12月 1日 無 尋所反応(発赤、腫眼、熱感) 平成21年 12月 3日 覺連有り 非■協 不明 不 明

一
∞



嗜0 輸
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性別 壼種日
時
籠

同
梓 基礎疾患(持病)、 他の予防機種など 目1反応の内容 El反 応発生日

医療機関による
因果関係 重篤度 転帰日 に帰内容

男 平成劇年,2月 18日 無 熙 嘔気 平成21年 12月 18日 評価不能 非重篤 平成21年 12月 19日 回復

70 女 平成21年 12月 5E 無 歯血圧 熟感、及び血圧上昇 平成21年 12月 5日 関連有り 非重篤 平成21年 12月 5日 回復

1486 女 平成21年 11月 25日 無
一
憮 本がチクチクする 平成21年 11月 26日 評価不能 非菫篤 平成21年 12月 7日 未回復

:487 女 平成21年 12月 4日 無 SLEで 入院治療中(ステロイド+) 陪熱、全身の発疹 平成21年 12月 4日 評価不能 非重篤 平成21年 12月 7日 未回復

女 平成21年 12月 7日 無 熙 発熱、呼吸困難 平成21年 12月 7日 関連有り 非重篤 平成 21年 12月 9日 回 復

10歳未満 女 平成21年 11月 20日 無
10/28季節性インフルエンサワクチン援種 11/6日
キ 嘔 火 門 わ 二 腱` ‐ 11ノ 1■ 口 大 lM^口 ら ‐ 地` 緒

〕9℃以上の発熱、じんましん 平成21年 11月 21日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 30日 軽快

1490 男 平成21年 12月 7日 無 檬 膨疹、発赤、かゆみ 平成21年 12月 7日 鳴連有り 非重篤 平成21年 12月 7日 回復

男 平成21年 12月 4日 無 巖 注射部位の限局性の発赤、かゆみ 平成21年 12月 4日 関連有り 非重篤 平成」1年 12月 4日 回復

10歳未澤 女 平成21年 12月 9日 無 無 ―過性呼吸障害 平成21年 12月 9日 舅連有り 非重篤 不明 回復

1493 10歳未澤 男 平成21年 12月 2日 無 有 り じんましん 平成21年 12月 2日 調連有り 非重篤 平成21年 12月 2日 回復

:494 女 平成21年 11月 26日 無 インフルエンザA型 平成21年 12月 2日 評価不能 非重篤 不明 不明

1495 10歳未瀾 男 平成21年 12月 7日 無 熙 急性じんましん 平成21年 12月 7E 評価不能 非重篤 平成21年 12月 8日 回復

男 平成21年 12月 7日 無 l■性腎不全(血液透析施行中)、 尺動脈弁逆流症 ショック(血圧16下 ) 平成21年 12月 7E 評価不能 非重篤 平成21年 12月 7日 回復

10崚未澤 男 平成21年 12月 5日 無 熙 発熱 385℃ 平成21年 12月 5E 評価不能 非重篤 平成21年 12月 9日 回復

:0歳未澤 男 平成21年 12月 8日 無 E気 平成21年 12月 9日 評価不能 非重篤 平成21年 12月 9日 回 復

1499 男 平成21年 12月 5日 無 彙性腎不全 港怠感 平成21年 12月 6日 関連有り 非重篤 平成21年 12月 6日 回復

1500 男 平成21年 12月 9日 無 アレルギー:ピリン系tペニシリン系、造影剤 Dぼせ感 平成21年 12月 9日 不明 非重篤 平成21年 12月 9日 軽快

10歳未澤 女 平成21年 12月 6E 無 ポリオ、下剤 た熟 平成21年 12月 9日 詢連有り 非重篤 不明 不明

女 平成21年 10月 22E 無 鷹 E吐 、発熱 平成 21年 10月 22日 不明 非重篤 平成21年 10月 23E 回復

'503
女 平成21年 10月 28日 無 うまい、嘔吐 平成21年 10月 28日 不 明 非菫篤 平成21年 10月 29E 回 復

1504 女 平成21年 10月 26日 無 0/16ご ろ子どもが新型インフルエンザにかかる 嘔吐、下痢 平成21年 10月 26日 不明 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

1505 女 平成21年 10月 22日 不 明 熙 ιんましん 平成21年 :0月 24日 評価不能 非重篤 平成21キ :0月 30日 回 復

1506 :0歳未潤 男 平成21年 12月 8日 無 季節性インフルエンザ 発熱、咳 平成21年 12月 10日 関連無し 非重篤 不明 不明

1507 女 平成21年 11月 9日 有 熙
jんましん 平成21年 11月 9日 関連有リ 非重篤 不 明 不 明

1508 10燿未澤 男 平成21年 12月 7日 無

1:/301回 日の新型インフルエンザワクチン接種、毎

年の季節性インフルエンザワクチン機種では日1反

応無し。アレルギー:卵 .卵白制限中

口周囲発疹、発赤 平成21年 12月 7日 野連有り 非重篤 平成21年 12月 9日 回復

:509 男 平成四年‖月24日 無 季節性インフルエンザワクチン接種 古上肢のこわばり感、右大腿の発疹 平成21年 ‖月25日 関連有り 非重篤 不明 回復

女 平成21年 10月 21日 無 鶏肉によるじんましん じんましん 平成21年 10月 21日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成21年 10月 20日 無
3型慢 性肝 炎、稲原属 、高 皿 L症 、アレル千― lI昇 じんましん 平成21年 10月 20E 調達有り 非重篤 平成21年 10月 25日 回復

1512 女 平成21年 11月 20日 無 気管支喘息 姜種部位 発赤 痒み あり 平成 21年 11月 23E 関連有り 非重篤 平成21年 11月 27日 回復

!0歳未瀾 女 平成21年 12月 9日 無
季節性インフルエンザワクチン授種 アレル千―

熙熱性けいれん 平成21年 12月 9日 評価不能 非重篤 平成21年 12月 10日 回復

女 平成21年 12月 9日 無 気管支喘息 喘息発作 平成21年 12月 9日 関連無し 非重篤 平成2!年 12月 9日 軽快

い
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性別 ま種日
時
種

同
接

平成21年 12月 5日 下明 非重篤 平成21年 12月 7日 回復

1515 10歳未満 男 平成21年 12月 4E 無 気管支喘息 発熱

1516 10歳未澤 男 平成21年 11月 13日 無 季節性インフルエンザワクチン機種 ιんましん 平成21年 11月 18日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 19日 回復

1517 10歳未満 男 平成21年 12月 8日 無 12/7より鼻水 BT36 84℃ 心肺・口腔異常なし 39度 以上の発熱 平成21年 12月 10日 評価不能 非重篤 不明 不明

男 1「成21年 10月 22日 無 無 神経障害 平成2i年 10月 22日 関連有り 不 明 平成21年 11月 5日 回復

平成21年 11月 6日 不明 不明 平成21年 11月 8日 回復

女 平成21年 11月 5日 無 アトピー性皮膚炎、腎孟賢炎、尿 路 結 石 顔と両上腕に発赤疹

1520 10歳未清 男 平成21年 ‖月17日 不明
罰在関連性てんかん、気管叉喘思、たにアレル

′_                   ____
じんましん 平成21年 11月 17日 不 明 不 明 平成21年 ‖月17日 軽快

んましんと思われる症状 平成21年 11月 12日 関連有り 不明 平成21年 11月 25日 未回復

1521 女 平成21年 11月 4日 無 季節性インフルエンザワクチン機種

不明 嶋連無し 不明 不 明 不明

1522 女 平成 21年 11月 24日 不 明
下瘤

)っ血性心不全、腎不全 季師性インフルエンサ 'ノ
39℃ 以上の発熱 平成 2:年 11月 18日 評価不能 不 明 平成21年 11月 20日 軽快

不明
男 平成21年 11月 17日 無

lT機能障害 平成2i年 11月 13E 評価不能 不明 平成21年 12月 3日

1524 女 平成21年 11月 11日 無 季節性インフルエンザワクチン接種

摩疹 平成21年 11月 21日 関連有り 不 明 平成21年 12月 1日 軽快

‐ ５２５

一

‐５２６

一

‐ ５２７

女 平成21年 11月 21日 無
晨性腎不全(稚将透前)、 平un圧 4
ウ手ン博 種       ____

平成21年 12月 1日 関連無し 不明 平成21年 12月 4E 回復

10歳未澤 男 平成21年 11月 30日 無 無
発 熱

平成21年 11月 26日 椰価不能 不 明 不明 不 明

女 平成21年 11月 25日 無 産理 薪
疹・じ

t更
本EE不 良、鼻水 喘鳴

平成21年 10月 29日 30運有り 不 明 平成2:年 10月 30日 回復

女 平成21年 10月 29E 無
10/7B型 肝炎ワクチンの機種、アレルギー体質(カ アナフイラキシー様症状

曳下血踵、眼嵩リンパ節腫脹 平成21年 12月 1日 関連有り 不 明 平成21年 12月 8日 未回復

10歳未静 女 工 静 ,1生 11日 30日 無 気管支喘息、アレルギー性鼻炎

L礎疾患:非結核性抗酸画症(歌 IIE'1年 以円の
由 火

“

仕 ヽ 童 而 r
全身発疹 平成21年 ‖月30日 評価不能 不明 不明 不 明

女 平成21年 11月 27日 無

馨襦嵩」譜裂巨填7`ツビ幡二月‖
X洞不全症候 舅連無し 不明 不 明 不 明

女 平成21年 12月 1日 無
平成 21年 12月 2

平成21年 12月 4日 関連有リ 不明 平成21年 12月 5日 回 復

10歳 未澤 女 平成21年 12月 4日 無 無
アレルギー反応

平成21年 12月 6日 不明 不明 不明 不 明

1533 10歳未澤 女 平成21年 12月 5日 無 熙
吋関節を越える腫服

平成21年 11月 10日 不明 不明 平成21年 11月 11日 軽快

女 平成21年 11月 9E 無 服
陪汗、喉頭痛、咳嗽、倦恵騒、鼻オ

〕9°C以上の発熱 平成21年 :2月 8日 評価不能 不明 不明 不 明

10歳未澤 男 平成21年 12月 7日 無 口じl肉に

'が
大僣 に羅違

インフルエンザA型発症 平成21年 12月 9日 評価不能 不明 不 明 不明

1536 女 平成21年 12月 2日 無 照

平成21年 12月 2日 不明 不明 平成21年 12月 9日 不 明

1537 女 平成21年 12月 1日 不明 夏燿亀皇常量
:詔

    [霰

群ヽ呂皿L延 紅色皮疹(胸部、左頚部、両下腿

平成21年 11月 23E 関連有り 不明 平成21年 ‖月27日 回復

1530 女 平成21年 11月 20日 無 朦
本部痛、発熱、胸痛

ｕ
Ｏ
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参 考 資料 1-2 1

アナフィラキシーの分類評価

出典 : Ruggeberg JU et al.BttghtOn Co‖ abOraJon Ahaphゾ a対 s WOrking Group.Anaphyla対 s case deflntion
and gu:de:ines.for data co‖ ecJon,ana:ysis,and presentation ofinlmunization safety data.Vaccine.2007 Aug

l:25(31):5675-84.Epub 2007 Mar 12.

5681頁より

※ アナフィラキシーの5カテゴリー

症例定義と合致するもの
ロ カテゴリー(1)レベル1:《 アナフィラキシーの症例定義 》参照
ロ カテゴリT(2)レベル2:《 アナフィラキシーの症例定義 》参照
ロ カテゴリニ(3)レベル3:《 アナフィラキシーの症例定義 》参照

症例定義に合致しないもの (分析のための追加分類)

ロ カテゴリー(4)十分な情報が得られておらず、症例定義に合致すると判断できない
ロ カテゴリー(5)アナフィラキシーではない(診断の必須条件を満たさないことが確認されている)

5679頁 2.よ り

《アナフィラキシーの症例定義
(注意)随伴症状を考慮した上、報告された事象に対して他に明らかな診断がつかない場合に適応される。

◆ 全てのレベルで確実に診断されているべき事項 (診断の必須条件 )

□ 突然発症 AND
□ 徴候及び症状の急速な進行  AND
□ 以下の複数(2つ 以上)の器官系症状を含む

レベル 1:

01つ 以上の (Mttor)皮膚症状基準 AND
01つ 以上の (Mttor)循環器系症状基準 AND/OR lつ 以上の (Mttor)呼 吸器系症状基準

レ ミ́リレ2:

01つ 以上の (Mttor)循環器系症状基準 AND lつ以上の(Mttor)呼吸器系症状基準 OR
01つ 以上の (M●or)循環器系症状基準 OR lつ 以上の(Mttor)呼吸器系症状基準 AND
01つ 以上の異なる器官 (循環器系もしくは呼吸器系以外)の 1つ以上の(MinOr)症状基準 OR
O(1つ 以上の(Mttor)皮膚症状基準)AND

(1つ以上の (MinOr)循環器系症状基準 AND/OR(Mhor)呼 吸器系症状基準 )

レベ ル 3:

01つ 以上の (MinOr)循環器系症状基準 OR呼吸器系症状基準 AND
02つ 以上の異なる器官/分類からの1つ 以上の (Minor)症状基準

《M」or基準 》
皮膚症状 /粘 膜症状

□ 全身性毒麻疹 もしくは 全身性紅斑
□ 血管浮腫 (遺伝性のものを除く)、 局所もしくは全身性
□ 発疹を伴う全身性掻痒感

循環器系症状
□ 測定された血圧低下
□ 非代償性ショックの臨床的な診断 (少なくとも以下の3つの組み合わせにより示される)

○ 頻脈
O毛 細血管再充満時間 (3秒より長い)

○ 体幹部の脈拍微弱
0意 識レベル低下 もしくは 意識消失
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呼吸器系症状
□ 両側性の喘鳴 (気管支痙攣)

□ 上気道性喘鳴
□ 上気道腫脹(唇、舌、喉、日蓋垂、喉頭)

□ 呼吸窮迫一以下の2つ以上

0頻 呼吸
O補 助的な呼吸筋の使用増加(胸鎖乳突筋、肋間筋等)

O胸 部陥凹
0チ アノーゼ
O喉 音発生

《Mhor基準 》
皮膚症状 /粘 膜症状

□ 発疹を伴わない全身性掻痒感
□ 全身がちくちくと痛む感覚
□ 接種局所の華麻疹
□ 有痛性眼充血

循環器系症状
□ 末梢性循環の減少 (少なくとも以下の2つの組み合わせにより示される)

○ 頻脈 and

O血 圧低下を伴わない毛細血管再充満時間 (3秒より長い)

○ 意識レベルの低下
呼吸器系症状

□ 持続性乾性咳嗽
□ 頃声
□ 喘鳴もしくは上気道性喘鳴を伴わない呼吸困難
□ 咽喉閉塞感     :
□ くしやみ、鼻汁

消化器系症状
□ 下痢
□ 腹痛
□ 悪心
□ 嘔吐

臨床検査値
□ 通常の上限以上の肥満細胞トリプターゼ上昇
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Appendx A 症例定義―診断基準レベルを適切に判断するための参考資料

代替様式として、下に示すアルゴリズムはアナフイラキシーが疑われる症例の症例定義一診

断基準レベルの適切な判断の一助となる。

ステップ1) 季]「じ異罫藝奮蓑r壼ビ7ナ
フィラキシーが疑われる兆候から、診断基準のカ

晒 or基」隼 Mhor基準

□   皮膚症状&粘膜症状      □    皮膚症状&粘膜症状

□   循環器系症状

□   呼吸器系症状

□    循環器系症状

□    呼吸器系症状

□    消化器系症状

□    臨床検査値

‐

ステップa震 僧猾 『 懲亀轟分
分畑 載 当するカラム例 雛 軸 盤 択 鰤 めM"鳥

ステップ3) 2番 目に高い診断基準(分類)に該当する行(横軸)を選択

ステップ4) 縦横の交差値がブライトン定義に基づいた症例定義―診断基準レベルを示す

空欄はいずれの症例定義―診断基準レベルをも満たさない。

テナフィラキシーが疑われる症例に対する診断基準を計算するためのアルゴリズム

症状 1

DERM CVS RESP Cvs Resp

症
状

２

CVS 1 2 2

RESP 1 2 2

Derm 2 2 3* 3*

Cvs 2 2 3*

Resp 2 2 3*

G〔 2 2 3* 3*

Lab 2 2 3* 3*

・大文字 ; 1つまたは1つ以上のMAJOR基準

・小文字 : 1つまたは1つ 以上のmhor基準

口大文字の行・列 :診断基準分類の中で1つまたは1つ 以上のMA」OR基準が存在する

日小文字の行・列 ;診断基準分類の中で1つまたは1つ以上のminOr基準が存在する

・レベル3の診断基準において、2つまたは2つ以上の行において
″
ο
"%ι

ζ″ 後η/い

ずれかのminor基準のカラム・列が存在すること

1-診断基準レベル1

2-診断基準レベル2
3*―診断基準レベル3においては、本カラ■〃に2つ F/_―献2つ〃士

のmhor基準が存在すること
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aphylaxis:Case deflnition and guidelines｀ for data collection,

analysis,and presentation of illlrnunization safety data☆
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1. Preamble

f.f.池
`ど
ノbr dしッ`り'埓

caS″cβ″J″ο″s att g“ J′ι′jれιs

ルrあ′a Cο JJac′′ο″,α″αrysts,“′′″SararJοれルr

aれ
`フ

リ :αiS as α″αわιrsθ αθれ
`ル

J′οWiれgiれ″
“
れjzα′jOれ

Anaphylaxis is an acute hypersensitivity rcaction with

multi‐ organ― system involVement that can present as, or

rapldly progress to,a severe life― threatening reaction.It rnay

occur following exposure to allergens iom a variety of

sources including food,acroallergens,insect veno■ 1,drugs,

and inununizations 11-4].

Anaphylaxisis triggeredby thebindi,g of allergen to spe―

cinc iIImunoglobulin E(IgE).It implies previous exposure

and sensitization to the triggering substance or a cross reac―

tive anergeno when an allergen binds to the lgE receptors on
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the surface ofFnaSt Cells and basophils dlis results in cellular

activation and degranulation.These ceHs release preforrned

mediatoS Such as“ starmnc andけ ptasethatelicitthesigns

and symptomSOfanaphylaxis.This mechanism is alsoknown

お市elレpe l inttdiat hy"露 ettidvity Юac●on in the Cel

and Coombs classincatiOn[1,3].

`獅aphylactoid" reactions are clinically indistinguish―

`ble,but difFer frOm anaphylaxお

by thdr inlmune

mechanis■ 1,being char"tenzed by mast∝ 1l activation duc

to a range of chemical or physical triggers Jttep`れ αιP2′Jy of

lgE.This rnechanism is less well understood.As distinction

between anaphylaxis and anaphylactoid rcaction is impos‐

sible on the basis of clinical signs and symptOms alone,a

clinical dennitiOn cannot differentiate betweci the two.This

I:瀧ll驚 管 場糧 li醤冒 :露 Ⅷ lぶf黒響

ation for Allergy and Clinical lm口 lunology OAACD and

the World Anergy organiza● on,referring to anaphylact6id

reac●ons dmlly as“ nOn_allergic anaphyla対 s"[5-7].

Anaphylaxis following inlmunization is a serious,but rare

occurrence―cStimates are in the range of l-10 per l lrulllon

doses distl■ buted depending on the vaccine studied [8-10],

but accurate cStimates are hampered by limited data and lack

of standard Case denhitiOns.Solne studies had to extrapo‐

late their cstimatcs from sman absolutc case numbers.Ⅳ lost

桜縦慌郡菫難ま緞椰 五荘
bu¶宅:鼎:Ъ:篭:ⅧlttS』LttltttnsofMcdcJ
Sciences(C10MS)prOvides a case deflnition of anaphylaxis

as a drug reaction[191.It differentiatcs between anaphylac―

tic reaction,anaphylactic shock,and anaphylactoid reaction,

which iS no 10nger in keeping with curent allergy terlm―

配 跳 鮮 ∫器 :∬tポ 留 γよ 品 躍

'記
:肝

器1轟鷺∬L脂肝lぶ鋼耀L誦蝋
reactions.

釘』艦∬器淵:湘器拙認まF胤計1

翠朧ぷl電ボ臓鳳:¶ :ゝ1農盤鑑懲
about“ k■OWn allergens for thepatienr',which renders it less

suitable for a vaccination setting。

There is hence no unifOttriy accepted dennitiOn of

捌 懸 聯 柵 齢 憚 i側
promote the scientinc understandin3 0fthe event.

f.2.M`洗ο漁ル′″ι″″′″″α′グル′ε″′化ルj′′ο″

′″ノg“JルJれωル″滋ra Cο JJ`criοι αめ st a″

′″Sιれra″οれヵr aκ q'わ〆axIS as aれ αごツ
`rs``ν

ι層

ra′わwれg'“れ
“
れたα′′οれ

Followingtheprocessdesc五 bedin th,overviewpaper[21]

as wcll ason the Brighton CollaborationWebsitehttp:〃 www.

bFightOncollaboration.org/intemeプ en/index/process.html,

the B壺 ghton Collaboration Aれ ιψり JαχJS IbttJ″ g Gra″′

was fomed in 2003 and included members of clini―

cal and acadenuc, but also public health and industry

background. The composition of the working and refer―

臨 脳 ∵ W槻 ∫ 獣 u:喘 Л:L:]潔 :朧
sions in the working gЮ up can be viewed at:http:〃 ww".

bdghtoncollaboralon.org/intemetyenrindex/wOrking groups.

html.

TO guide the decisionimaking fOr the case deflnition and

guidelinest a literature scarCh Was performed using Mcdline,

Ernbasc and the Cochrane Libraries,including the terms ναc―

cれιs,ッαεεれαだοtt or"η
““

れiza′ jοれ(ο r′ι翔間ιζgiれれれg wi滋

ッαccれ―
,jЙ4“

“
れ,‐ ,jれOc“′αr‐),and[ど″g οr attJay`d οri″″

`‐

djαた]り′ιrsιれSjrJν
j″

(ο r a″ιrg― ,4ypers`れ ∫jピー,αれap■yJa‐ ).

The search resulted in me identincatiOn Of 9547 references.

All abstracts were schened for possible reports of anaphy―

laxis fo1lowing iIIlmunization Two hundred and ifty― dne

articles with potentially rclcvant matedal wcre revicwed in

more detall,in order to identify studies using case deinitions

ot in their absence,providinL91iniCal desc● ptions ofthc casc

matenal.This review resulted in a detailed summary of l10

articles,including infomation on the study type,the vaccine,

the diagnosic criteria or case deflnition put forth,the time

interval since tilnc 6f inlrnunization,and any other symp‐

toms.Most publications were casO reports of single cases.

ne terIIun。logy was very inconsistent.Very few used casc

dennitiOns at all,and no two studies used the same denniti01.

Multiple general rnedical,paediatric and infectious discasc

text bookξ  were also searched.An inventory compnsing 14

relevant case deflnitions of anaphylaxis was made available

to working group members.

f.′.Rarわれα″ルr sιたε彪ご″

“

Jοだα
"″

ル′
“
″

Jげ″J′わ″げα″″り′αおaS αη αわ
`rsι `ν

ι″ル′′ο″jれg

J″れ
“
ηj′″οれ

f.3.1.■ι″ma“′りJaXお

Several κlatd terms aκ  comonlシ used h Clinical

practice,like``anaphylaxis",“ anaphylactic reaction",“ ana―

翼 露 11雷 踊 驚:詔 辟 蹴 脱 ‖ 淵 躍

duc to its inference of a causal relation to a given exposure.

Such a te〔
“
l is method01ogically misieading when used in

studies aimng to cvaluatc a potential causal relation to a

given exposure.As curent allergy terrnlnology does not dis‐

tinguishbetween``anyphylactic"and``anaphylactoid"events,

theproposedBHghtondennidonrefersto“ anaphylaxis"onl,
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釉 e tOm anaphylaxis has been used in some contexts

"marily to denote an滋

″
“
″θJagica′ pHnciple(1.e。 ,type

l reac■ on according to CoombsrG,1)while in other contexts

it has been reserved to denote the Lfe― threatening character

ofa rJれ Jr4′ et7ent,thus implying a degrec ofclini■ lseveHty.

The Brighton COllabOration case denni■ on refers to dle lat―

ter usage ofthe terrn,in keeping with the European Academy

ofAllergology and Clinに d hmunology(EAACI's)and the

Ame五can Academy of Pediatrics'use of the tenn[5,22].

In the dennidOn presented here,severlty is implied by dle

W眠塁∬W悧為:甜棚rW温嚇W
inition context,hoWev∝ the three diagnostic levels must

not be nlsunderstood as renecting direrent grades of clin―

ical severity.They instead renect diagnosac certainty(seC

below).

I.ヨ.2.ルι′ιr″ “α″ιψ″Ja`rJε  ttο滅"

In its dennitiOn, the Brighton Collaboration Working

Group refers to“anaphylactic shock"as the rnostsevere Fnan―

ifestation Of anaphylaxis.The WoFking Group has｀ aimed to

rellect the clinical syndrome ofrnarked tissuc hypoperfusion

with signs anl symptOms of haemodynamic failure in the

deflnition.

f.3.3.A″ap″ JaXお αS α
““

′′J―ッ∫セ″ disο″ar

Anaphylaxis is sCt apart from simplc allergic reactions

詭:Liよ寵1:hf:罵t‖懺n葛霊2ゞW:淵‖r臨

1鷲:31tti鮒蠍:電じ蹴1凛鶯t踏艦i;冒:

from sinular clinical syndromes of difFerent etiology(eg.,

聯 《徹「識 W'鰍
anftf温発:]乱RIV:」臆:よ『将∬浩l[l∬l器覇:

the most acute and severe clinical cases, with rapid pro‐

淵誤lよ:r脂Ⅷ鍵‖織T糧ど#笙11
order to retain su面にient speciflcity,involvement of two Or

ぼ為∬綿 nょ1ょ翻数1晟淋器肌
system.

f.ヨ .イ.乃″つ
“
Jar′κg α

““
どびκJrわ″滋ar dCCな

どizg′
"∫

′Jε ειr′α力44ソ′″
`agあ

力ηg]ワιc]βcJク ツιrS“S

,ιれsJ′ Jνゴク

灘p∬諄盤駐器11翌1驚鸞‖ゴ
follllulated such that the Lcvel l dennitiOn is highly speciflc

for the conditiOn.As maximum specincity n011llally implles

a loss Of SensitiVity,two additional diagnostic levels have

been included in the deflnition,offering a stepwise increase

of sensitivity fmm l£ vel one down to Level hee,while

retaining an acceptable levelofspeclncity at alllevels.Inthis

way it is hoped that all possible cases of anaphylaxis can be

captured.

It needs to be re―emphasized that the grading Of denni―

tion levels is entirely about diagnostic certainty9 not chnical

seventy ofan event.Thus,a cunically very severe event may

器蹴∫PI:鮒胤1掃榔lII蹄洲麗T
ology.Detalled inforlnation about the seventy of the event

should addittondly always be recorded,as specioed by the

data conection guidelines.

′.3.5.Iび
“
ι
“
ειぼrraα

"“
rο

“
ル′麟ιれ′グCasa

a季″j′joP2

The Working Group decided against using``treatment"or

“treatment responsc"towards fulallment of the anaphylaxis

case dennitiOn,in contrast to some previous dennitiOns Of

anaphylaxis[10,15].

A treatment response or its failure is not in itself diag―

nostic,and may depend on variables like clinical status,time

to treatmcnt,and other clinical paralncters.Epinephrine is

::1乱111:1‖譜 ::〔群∫綿 ぷ :Tl鮒 :批 潔 蹴

acute asthma,fainting spells,vasovagalsyncope,ctc.Prompt

and early treatincnt of anaphylaxis may preventthe develop―

ment of symptoms in other organ systems[23].ThiS may

most corrlmonly occur in controlled settings where anaphy―

laxis is anticipated and treatment is delivered lromptlyl such

as specialized anergy Clinics.Hence,we designed the Lcvcl

2 and Lcve1 3 dennitiOns to be broad enough to include cases

prescnting diffcrently due to appropriate and early treatment

initiation.Forthose cascs whcre signs and symptoms remain

linited to one body system we suggest using an alternative

label speciflc to the organ systenl involved, such as rash,

urticaria,asthma,ctc.

′.θ.` 動
`脇

昭α″J“g`√ “s“配eれ οれ∫
`r''α

認 “rapJ′

′rag″∬Jο

“
''れ 滋ι εοれ′axr a/α れ9′リニαお

me terln“ sudden onset''refers to an event that occurred

unexpectedly and WithOut waming leading to a marked

change in a Subiect'S previously stable condition.

The terln“ rapid progression'P is a conventional clinical

tenn. An exact timeframe should not be OfFered sincc it

would have to refer to a wide range pf signs and symp‐

towS WithOut a scieninc evidence base.Using an arbitrarily

restrictiVe setpoint inight bias future data collection unnecc‐

ssarily.

1.3.7. 7',η jれg′osl‐ i″′れ
“
れ

'zα

riοη

Specinc ume franに s for Onset oF symptoms fo1lowing

inllnunization are not included for the following main rea―

sons:dinta mamた stations of anaphylaxis are typicany

descHbed as starting within seconds to nunutes of exposure

to a given substance.Most cases st“ Wimin l 10feXpOSure
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19,24,25],butin a mino五ty of cases,symptOms may present

up to 12h afterexposure.Biphasic presentationup to 72 hhas

also been desc五 bed[23,2628].CliniCal manifestations may

also vary depending on thc route of exposure to the allergen

(intravenOus versus oral,intramuscultt subctltanecDus,ctc.)

[29].

Many authors have used time criteria as part of their den―

nition Ofan alle■婆c event,Supporting the authors'contention

that the cases described by them may have been ca“s`ご by

inlmunization[8,10,12,13,16]。 We pOStulate,however9 that a

deflnition designed to be a suitable tool for testing causal

reladonships requires ascertainment of the outcome(e.g。 ,

anaphyla対 s)independent from the exposure(e.g.,immu―

nizations)。 口herefore,to avoid selection biaS,a restrictiヤ ё

dme int6rval frOm immunization to onset of anaphylaxis

should not be an integral part of such a dennitiOn.Instead,

where feasible, details of this interval should be assessed

and reported as descrlbed in the data collection guide―

lines.

Further,anaphylaxis mpst oten occurs outsidc the con‐

troned setting of a clinical trial or hospital.In some settings

it may be impossible to obtain a clear timeline of the

event, particularly in less developed or rural settings. In

order to avoid selecting against such cases, the Brighton

Collaboration deinition avoids seting arbitrary  time

frarnes.

f.3.8. Pattο Jοgソ′れ″F″gS―
“
αsr cι′′′η′rαs`

ne measurelnent of serum mast cclltryptase(MCT)has

been used as a marker ofanaphyla対 s[30]MCT iS increased

in patien"with hypotensir anaphyla対 s following itteCted

antigens[30].Levels peak betwecn 15 and 120 min from

the onset of symptoms and are best determined within 6 h

of the event[311.HoWevet because of uncertainties regard―

ing the speciflCity of M(I「 in the dagnosis of anaphylaxis,

as well as the absence of vaccine― specinc data, the Work―

ing Group deCided that MCT meritsinclusion,but only as a

nunorcriterionatthepresentstage.Investigators are nonethe―

less encouraged to determnc MCT in cases of suspected

anaphylaxis.

1.3.'Parんο′qν′だれgS―rgE厖″′s
The presence of andgen specinc serum‐ IgE is not nec―

essarily prediCtive of clinical allergic manifestations[32].

Neiber docs the absence of specinc lgE rule out ana‐

lhylaXiS,as the mechanism of anaphylaxis may well be
nOn‐IgE‐mediated. There is therefore nO role for specinc

lgE measurement in dlis case dennitiOn. The potentially

useful role of speciflc lgE for ca“ sa′ Jク assaSS″
`″

riS undis―

puted,but it is not an approriate tool for cα ∫
`α

Sε
`rta′

″″′″′

and is not a criterion of the Brighton Collaboration case

den■ltiOn.

′.3.Fa Patt。′οgッ′ヵ″J″gs―α:"ッ

Anaphylaxis does not produce pathognomonic Post―

mortem features 129].PoSt‐ mOrtem indings are alerefore

not included in the case dennitiOn Of anaphylaxis proposed

here.

′.3.II. S“ど″
"“

れη ′α′
“
ι′d`α′た

The wttng group l aW呼 山4 h Setting,wiⅢ lⅢじd

resources and access to health care a patientwith anaphylaxis

mighi not unconlmonly present as a sudden, unexPlained

death.Although itis appreciated thatthis may be an impor―

tant occurrencc in such settings,the absence of speciflc

criteria for the post― mortem diagnosis of anaphylaxis[29]

would not permit a diagnosis of anaphylaxis at any accepト

able level of diagnostic ceminty.r anaphylaxis is strongly

suspected as being the cause of dcath, such events may

have to be categoHzed as“ Reported anaphylaxis with insu「

ncient evidence to meet the case dennitiOn''(see sec● on

3.2).

I.3.12. Oc“ Ja‐″,′ Jraraリ ッんαЮ′π
`

Arnong differential diagnoses of anaphylaxis as denned

by us and others,thc recently described``oculo respiratory―

syndrome''(ORS)requires special mention.This entity is

deFIned by the presence of bilateral cottunctiVitis in asso‐

ciation with a wide range of mucosal and7or respiratory

manifcstati6ns, some of which are also characteristic of

allergic reactions[33,34].Its pathophysiology is not well

undcrstood,harnpelng itS differentiation from anaphyla対 s,

partlcularly non-lgE― mcdiated anaphylaxis.Therc are hence

nO highly speciflc ORS dennitiOns to date.Capture of ORS

cases under the anaphylaxis den■ tiOn might be reduced by

onutting eye symptoms from the list of ininor derlnatologi―

ca1/mucosalsymptoms.Howevet eye symptOms are relevant

clinical clucs towards possible anaphylaXiS.As the patho―

physiological and clinical picture Of ORS becomes better

understood,future case dennidons of bOth syndromes will

need to take account of these flndings.At present,excluding

cases with ocular in'olvenlent from the anaphylaxis denni‐

tion would seem an arbitrarydistinctionandhasbeendecided

against.

f.3.13.G“ fa″れιs′,r aαra c。″′ιε″じοれ,α
“
αly∫Jtt α認

ρ
“
ιSιれrarιο

“As mentioned in the overview papet the case denni‐

tion is accompanied by guidelines, which are smctured

according to the steps of conducting a clinical trial, i.e.,

data con∝ tiOn, analysis, and presentation. Neither case

deflnition nor guidelines are intended to guide or estab―

lish criteHa for management of ill infants, children, or

adults Both were developed to impЮ ve data compara‐

bility.

′.ユ ′42●
=OJic″

ν″″

Similtt to al Brighton Collaboration ctte deanitiOns and

guidelines,review of the dennitiOn with its guidelines is

planned ёn a regular basis(1.e。 ,CVery 3-5 years),or mOre

often,if needed.
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Minor crョteria2.Case den面●On oF anaphyla対 s

For all levds oF diagnostic certainty

Anaphylaxisヽ a clinical syndromc charactenzed by

o suddcn onsct′ N`D
o rapid progrcssio■ ofsigns and symptoms AND

●involving muldple(≧ 2)organ Systems,as follows

Levd l oF diagnostic ceninty

●≧l maJσ derrnatological AND

O≧ l maor cardiovascular ANDノ OR≧ l maJOr respiratory

cntcdon

Levd 2 ofdiag口oStic certainty

●≧l mttOr cardiOVascular AND≧ l mttOr rcspintory c五 tedon

OR
●≧l maiOrcardiOVascularOR rcspiratory critcdon AND

O≧ l FrunOr c■ tedon involvhg≧ l differcnt systcmく ο′ルrJ曖″

cardioVascular or respttatory systerrls)OR

・ (≧ l mttOr dCrmatologic)AND(≧ l rdnOr cardiovascular

AND′ OR nunor rcspiratory cHledon)

Leve1 3 of diagnosdc certainty

●≧i nunor cardiOVascular OR resplratory c■ terion AND

●≧i nunor critCnon from each of≧ 2 difFcrcnt systcms/

categones

lhe case dennition shOuld be apphcd when hcrc ls no clear altcmatiVe

diagnosis forthc rcportcd cvcnt tO accountfor thc combination Ofsymptoms

M■Or and minor criteria used in the case dennition of

anaphylaxis

Ma30r C面 teria

Dcrmato10」 C Or mucosal O gcneralized urticana(hiveS)。 r

generalizcd crythema

O an」。

“

Cma・ ,bCJi2cd or gencr面zcd

O gcneralized Pruhtus with shn rash

O FnCaSured hypotcnsion

●clinical diagnosis oF uncompensated

ShOCk indicatcd by thc combination of

atlcast 3 of thc fouowing:

●tachycardia

●capillary re■ ll tiFrle>3s

o rcduccd ccntral puisc volumc

o dccrcascd level of consciousness or

loss of consciousncss

o bilateral whccze(brclnchosPasm)

o strldor

o upper ain″ ay swellhg〈 liP,tOnguc,

throat uvula,Or larynx)

●resPiratory distrcss― -2 or morc ofttc

fOuowhg:
o tachypnoea

●incrcascd usc of acccssory

rcspiratory muscles

(StemoCICidorrlastoid,intercostals,ctc_)

e rec“siorl

e cyanosis

o grundllg

Cardiovascular

Respiratory

5679

derlnatOlogic or rnucosal

Cardiovascular

Respiratory

Gastrointcstinal

●generalized pruntus widlout skin rash

o generalized Pricklc sensadon

o localizcd inJ∝ don site udc“ a

O red and itchy cyes

o reduced PcFipheral circulation as indicaFd

by the combinalion of tt least 2 of

e tachycardia and

o a capilLry renil titIE of>3s wihout

hypotension

o a decreased lcvel of consciousncss

o pcrsistcnt dry cough

●hoarsc volCe

o dfnculty breattg Wiい out wheeze or

sddor
o sensation ofttoat closurc

o sneczing,rhinorrhea

o diarrhOca

●abdo面 nal pain

●vonudng

o Mast ccll tryptasc clcvation>uppcr nonllal

lirlit

Laboratory

3. Guidelines for data conectiOn,analysis,and

presentation oF anaphylaxis

lt was the consensus ofthc Brighton Conaboration A′ ′ι″́

g′εR`acrJοれs Working Group for anaphylaxisto recomrnend

the following guidelines to enable rneaningful and standard‐

ized collection, analysis, and presentation of information

about anaphylaxis. Howevet implementation of an guide_

lines might not be possible in all settings.The availability

of infomatlon may vary dcpending upon resources, geo―

graphical region,and whether the source Of inforrnation is

a prospective clinical tHal,a post― marketing surveillance or

epidenuologic study9 or an individual report of anaphylaxis

Also,as explained in more detail in the overview paper in

this volume,these guidelines have been developod by this

wOrking group for guidance only,and are not to be consid‐

ered a mandatory requirement for data collectiont analysis,

OF preSentation.

3.I. Dara cο JJecrjο P2

These guidelines represent a desirable standard for the

collection of data on anaphylaxis following inlmunization to

a1low for comparability of data,and are recolTImended as an

addidon to data collected for the specinc study question and

setting.The guidelines are notintended to guide the primary

reporting of anaphylaxls to a surveillahce system or study

monito■ Investigators developing a data collection tool based

on these data collection guidelines also need lo refじr to the

criteria in the case denni■On,which are notrepeated in these

guidelines.拿
Not hereditary angioCdcma
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Guidelines 2, 5, 6,10, 16-18, 21-23 below have been

developed to address data elements for the collec■ o10f

adverse eventinforn■ ■lon as specifled in general drug safety

guidelinesbythehtemationalConferencconHannonization

ofTechnical Re製 lrements for Registration of Pharma∝ uti‐

cals for Human Use[35]:and the fOm for repOrting ofdrug

adverse events by theCouncil forlntemationa1 0rganizations

of Medical Sciences[36].TheSe data elements include an

identinablerepOrter andpadent,oneormorepriorinllnuniza―

tions,and a detailed description ofthe adverse cvent,in this

case,ofanaphylaXis following immunization.疇 e additiOnal

guidelines havebeen developed as guidance forthecollecdon

ofadditionalinfomation to a1low for a more comprehendve

inderstanding of anaphylaxis following imlnunization.

3.I.f.Sο′rcι aFJψ rれαJわ tヾ"οrrar

For all cases andlor allミ tudy participants,as approp五 ate,

the following inforlnation should be recorded:

日罵::』需蹴.獄 hぉm“。n d peハon К
"血

n♂

and/or diagnosing the anaphylaxis as specined by

cOunu7_speciflc data protection law.

(3)Nameandcontactinformationofthehvestigalorrespon―
sible for the suけeCt,as applicable.

(4)Relation to the paticnt(C.g.,imrnunizer[cliniCian,nursel,

family membcr[indiCate relationship],Other).

J.I.2. 1/aε εjκί Gοれr′り′

3.I.2.f.Dι″οgrapた jcs.For all cases and/or all s"dy partiC「

ipants,as apprOpriate,the foHowing inforlnation should be

recorded:

(5)Case/Stu`y participant identiners(e.g,■ rst name inidal

followed by last name initial)or codC(Or in accordance

wlth coun町―SpeciFlc data protection iaws).

(6)Date of bilth,agc,and sex.

(7)For infants:gestational age and birth weight.

3.I.2.2. C″ Jκ
jcαJ αれど J“″

“
れたα′あれたおrοO For aH cases

and/or aH study participants,as appropFiate,the fo1lowing

information should be recorded:

Past rnedical history including hospitalizations,unde「

lying diseascsノ disordし rs, pre― inlmunization signs and

symptonls including identincadOn of indicators fo■ or

the absence ol a hiStOry of allergy to vaccines,vac―

cine components,or rnedications;food allergy;allergic

rhinitisi eczema;or asthma.

Any medication history(Other than treatment for thё

event descHbed)pHOr tO,du五 ng,and after immu―

nization including prescription and nOn‐prescription

medication as wen as medication ortreatinent wlthlong

4 1fthercPordngcenterisdirerentiomthe vaccinatlngcenter,appropdate

and timely corrlmtlnicadon of thc adversc event should occu■

half― life or 10ng tem effect(e.g.,ittunoglobulins,

blood transfusion,and inlmunosuppressants).

(10)InIInuniza●on history(1.C.,previousimmunizations and

any adverse event following immunization[AEFI]),in

particular occurence of anaphylaxis after a previous

lnlmunlzadon.

3.I.3:Dι ra′ Js口/滋
`j″

″″れたαrじοれ
For ali cases and/or all study participants,as appropnate,

the fo1lowing infomation should be recorded:

(11)Date and time ofimmunization(S).

(12)DescHption of vaccine(s)(name Of Vaccine,manufa,‐

ture■ lot numbet dose[e.g.,0.25 mL,0.5mL,ctc.]and

nunber of dose if palt of a series of ittuniZations

against the samc diseasc)。         ・

(13)The anatOmical sites(including left or right sidc)Of aH

imrnunizations(e.g.,vaccine A in pro対 mal left lateral

thigh,vaccine B in left deltOid).

(14)Route and method Of administration(e.g., intr缶
musculat intradcrmal,subcutaneous,and needle― free

[inCluding type and sizel,other iniectiOn de宙ces).

(15)Needle lcngth and gallgc.

β.I.イ. Zん
`α

′ッ餡
`ι

ッιれ′

(16)For all cases at any lcvel of diagnosuc certainty and for

reported events with insufflcient evidence,血 e criteria

fulalled tO meet the case deflnition should be recorded

Speciflcally documenl

(17)CliniCal desc五 ption ofsigns and symptOms of anaphyニ

laxis,and ifthere was medical conttrmatiOn Ofthe event

⑬撫庶1∬i出灘∫R鏃
“
∞6,狙d dttЮ ttL

end ofe,sodC8,and ind outcome9.

(19)COncurrent signs,symptoms,and diseasel

(20)MeaSuremenプ testing.

o Values and units of routinely measured parameters(C.g。 ,

°C,blood preSSure卜 in particular those indicating the

seventy of the event.

o MOthod of measurement(e.g。 ,type of theFmOmete■ oral

or other route,duration of measurement,etc.).

o Results oflaboratory exanunations,surgical and/or pathO_

logical indings and diagnoses if present

5■r date andrOr tilTc of onsetも demκd as」撻 tin e post‐imば zatOL

when the ttst sign or sy口 叩tom md“ t市e for anaphyl“ s Occtlrred lhs

may only be possble to detenninc in retrospcct.
6■に date andlor tiIIle of ttst observadon of the ist sign Or syntom

indicative for anaphylaxis can bc uscd,if datcrlime Of Onsctis not known
7 The date of diagnosis oF an episode is thc day post‐ inlmunization when

dle ttent n"t h case de缶 J●on at any l"d.
8_end Of an episode is demcd as he tinle tt event no longer n e由

■Ю case demitiOn atthe lowestlevel ofthe den面 面。IL

9E.g"recovcry toprc―inlmuni2a60n hcalh status,sPontancousresolulon,

therapeutic intervcnlion,persistcnce of thc event,sequclac,and death.

(8)

(9)
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(21)Treament given for anaphylaxis,especially epineph―

rine,steroids,volume,antihistamines.

(22)OutcOme9 at last observatio■ .

(23)ObieCtiVe dinical evidence supporting classinca■0■ Of

the event as“ seFiOuS''10.

(24)Exposures other than theimmunization 24 h before and
afterimmunization(e.g。,fOods,en宙■onmental)conSid―

ered po"ndally relevant to the reported event.

3.I.5.″ j∫

“
J滋れιο

“
s/g`れ

`“
J

o5)The duration of suFVeillance for anaphylaxis should be
predenned based On

e Blologic characteristics ofthe vaccine e.g。 ,live attenuated

versus inactivated component vaccines;

● Blologic charactenstics of the vaccine― targeted disease;

● Blologic charactenstics of anaphylaxis including pattems

identined in previous trials(c.g.,Carly― phase trials);and

o Biologic characteristics of the vaccinec(e.g.,nutrition,

underlying diSease like inununodepressing inness).

(26)The duration of follow― up reported duHng the surveil―

lance pedod should be predenned likewise.It should

aiin to continuc to resolution ofthe event.

(27)McthOdS Of data coll∝ tion should be consistent within

and between study groups,if applicable.

(28)Follow―up of cases should attempt to verify and com―

plcte thc information conected as outlined in data

collection guidclines l-24.

(29)InvCStigatoFS Of patients with anaphylaxis should Pro―

vidc guidance lo reporters to optinuze the quality and

completeness of information provided.

(30)Reports of anaphylaxis should be collected throughout
the study penod regardless ofthe tiine elapsed between

inlmunization and the adversc event lf this is not fea―

sible due to the study¨sign,the study periods du壺 ng

which safety data arc being collected should be clearly

deflned.

3.2.Dα ″αa′ηJyls's

The following guidelinesrepresent adesirablestandardfor

analysiS ofdata on anaphylaxis to allow for comparability of

data and are recol■lmended as an addition to data analyZed

for the specinc study question and setting.

(31)Reported events should be classifled in one of me fOl_
lowing nve cate30ries including the tree levels of

diagnos● c certainty.Events thatineetthecasedennitiOn

10 An AEFIお demed as senous by intemational standards r it nleets one

nrmore ofthefollowingcitena:(1)it,い 1ヽい in death,(2)is life_hrcatcning,

(3)it requircs inpatient hospitalizaticln or results in prolongation Of cxisting

hospitalizaion,(4)resultS h persistent or Sロニicant dbability/hcapaclty,

(5)is a cOngcnital anomaly/bin dcfect and(6)is a mCdiCally impo“ ant

event or reaCdOn

Ia Rttrb`=``α
`./1/acci“

F25(2てЮ71567」■5684 5681

should be classifled according to the levels of diagnos‐

dc certainty as specined in the case denni10n.Events

that do not mectthe case dennitiOn should be classined

in the additional categoHes for analysis.

Event d器麟彙catton in 5働 te80H鉛 ll_

Event meets case derld饉 on

(1)Level l:Criteria as specined in the anaphylaxis case

dennl●On.

(2)Leve1 2i Criteria as specined in the
deflnition.

(3)Leve1 3:Criteria as specifled in the
deflnition.

Event dcDeS■ Ot meet case deflnition

Additional categories for analysis

(4)RepOrted anaphylaxis with insumcient evidence to meet
the case deflnition12.

(5)｀ot a case Of anaphylaxis13.

(32)The interval betwecn immunization and reported
anaphylaxis could be deined as the dateノtime ofinllnu‐

nization to the date/time ofonset5。 fthe nrstsymptoms

and/or signs consistent With the dennitiOn lf few cases

are reported,the concrete time course could be ana‐

lyzed for cach;for a largc numbcr of cases,data can be

analyzed in the following increments:

SubieCtS With amaphylaxis by lnterval to Presentation

lnterval                            NuIIlber      Percentage

く30 min aftcrin munizatiOn

30≦ 60 nlln aftcrimuni“ tion

60≦ 90面n aftcr irrlmunization

90≦ 120面n

Hourly incrcments thCrcaftcr

Total

(33)The duration of a possible anaphylactic event could
be analyzed as the interval between the date/time of

onset4。 f the ttst sympt6111s and/or signs consiStent

withぬ e deinitlon ttd me end Of episode8 and/Or inal

ll To detenrune the apprOpriate categOry,the user slЮ uld ttst establlsh,

whcther a reportcd event meets thc citeria For the lowcst applicablc level of

diagnostiC cc■ ainty,cg,Leve1 3 1fdle lowcst applicablc levcl oFdiagnostt

ccrtainty Of the den面tion is nlet,and dに re is e宙dence that uF dteria oF

dle ncxt higher icvcl of diagnostic ccmレunty are nlet thC event should bc

classiflcd in tte next category.Ъ s approach should be conunued unti the

highcst ievcl of diagnostic ccdainty for a given eVent cOuid be dc輌 ncd_

MttOr CHteHa can be uscd to saCsfy the requiremcnt of面 nor面 tcna.If dle

lowestlevel oFthe case demt10nぉ not nlet,i should be ruled out dY■ any

ofthc higherlcvcls ofdiagnOsdC Ccttdnty arc met and thc evCnt should bc

dassined m addthnal categorles 4 or 5.
12 1fthe evidellce avallable for an event is msu6ncient because rornladon

is蒟 s●ng,sllch an cvcnt should be catcg“ zed as“ RcpoFtCd anaphylaxis

widlinsumcient evidencc to nEtthe case denヒ 」■On".
B An αentd∝sna meeth casedemion f hestlgation“ veaヽ a ttga‐

t市e mdmg ofa necsttcrittOn(ne∝ S岬∞

“

Ldonb fordagnOsis.Such

an event should be reJected and classined as“ Not a casc of allaphylaxis".

anaphylaxis case

anaphylaxis case
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Ou“omピ。Whttever start and endng aК  used,they

should be used consistendy within and across study

groups.

(34)If more than one measurement of a particular cHterion

is taken ttd recordec■ e Valuc coresponding to■ e

greatest hagmtu“ 。fthe advesd exlし●e“e cOuH be

used aS the basis fbranalysis.Analysis rnay also include

otter characterilstics like qualitatlve pattems ofc五 teria

denning the event.

(35)The diStlibution ofdata(as numerator and denonlinator

data)COuld bc analy2ed in predeaned increnlents(e.8"

measured Flues,times),Where applicable.Increments

specinedabOveshouldbe used.Whenonly asmllnum―

ber of caζ es is presented,the respective values or time

coursc can be presented individually.

(36)Data on anaphyla対 s obtained from subiects receiv―

ing a vaccine should be compared with those obtained

iOm ah appropriately selected and document control

group(s)to aSSess backgЮ und rates of hypersensitivity

in non― exposed populations,and should be analyzed by

study ann and dose,where possible,c.g.,in prospective

clinical trials.

3.3. Dα ′α′r嗜
`れ

rarj9κ

These guidelines represent a desillablc standard for the

presentation and publication of data on anaphylaxis follow‐

ing inlmunization to allow for comparability of data, and

are recomlnended as ah addtion to data presented for the

specinc study question and setting.Additionallb it is rec―

oIIImended to refer to existing general guidelincs for the

presentation and publication of randomizcd controned td_

als,systematic reviews,and meta― analyscs of obscrvational

studies in epidenllology(e.g.,Statements of Consolidated

Standards ofRepOrting Tdals[CONSORT],ofimprO宙 ng the

quality ofreports ofmeta― analyses ofrandlITllZed controlled

trials[QUORUM],and Of Meta― analysis Of Observational

Studies in Epidemiology[M00SEl,respectively)[37-39].

(37)All reported events of anaphylaxis should be presented

according to the categoHes liSted in guideline 3 1.

(38)Data on possible anaphylactic events should be pre―
sented in accordance with data collection guidelines

l-24 and data analysis guidelines 3 1-36.

(39)Terrns to desCribe anaphylaxis such as“ low―grade'',

“血 ld",“moderatメ ',``high'',“severe",or``signincanr'

are highly suttectiVe,prone to wide interpretation,and

should be avoided,unless clearly deflned.

(40)Data should be presented widl numerator and denoFru―
nator(n/N)(and nOt Only in percentages),if aVailable.

Aldlough inlrnunization safety surveillance systems

denonunator data are usuany nOt readily available,attcmpts

should be made to identi″ apprOXima“ denominators.The

source ofthe denonunatordata should be reported and calcu‐

ladons ofesumates be described(c.g.,manufacturerdata like

total doses diStributed,reponingthrOughMinistt ofHcalth,

coverage/population based data,ctc.).

“

1)The inciden∝ of cases in the study population should

be presented and clearly identined as such in the text.

(42)Ifthe diS■ ほbution of datt is skewed,median and range

are usuallLthe more appropnate statistical descFiptOrS

than a mean.Howeve■ the mean and standard de宙 ation

should also be provided.

(43)Any publication of data on anaphylaxis should includc

adetailed descHpdon oftho methods usedfor data col‐

lec●on and analySis as possible.Itisessentialto sp∝ i″ :

● The study design;

● The method,仕equencyD and duration of FnOnito五 ng

for anaphylaxis;

o The trial pronle,indicating participant flow during

a study including drop― outs and withdrawals to indi‐

tatethesizeandnatureoftherespect市 e groups under

investigation;

o The type of surveillance (e.g., passive or active

surveillance);

●The charactenstics of dle surveillance system(e.g"

pOpulation served,modc ofreport solicitation):

● The scarch strategy in surveillance databases;

● Comparison group(s),if used fOr analySis:

● The instrumcnt ofdata collection(e.g.,Standardized

qucstionnaire,diary card,rcport fom);

。whahcr the day Of irrllnun,7adOn was considered

``day one''or“ day zero"in the analysis;

● Whether the date of onsct5 and/Or the date of ttst

observation6 and/or the date ofdiagnosis7 waS uSed

for analysis;and

o Use of this case dennitiOn fOr anaphylaXis, in the

abstract or methods section of a publication14.
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Append破 A.Tool to aid id“ dncatiOn of approp● ate

levd of diagnostic certainty

As an altemat市 e fomat,the algoHthm below pЮ 宙les a

toolto aid identiflcation ofheappropnate dennitiOn level for

a given case of susPccted anaphylaxis.

Step l):SeleCt the diagnostic categones represented by the

cliniё al symptoms and signs ofthe susp∝ ted case.

〔3]Wasttan sI.Anaphylaxis.In:Rch RR,Π eヽ her TA,Shearer Ⅵ ,

Kotzinミ、cditors.Oinical hmunology.Pnnciples and Practice.

Toronto:Mosby;2001.P 461-11

141 Madaan A,Maddox DE.Vaccine allcrgy:diagnosis and management
I―und Allcrgy Clin Non Am 200323(o55,■ &

〔5]JohanSOn sG,HouHhane JO,Bousquet l,BruJnzeel‐ Koomen C,

Dreborg S,Haahtcla■ et al:A re宙Sed nomenclature for allergy.An

EAACI Po,ition statcment hm the EAACI nomenclanlre task forcc

Allergy 2CX11:56θ )81324.

【6〕 JohanSSOn SG,BLbeF■ Daは R,F五dmann PS,LanieF BQ,L● ckcy

Ц  ctal.Rcviscd nomcnclaturc for alicrgy forg10bal usc:Rcport ofthc

Nomendature Rcview CoIIunlttec of the Wond Allergy Organizalon,

October 2α )3.J Allergy CIn lnlmuno1 2CIC14;113(5)832-6.

17】 SarnpSOn HA,Munoz´ Furlong A,Bock SA,Schmitt C,Bass R,

Chowdhury BA,et al.SywoSium on tte def面 」on and lrlanage_

ment of anaphylaxis: sunlgnaげ  rcpor_ J Ailcrgy Clin IIIImunol

2005;l15(3):584-つ 1.

【8]Pool V Braun MM,Kelso JM,Mootrey G,Chcn R■ Yunginger Л呟et

al.Prcvalence ofand‐ gelaun lgEantibodics h Pcople wim anaphylaxis

aFter mcasies― mumpsロロbc」 a Vaccine in the Unitcd Statcs.Pcdiattdcs

2002;110(6):e71

【9]Pala A,Davidttn I,KurM■ Kallio MJ,Va」 eM,Peltola H

Sc●ous adversc evcnts after measlcs―mumps― rubclla vaccination dur‐

ing a fourtccn― year prospccuve f01low― up Pcdiatr lnfcct Dis I

2000:19(12):1127-34.

1101 BohlkC K,Davis RL,Mar,ySM,BFaun MM,DcStcfano R Bl,Ck SB,
et al Nsk ofanaphylaxis aftcr vaccination ofch]dren and adolcsccnts

Pediat五 cs 2003;112(4):815-20

〔H〕 Duclos R Koch J,Hardy M,Cartcr A,McCatty R Advcrse cvcnts

temporauy associated with inlmunizing agcnts-1989 rcport Can Dis

Wkly Rcp 1991:17(29):147

〔12]Yergcau A,Alavl L, Plcss R,Robcrt Y Advcse cvcnts tcmpo―
rally associatcd with mc正ngococcal vaccincs_CMAJ 1996;154(4ゝ

503-7

113】 Kciso JM,Mootrcy G■ Tsal TF Anaphylaxis from ycllow fevcr vac―

cinc J Aucrgy clin lnlmuno1 1999;103(4):698-701

114〕 Snuth RE Allcrgic reacdons to lrllmnunization materlals in children and

approach to diagnosis Ann Al,rgy 1965;23(12):600-3

115]Milsden JB,GЮ ss TR Kuritsky JN Adversc reactions reported follow―

hg recFわtof Haclnopmhs hnuetteけ

"I Vacc“

:an atlaけ sヽ attr

l year of markcdng_Pediatrics 1987;80(2)2704

[16]JacobS RL,L●we RS,LanicI BQ.Advcrsc teac6onsto ttanus toxold

JAMA 1982;247(1):4い 2.

117]JamcSJM,Burksヽ 、Robcrson PK,Sampson HA SaFc ad面 nistra―

tion ofthe mcasles vaccinc to childrcn anergiC to cggs N Engi J Mcd

1995:332(19):1262-6.

118]WoJd HCalth Organizadon EPoI Survcillancc f adversc cvcnts follow―

hgin■■u面zation:neldguidefornlanagersofimlnunizationprogran、 :

1997【unpubliShcd d∝llrrlentWHO/EPIrTRANV93 02 ReV l,aVailablc

from Dcpartmcnt of Vaccincs and Biologicals].

[191 COuncn for lntemationa1 0rgaruzadon of Medlcal Sc● nぃ.Dem‐
tions and basic requiremcnts forthc use oftcms for repor饉 ng adversc

drug reacdons lXIΠ ):CIhiCaI Pathology and gcncral disordcrs Phar‐

macocpidcmiol I)rug Saf 1999:217-24

【201 SampSOn HA,Munoz‐ Furiong A,CampbeⅡ RL,AdttnsonJr NE BoCk

SA,Branum A,et al.Second symposium on■ にdendtbn and nan‐

agemcnt of anaphylaxisi sunlmary rcport  sccond nadonalinstitutc of

allcrgy and infectlous disease/food allergy and anaphylaxis nctwork

symposium.J Aucrgy clin IIIlmuno1 2CIC16;117(2)391-7

121]Kohl KS,Gidudu J,Bonhoeffer J,Braun MM,Buettcher M,Chen
鴎 et al The developnlent of standardized case dei」 tions and guide―

lines for adverse cvcnts following immunization Vacane 211C17;25:

5671-4.

1221 AAP The Red Book 2CX13:rcpolt of the Committcc on lnfec」 ous

DIseases 26山 ed_Am Acad Pediatr:2003.

123〕 SampSOn HA Anaphylaxis and emcrgcncy treatnlenC Peda“ cs

2003;lll(6 Pt3):1601-8

step a Select the column from the table represent‐

ing thc highest― ranking diagnostic category present(1.e.,

mttOr>minOtt dermatology>laboratory).

Stcp 3)SeleCt a row from the table indicating the second

highest ranking diagnostic category present.

step 4)The intersection gives the levcl of diagnostic cer―

talnty Of the tase based on the Brighton dennitiOn. Blank

intersections do not fulil the case deflnition at any level

Algoithm for calculating thc diagnostic ccrtainty of a susPCctca casc of

anaphylaxis

Capitals:l or more MAJOR c」 に肩a in that system:Lower case:l or more

面 nOF CriteFla C01unlns oF rOWS in CAPrrALS indicatc that l or morc

MAJOR cdtcria are present in that categoり Colullns or roWs in Lower

case indicatc that l or morc nnor critcna aF prcsent.Lcve1 3 diagnoStic

certttnty requircs 2 0′ ′″ο
“

g rOWs to be prcscntfa`:Й θ′′み
```cvs''ο

r``′

`lP"
″ЙO′ cri′

`na cOJ“
口
"

1-―Lε vel l diagnosdc cerainty

2-― Lεvc1 2 diagnosdc certainty

3た一Leve1 3 diagnostic ccr● inty requircs"ο ο″″0″ rmnor c■ tcria to bc

present Й″お cοル″

ReFerences

ll〕 Ewan N、 Anaphylaxis BMJ 1998;31(x,142):1442-5.

121 Ponvert c,Scheinmann P Vacche a」 crgy and Pscudo● Icrgy Eur J

Demlato1 2∞ 3:13(1)1じ 5

Svnlolon1 0ne

SynlptonD

Two
2 2

2 2

2

2 2

2 2

2 2

2

・ 62



工aR惚″b`rg α al′ Va“ J″

`2'r2ω
η 567■ 56“

124】 Ptta A,Makinen― Kliunen S,Davidin I,Paunio M,Pcitola H.

Allergic reactions to measics― mumps‐rubella vaccinadon.Pcdiadcs

21Xll:107(υ :E27.

125】 Novcmbre R Cianferoni A,Bemardni R,Mugnaini L,Cararclli C,

Cavagni G, ct al_ Anaphylaxls in childrcni clnical and allergologic

f申LuFeS_四 iadcs 1998:101(4)E8.

126】 Dojgltt DM,Sukcnick E,Andrade ⅥR BrOWn JS.Biphasic syste面c

anaphylaxis:an inpatlcnt and outpatLntsmdy_J Allcrgy Clin lnlllnunol

1994;93(6):977-85.

1271 Stark BJ,SulliVan TJ.Biphasic and protracted anaphylaxis J AIcrgy

Clin lnlrnuno1 1986;78(l Ptl):76-83

〔28】 Lce JM,GreencS DS BiphaSiC anaphylactt rcac● ons in pediadcs

Pcdiauics 2000:10614)762“ .

1291 PumphreyRS,Ro騰 由 IS.Postmortem md慟 鴫s att fatal anaphylactic

rcac●ons J Clin Patho1 211111153(4):273“

130〕 Payne v Kaln PC Mast ccllり Ptasc:a rcvicw ofits physiology and

clincal Jttncance.Anaesuleda 2004づ χ7ヽ 695■ 03.

131l SchWartzLB,YungingcrJЦ MillerJ,Bokhari R,Dull D.TIme coursc

of appcarance and dお appcarancc of human mast CCli typtase in thC

ctrculation aftcr anaphylaxis J Clin lnvest 1989;83(5),1551巧 .

132]Cr∝ kett RE,Lockcy RR Vaccine hyperscnSidVity lmmunol Aucrgy

Clin N Am 2∞ 1;2114):70743

133J Frcdcttc MJ,Dc Serrcs G,Mdcnぬ nt M ophthJmo10gical and bio‐

logical features of he oculoresPiratOry syndrott after hfluenza

vaccination_CIn lnfcct Dis 2α 〕3;37(8):113(卜 8

β切燎躙 F蹴樹:講:T轟鰹器盤肥騨 :

associatcd adVCrsc cvcnt?Clin lnfect Dis 2003;36(6):705-13

[35】 Intem“ Onal Conferen∝ on Harmonisalion of Tcchnical Require‐

mcnts for Rcgistradon of Pharlnaccudcals fOr Hulllan Usc(ICH)

Guidelines for Clintal Safcty assessmcnt(E2a‐ c).Availablc on

the worid widc wcb:http:〃 www.iCh Org/[laSt acCesscd Fcbru暉 9,

2006].

136]Couril fOrlntttadorl」 Organi“ dons● M“iCJ SCi鉗∝s(C10MS)

Reporting fonn for ln“ 品ationd RepodhЁ  oF Adversc Drug Rcac―

tions.Avallable on thc WOrld widc Web:http:〃 wWW.cioms ch/namc_
'whatis_doms.htm【 last a∝essed February 9,2CX161

137】 The CONSOr statcmcnt:rc宙 sed r∝ 赫 cndations for improving

the quality of repoS OF parallcl― group randonuzcd trials JAMA

2∞ 1;285(15):1987 91 Available on dtcworld wide wcb:http:〃 ww‐

consort‐ statemcnt org/Statcnlentrrevisedstatement_htm【 laSt acccsscd

FcbnMry 9,2006]

〔38〕 MoherD,Cook DJ,Eastwood S,01kin I,Rcnnie D,Sm)up DRImpЮ v―

ing dle quality of rcpo“ of mcta‐ analyscs of randomised controllcd

tiaヽ :the QUOROM statcmcnt.Quahty ofrcporting ofmcta― analyses.

Lan∝t1999;354o193):189←
'00.Avallable on ttc WOrld wide wcb:htpJ:油‐Conson― statcment orylnidadvcs/complcments htrn ilast

acccssed Fcbnlary 9,2(Ю 61

1391 StrOup DR Bげin JA,Morton SC,OIMn l,Williamson GD,Rcmic

D,ct al Meta― analysk Of Obscrva■Onal studics in cpidcrruo10gy: a

proposal for reporting Mcta‐ analysiS of(〕 bscrVational Studics in EPi―

dc面o10gy(M00SE)group JAMA 2KIC10;283(15):2008-12 Available

on thc world wide wcb:http:〃ww‐consorti“atcmCnt org/1nidadvesノ

complemcnts htm【 last a9cessCd Fcbru暉 9,2006]

63



参考資料1-3

新型インフルエンザワクチンの添付文書

64



*a09年
10月 改訂 (第 2D

X09年 10月 作成 (第 1版)

ウイルスワクチン類

生物由来製品  日本菜局方 生物学的製剤基準

類番号

Lせ枢薬電XA型インフJレエンザHAワクチン(HlNl株 )

販 売 名 :A型インフルエン州 AワクチンHlNl「S北研Jシリンジ

貯  法 :達光して、10℃以下に凍結を選けて保存 (:取扱い上の注意】参照)

有効期間 :検定合格日から6箇月 (尋終有効年月日は外箱等に表示)
※注意―医師等の処方せんにより使朔すること

本剤は、Att HlNl(ソ連型)、 A tt H3N2(香港型)、 B型の3株混含で製造されている季節性インフルエンザワク

チンと同じく生物学的製剤基準「インフルエンザHAワクチシJに準拠し、新型インフルエンザA型 (HlNl)ウイル

スの単抗原 HAワクチンとして製造さねたものである。

新型インフルエンザA型 (Hl Nl)ワクチンとしては使用経験がなく、添付文書中の副反応、臨床成績、薬効薬理等の

情報については季節性インフルエンザワクチンとしての成績を記載している。新型インフルエンザA型 (HlNl)ヮ ク

チンとしての成績等に関しては、最新の情報を随時参照すること。

【接■不適当者 Cr― を受けることが適当でない者)】

被接種者が次のいずれかに該当すると認められる場合には、

籠 を行つてはならない。

(1)明らかな発熱を呈している者

(2)重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな者

(3)本剤の成分によつてアナフィラキシーを塁したことがある

ことが明らかな者

(4)上記に掲げる者のほか、予防接種を行うことが不適当な

状態にある者

【製法の概要及び組威 。性状】

1.製法の概要

本剤は、厚生労働省より指定されたインフルエンザウイルス

の A型株を発育鶏卵の尿膜腔内に接種して培養し、増殖した

ウイルスを含む尿膜腔液をとり、ゾーナル遠心機を用いたしよ

糖密度勾配遠心法により柑製ill縮 後、エーテルを加えてウイ

ルス粒子を分解してHA画分浮遊液を採取する。これをホル

マリンにより不活化した後、リン酸塩緩衝塩化ナトリウム液

を用いて株ウイルスのHAが規定量含まれるよう希釈調整した液

剤である。

2.組 威

本剤は、Q5mリトに下記の成分・分量を含有する。

3.性  状

本剤は、インフルエンザウイルスのヘムアグルチニン (HA)

を含む澄明又はわずかに自濁した液剤である。

pH:“～&α 浸透圧比 (生理食塩液に対する比):約 1

20910NMl

【効能・効県】

本剤は、インフルエンザの予防に使用するb

〔用法・用■】

Q5mLを皮下に、1回又はおよそ1～4週間の間隔をおいて2回

注射する。ただし、6歳から13蔵沫満のもあにはQ3mL、 1歳

から6歳未満のものには02mL l歳未満のものには0.lmLず?
2回注射する。

2 他のワクォン製剤との接種間隔

生ワクチンの接種を受けた者は、通常、´日以上、また他の

不活化ワクチンの接種を受けた者は、通常、6日 以上間隔

を世いて本剤を接種すること。ただし、医師が必要と認め

た場合には、同時に接種することができる (な お、本剤を

他のワクチンと混合して接種してはならない)。

【描■上の注意】

1.接■要注意者 (接組の綱断を行うに熙し、注意を要する者)

被接種者が次のいずれかに該当すると認められる場合はく健康

状態及び体質を勘案し、診衆及び接糧適否の判断を慎重lF行い、

予防接種の必要性、副反応、有用性について十分な説明を行い、

同意を確実に得た上で、注意して接種すること。

(1)心臓血管系疾患、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患、発育

障害等の基礎疾患を有する者

(2)予防接種で接種後2日 以内に発熱のみられた者及び全身性

発彦等のアレルギーを疑う症状を呈したことがある者

(3)過 去にけいれんの既往のある者

(41過去に免疫不全の診断がなされている者及び近親者に

先天性免疫不全症の者がいる者

(5)気管支喘息のある者

(6)本剤の成分又は鶏卵、鶏肉、その他鶏由来のものに対して

アレルギーを呈するおそれのある者

66

成 分 分  量

有効成分

(製造株)

A/カ リフオルニア/7/2009 01Nl)
HA含有量(相 当

値)は、15μ g以上

安定剤 ホルマリン 005μ L以下

緩衝剤

リン酸水素ナトリウム水和物

リン酸二水素カリウム

塩化ナトリウム

1255mg
O四mg
4_15mg

分散剤 ポリソルベー ト80 005μ L以下



*2.■
醸 ■同哺観主魔

(1)本剤は、「予防接動 規則J及び「受託医療機関におけ

る新型インフルエンザ (A/HlNl)ワ クチン接種実施要

制 に準拠して使用すること。

(2)被 接種者について、接種前に必ず間診、検温及び診察

(視診、聴診等)に よって健康状態を調べること。

(3)被接種者又はその保護者に、i接種当日は過激な運動は

避け、接種部位を清潔に保ち、また、接種後の健康監視

に留意 し、局所の異常反応や体調の変化、さらに高熱、

けいれん等の異常な症状を呈した場合には、速やかに

医師の診察を受けるよう事前に知らせること。

3.相巨作用            '
併用注意 (併用に注意するこ|)|

免疫抑制剤 (シ クロスポリン製剤等)等 との関係 D

免疫抑制的な作用を持つ製剤の投与を受けている者、特に

長期あるいは大量投与を受けている者は本剤の効果が得られ

ないおそれがあるので、併用に注意すること。

4。 ■反応 (ま れに :Q巌床満、ときに :Ql～%未満、副詞なし :

596以上又は頻度不明)           C
(1)菫大な■反応

1)シ ヨツク、アナフィラキシ=様蕪状 :ま れにショック、

アナフイラキシー様症状 (導麻疹、呼吸困難、血管浮腫等)

があらわれることがあるので、接種後は観察を十分に

行い、異常が認められた場合には適切な処置を行うことt

2)急性散在性脳育髄炎 (ADEM):ま れに急性散在性

脳脊髄炎 (ADEM)があらわれることがある。通常、

接種後数日から2週間以内に発熱、頭痛、けいれん、運動

障害、意識障害等があらわれる。本症が疑われる場合に

は、MRI等 で診断し、適切な処置を行うこと。

3)ギラン・ノ〔レー症候群 :ギラン・パレー症候群があら

われることがあるので、四肢遠位から始まる弛級性麻痺、

腱反射の減弱ないし消失等の症状があらわれた場合には

適切な処置を行うこと。

4)けいれん :けいれん (熱性けいれんを含む)力 Sあ らわ

れることがあるので、症状があらわれた場合には適切な

処置を行うこと。

5)肝機能障害、黄疸 :ASTIGOT)、 ALT(CPT)、 γ CTP、

Al‐Pの上昇等を伴う肝機能障害、黄疸があらわれること

があるので、異常が認められた場合には適切な処置を

行 うこと。

6)喘息発作 :喘息発作を誘発することがあるので、観察

を十分に行い、症状があらわれた場合には適切な処置を

行うこと。

(2)その他の口反応

1)過敏症 :ま れに接種直後から数日中に、発疹、奪麻疹、

湿疹、紅斑、多形紅斑、描痒等があらわれることがある。

2)全身症状 :発熱、悪寒、頭痛、倦怠感、一過性の意識

消失、めまい、リンパ節腫脹、嘔吐・嘔気、下痢、関節痛、

筋肉痛等を認めることがあるが、通常、2-3日 中■消失

する。

3)局所症状 :発赤、腫脹、硬結、熱感、疼痛、しびれ感等

を認めることがあるが、通常、2～3日 中に消失する。

5.裔齢者への描覆

一般に高齢者では、生理機能が低下しているので、接種に

当たっては、予診等を慎重に行い、被接種者の健康状態を

十分に観察すること。

*6.妊
婦、産婦、授乳婦等へのm

妊娠中の接種に関する安全性は確ュしていないので、妊婦

又は妊娠している可能性のある婦人には予防接種上の有益性

が危険性を上回ると判断される場合にのみ接種すること。

なお、小規模ながら、接種により先天異常の発生率は自然

発生率より高くならないとする報告がある。つ

フ.接■時の注意

(1)接種用器具

【A型インフルエンザHAワ クチン HlNコ 「S北研」シリ

ンジの使用方法】に従い接種準備を行うこと。

1)接種用器具は、ガンマ線等により減菌されたデイスポー

ザプル品を用いる。

2)注射針及び注射筒は、被接種者ごとに取り換えなけれ

ばならなυヽ:(開封後あ使用は1回限りとし、シリンジ

の再減菌・再使用はしないこと。)

(2)接種時

1)本剤の使用に際しては、雑菌が迷入しないよう注意する。

また、本剤を他の容器に移し使用してはならない。

2)注射針の先端が血管内に入ってぃないことを確かめる

こと。

(3)接種部位

接種部位は、通常、上腕伸側とし、アルコールで消毒する。

なお、同一接種部位に反復して接種することは避けるこ
|。

【臨床威輌】

1.有効性

15～17歳の青年男性377名 を178名 と199名 の2群に分け、前者

には対照薬iと して破傷風 トキソイドを、後者には流行の予想

されるA香港型ウイルスのインラルエンザ不活化ワクチンを

接種した。その冬における対照群は、同じ抗原型のA香港型

ウイルスに275%の 感染率を示したのに対し、ワクチン接種

群においては、約1/5の

“

%の感染率であり、この時のワクチン

の有効率は80%と算定された。"

1997～ 2000年において老人福祉施設・病院に入所 (院)して

いる高齢者 (65t以上)を対象にインフルエンザHAヮ クチン

を1回 接種 し有効性を評価 した。有効性の正確な解析が

可能であった98/99シ ーズンにおける結果から、発病阻止効果

は34～ 55%、 インフルエンザを契機とした死亡阻上効果は

82%であり、インフルエンザHAワ クテンは重症化を含め個人

防衛に有効なワクチンと判断された。なお、解析対象者は

同意が得られたワクチン接種者1198人、非接種者 (対照群)

1044人 であつた。・

2.口鈍

インフルエンザHAワ クチン接種後の主な副反応は、発赤等

の局所反応 (■4%)及 び発熱等の全身反応であった。・

高齢者 (65歳以上)に対するインフルエンザHAワ クチンの
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‖‖
安全性を、国内5社のワクチンを用いて調査 した。1204例 の

対象者に2306回 の接種が行われ、副反応の発現頻度を、接種後

3日 間に被接種者が有害事象として認めた症状を記入する

調査方法により調査した。その結果、全被接種者の副反応は、

発熱等の全身反応が ll.3%、 発赤等の局所反応が11.6%で

あつた。・

【コ用電Jコb ・ 覆 】

インフルエンザHAワ クチンを3週間間隔で2回接種した場合、

接種 1ク 月後に被接種者の77%が有効予防水準に達するb

接種後3ヶ 月で有効予防水準が7田%であるが、5ヶ 月ではЮ3%

と減少する。効果の持続は、流行ウイルるとワクチンに含まれ

ているウイルスの抗源型力
'一

致した時において3ヶ 月続くことが

明らかになっている。基礎免疫を持っている場合は、ワクチン

接種群における有効予防水準は、3ヶ 月を過ぎても維持されて

いるが、基礎免疫のない場合には、効果の持続期間が 1ケ 月近

く短縮される。9

【取扱い上の注層】

1.籠 前

(1)誤 って凍結させたものは、品質が変化しているおそれが

あるので、使用してはならない。

(2)ビ ロー包装は開封口からゆっくり開けること。

(3)ピ ロ,包装から取り出す際、押子を持つて無理に引き出

さなVヽ こと。

(4)シ リンジなどに破損等の異常が認められるときには使用

しないこと。

(5)使用前には、必ず、異常な混濁、着色、異物の混入その

他の異常がないかを確認すること。

2.接■時

(1)冷蔵庫から取 り出し室温になってからヽ 必ず振 り混ぜ

均等にして使用する。

(2)シ リンジの トップキヤツプをはずした後に、 シリンジ

先端部に触れないこと。

0)一度 トップキヤップをはずしたものは、速やかに使用

すること。

(4)注射針を接続する際は誤刺に注意し、ルアーロックに

しっかりと固定すること。

【包 装】

シリンジ  0.5mL  5本

*【
ヨ重日コ

“

欧】

(1}Versluis DJ.et al.Andviral Res:Suppl l:289-92(1985)

2)Birth Defects and Drugs in Pregnancy(1977)

(3)Sugiura A.et al. J InfeCt Dis;12216):472-8(1970)

(4)神谷 齊 他.イ ンフルエンザワクチンの効果に関する研究.

厚生科学研究費補助金 (新興 。再興感染症研究事業)総合研

究報告書 (平成9年～■年度)

(5)根路銘国昭,日立予防衛生研究所学友会編.ワ クチンハンド

プック :130-41(1994)

(6)堀 内 清 他,予防接種リサーチセンター編.予 防接種制度

に関する文献集 ;30:113-8(2000)

【文献請求先】

〒364∞26埼玉県北本市荒井六丁目111番地

学校法人 北里研究所

生物製剤研究所 安全管理部門

【製品情報お問い含わせ先】

第一三共株式会社 製品情報部

電話 :0120-189-132

シリンジの使用方法】:A型インフルエ ンザHAワ クチ

①
曇程に使用する注射針を用意する。

②シリンジをとロー包装より取り出し、機種液

を均等にする。

接種液が泡立たないようにシリンジを上下に

反転じ均等にする。

ンHlNl「SJヒ]研」

構成と各部名称

＼‐―押子
フィンガークリップ

裏面へ続く

(H2110)
20910NM]
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【A型インフ 71/エ ンザHAワ クチ ンHlNl「S北研」

③トツプキヤツプをはずす
気層を上部に集めてからシリンジとトップ
キ ャップを指でつまみ、 トップキヤップ

をゆっ くり回転 させながらシリンジから

はずす。
(ト ップキヤツプをはずす際、接種液が漏れ

ないように注意する)       ́    ‐

④注射針を取り付ける

使用する注射針をルアーロックにねじ込み

ながら、速やかにしっかりと取り付ける。

(シ リンジ先端に触れないように注意する)

⑤ 気泡抜き、接種量合わせ        .
気泡を上部に集めてから押子をゆっくり押し、

シリンジ内部の気泡を抜く。その後 ガスケツト

の先端を接種用量線に合わせて使用する。

(1用 法 。用量】に従い、接種用量を合わせる)

シリンジの使用方法】続き

【製造販売元 :

0蹴漱認蘊
【販売元】

第一三共株式会社
東京都中央区日本橋本町3‐ 5‐1
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薫2009年 10月改訂 (第 2版)

2009年 10月 作成

百ホ標準商品分類番号 1 876313〓
〓
ヨ
一〕
一〕
〓

生物由来製品 ウイタ不7ク オr智

理∫稚発
「

顔飾肇あ処方せんにより使用すると
′
と

I接種不適当者 (予防接種1受けることが適当で

ない者)】

被接種者が次のいずれかに該当すると認ゃられ

る場合には、接種を行つてはならない。

1.明 らかな発熱を呈している者

21重篤な急性疾患にかかっていることが明らか

な者

3_本剤の成分によつてアナフィラキシーを呈 し

たことがあることが明らかな者

4.上記に掲げる者のほか、予防接種を行うこと

が不適当な状態にある者

【製法の概要及び組成 。性状】

1.製法の概要

本剤は、インフルエンザウイルスのA型株を発育鶏

卵で培養し、増殖したウイルスを含む尿膜腔液を

ゾーナル遠心機による庶糖密度勾配遠心法により濃

縮精製後 ウヽイルス粒子をエーテル等により処理し

て分解・不活化したHA画分に、リン酸塩緩衝塩化

ナトリウム液を用いて規定濃度に調製した液剤であ

る。

2.組 成

本剤は、lmL中 に次の成分を含有する。

分成 分  量

有効成分

(製造株)

A/カ リフオルニア/7/1SXHlNl) HA含量 (相 当値 )

lま 、 30μ g以上

緩 衝 剤 lJン酸水素ナトリウム水和物

リン酸二水素ナトリウム
3.53mg
O.54mg

準張化剤 塩化ナ トリウム 8.50rng

保 存 剤 チメロサール 0.008mg

3.性 状

本剤は、インフルエンザウイルスのヘムアグルチニ

ン (HA)を 含む澄明又はわずかに自濁した液剤で

ある。

pH 16.8～ 8.0

浸透圧比 (生理食塩液に対する比):10± 03

【効能又は効果】

本剤は、インフルエンザめ予防に使用する。

【用法及び用量】

0.5mLを 皮下に、1回又はおよそ 1～ 4週間の間隔を

おいて2回注射する。ただし、6歳から13歳本満の

ものには0.3mL、 1歳から6歳未満のものには0.2mL、

1歳未満のものには0.lmLずつ 2回注射する。

用法及び用量に関連する接種上の注意

1.接種間隔

2回接種を行う場合の接種間隔は、免疫効果を考

慮すると4週間おくことが望ましい。

2.他のワクチン製剤との接種間隔

生ワクチンの接種を受けた者は、通常、27日 以

上、また他の不活化ワクチンの接種を受けた者

は、通常、6日 以上間隔を置いて本剤を接種する

こと。ただし、医師が必要と認めた場合には、同
:

時に接種することができる (な お、本剤を他のワ
|

1_4客響製薬響堅聾摯撃単_¨:J

【接種上の注意】

1.接種要注意者 (接種の判断を行うに際し、注意を

要する者 )

被接種者が次のいずれかに該当すると認められる場

合は、健康状態及び体質を勘案し、診察及び接種適

否の判断を慎重に行い、予防接種の必要性、副反

応、有用性について十分な説明を行い、同意を確実

に得た上で、注意して接種すること。

(1)心臓血管系疾患、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患、

発育障害等の基礎疾患を有する者

12)予防接種で接種後2日 以内に発熱のみられた者及

び全身性発疹等のアレルギーを疑う症状を呈した

ことがある者

(3)過去にけいれんの既往のある者

-1-

承 認 番 号 157∞EZZ01∞4000

薬 価 収 載 適 用 外

販 売 開 始 1972年 9月

劇  H´
'｀
~棄

 日本薬局方 生物学的製剤基準

妨 せん医薬品むA型 イ ン フ ル エ ンザ HAワ ク チ ジ (Hl Nl株 )

蝙ξttζ羅犠軸藝轟墨轄修Ю

誕藝蘊轟蒻弱雷蒲魏牙画酒蔚蕩藤汚暑壁橘|〕7 黙ヾ柄

lF:二そ乙峯島こ7う彗1聯 夕とJぞ″響膚詈竃蟹6を暦ξ多導ξPヲげ努l主夢境遷ま凸1奮君考ザ李9t憲
をあ蔑農専百蘭びそ|:最新の情報を随時参照すること。
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(4)過去に免疫不全の診断がなされている者及び近親

者に先天性免疫不全症の者がいる者

(5)気管支喘息のある者

(6)本剤の成分又は鶏卵、鶏肉、その他鶏由来のもの

に対して、アレルギーを呈するおそれのある者

*2.重要な基本的注意

(1)本剤は、「予防接種実施規則」及び「受託医療機

(21被接種者について、接種前に必ず問診、検温及び

診察 (視診、聴診等)に よって健康状態を調べる

こと。

(31本剤は添加物としてチメロサール (水銀化合物)

を含有している。チメロサール含有製剤の投与

(接種)に より、過敏症 (発熱、発疹、葦麻疹、紅

斑、そう痒等)があらわれたとの報告があるので、

間診を十分に行い、接種後は観察を十分に行うこ

と。

(4)被接種者又はその保護者に、接種当日は過激な運

動は避け、接種部位を清潔に保ち、また、接種後

の健康監視に留意し、局所の異常反応や体調の変

化、さらに高熱、けいれん等の異常な症状を呈し

た場合には、速やかに医師の診察を受けるよう事

前に知らせること。

3.相互作用

併用注意 (併用に注意すること)

免疫抑制剤 (シ クロスポリン製剤等)等 との関係 1)

免疫抑制的な作用を持つ製剤の投与を受けている

者、特に長期あるいは大量投与を受けている者は本

剤の効果が得られないおそれがあるので、併用に注

意すること。

4.副反応 (ま れ|こ :0.1%未満、 とき|こ :0。 1´-5%未

満、副詞なし :5%以上又は頻度不明)

o)重大な副反応

1)シ ヨツク、アナフィラキシー様症状 :ま れに

ショ,ク 、アナフィラキシー様症状 (尋麻疹、

呼吸困難、血管浮腫等)があらわれることがあ

るので、接種後は観察を十分に行い、異常が認

められた場合には適切な処置を行うこと。

2)急性散在性脳脊髄炎 (ADEM):ま れ1に急性散

在性脳脊髄炎 (ADEM)が あらわれることがあ

る。通常、接種後数日から2週間以内に発熱、

頭痛、けいれん、運動障害、意識障害等があら

われる。本症が疑われる場合には、MRI等で

診断し、適切な処置を行うこと。

3)ギラン・パレー症候群 :ギラン・パレー症候群

があらわれることがあるので、四肢遠位から

始まる弛緩性麻痺、腱反射の減弱ないし消失

等の症状があらわれた場合には適切な処置を

行うことo

4)け いれん :ιlt｀ れん (無性けいれんを含む)が

あらわれることがあるので、症状があらわれ

た場合には適切な処置を行うこと。

5)肝機能障害、黄疸:AST(GOT)、 ALT(CPT)、

ァーGTP、 Al‐Pの上昇等を伴う肝機能障害、黄

疸があらわれることがあるので、異常が認め

られた場合には適切な処置を行うこと。

6)喘息発作 :喘息発作を誘発することがあるの

で、観察を十分に行い、症状があらわれた場合

には適切な処置を行うこと。

(21 その他の副反応

1)過敏症 :ま れに接種直後から数日中に、発疹、

尋麻疹、湿疹、紅斑、多形紅斑、そう痒等があ

らわれることがある。

2)全身症状 :発熱、悪寒、頭痛、侍怠感、一過性

の意識消失、めまい、リンパ節腫脹、嘔吐 0嘔

気、下痢、関節痛、筋肉痛等を認めることがあ

るが、通常、2～ 3日 中に消失する。

3)局所症状 :発赤、腫脹t硬結、熱感、疼痛、し

びれ感等を認めることがあるが、通常、2～ 3

日中に消失する。

5.高齢者への接種

一般に高齢者では、生理機能が低下しているので、

接種に当たっては、予診等を慎重に行い、被接種者

の健康状態を十分に観察すること。

*6:妊婦、産婦、授乳婦等への接種

妊娠中の接種に関する安全性は確立していないの

で、妊婦又は妊娠している可能性のある婦人には予

防接種上の有益性が危険性を上回ると判断される場

合にのみ接種すること。

なお、小規模ながら、接種により先天異常の発生率

は自然発生率より高くならないとする報告があるの。

7.接種時の注意

(1厳種時

1)接種用器具は、ガンマ線等により滅菌された

デイスポーザブル品を用いる。

21容器の栓及びその周囲をアルコールで消毒した

後、注射針をさし込み、所要量を注射器内に吸

引する。この操作に当たっては雑菌が迷入しな

いよう注意する。

また、栓を取り外し、あるいは他の容器に移し

使用 してはならない。

3)注射針の先端が血管内lF入っていないことを確

かめること。

4)注射針及び注射筒は、被接種者ごとに取り換え

なければならない。

12H種部位

接種部位は、通常、上腕伸側とし、アルコールで

消毒する。なお、同二接種部位に反復して接種す

ることは避けること。

-2-
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【臨床成績】

1.有効性

15～ 17歳の青年男性377名 を178名 と199名の2群

に分け、前者には対照薬として破傷風 トキソイド

を、後者には流行の予想されるA香港型ウイルスの

インフルエンザ不活イヒワクチンを接種した。その冬

における対照群は、同じ抗原型のA香港型ウイルス

に2衛%の感染率を示したのに対し、インフルエン

ザヮタチン接種群においでは、約1/5あ 5。形 の感染

率であり、この時のワクチンの有効率は80%と 算

定された3)。

1997～ 2000年において老人福祉施設・病院に入所

(院)している高齢者 (65歳以上)を対象にインフ

ルエンザHAワ クチンを1回接種し有効性を評価し

た。有効性の正確な解析が可能であった98/99シ ー

ズンにおける結果から、発病阻止効果は34～ 55%、

インフルエンザを契機とした死亡阻止効果は82%
であり、インフルエンザHAワ クチては重症化を含

め個人防衛 に有効なヮクチンと判断された。なお、

解析対象者は同意が得られたワクチン接種者 1,198

人、非接種者 (対照群)1,044人であった。。

2.安全性

インフルエ ンザ HAワ クチン接種後の主な副反応

は、発赤等の局所反応 (11.4%)及 び発熱等の全身

反応であつた 9。

高齢者 (65歳以上)に対するインフルエンザHAワ

クチンの安全性を、国内5社のワクチンを用いて調

査した。1,204例 の対象者に2,306回 の接種が行われ、

副反応の発現頻度を、接種後3日 間に被接種者が有

害事象として認めた症状を記入する調査方法により

調査 した。その結果、全被接種者の副反応は、発熱

などの全身反応が H.3%、 発赤などの局所反応が

H.6%であつたOo

【薬効薬理P

インフルエンザHAワ クチンを3週間隔で2回接種し

た場合、接種 1カ 月後に被接種者の77%が有効予防

水準に達する。

接種後3カ 月で有効予防水準が78.8%で あるが、5カ

月では50.8%と 減少する。効果の持続は、流行ウイ

ルスとワクチンに含まれているウイルスの抗原型が

一致 した時において3カ 月続くことが明らかになっ

ている。基礎免疫を持っている場合は、ワクチン接

種群における有効予防水準は、3カ 月を過ぎても維

持されているが、基礎免疫のない場合には、効果の

持続期間が 1カ 月近く短縮される。

【取扱い上の注意】

1.接種前

(1)誤つて凍結させたものは、品質が変化しているお

それがあるので、使用 してはならない。

121使用前には、必ず、異常な混濁、着色、異物の混

入その他の異常力Sないかを確認すること。

2.接種時

(1)冷蔵庫から取り出し室温になってから、必ず振り

混ぜ均等にして使用する。     ~
(2)一 度針をさしたものは、当日中に使用する。

*【包 装】

瓶入 lmL 2本
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2∞9年 9月 作成

生 物由来製品

劇    薬

処方せん医薬品
注意‐医師等の処方せんに

よつ使用すること

日本標準商品分類番号

876313

ウイルスワクチン類

日本薬局方 生物学的製斉」基準

A型インフルエンザHAワ クチン(HlNl株)

販売名 :A型インフルエンザHAワ クチンHl Nl「化血研」

貯  法 :遮光して、10℃以下に凍結を避けて保存 (【取扱い上の注意】参照)

有効期間 :検定合格日から 1年 (最終有効年月日は外箱等に表示)

隋酢 I謬認磐斃懺霧
には、接種を行つてはならない。

(1)明 らかな発熱を呈している者

:1霧ち諺電ξ零雰)管響磐■とが

(4)1曇1亀岱曝亀驚富]、 予防接種を行うことが不適当
な状態にある者

用法・用量に関連する接種上の注意           |
(1)接

言旨曝種を行う場答の接種間隔は免疫効果を考崖する
|

1用法・用量に関連する接種上の注意

アレルギーを呈するおそれのある者

2.重要な基本的注意

※※(1)本剤は、「予防接種実施規則」及び

インフルエ〕

承 認 番 号 21900AMXa1942

薬 価 収 載 適用外

販 売 開 始 2007年 n月

「受託医療機関におけ

※ズ 12)他のワクチン製剤との接種間隔
1  生ワクチンの接種を受けた者は、通常、 27日 以上、ま

| た、他の不活化ワクチンの接種を受けた者は、通常、 6

と4週間おくことが望ましい。

日以上間隔を置いて本剤を接種すること。ただし、医師が

【製法の概要及び組成 。性状】

用いてHAが規定量含されるよう希釈調製する。    ・

ff里葉ξ計篭1旨ξlヂラ考≒ジ{l置菫」Efi菫≦」3圭fiE[121Sil
【接種上の注意】

1.接種要注意者 (接種の判断を行うに際し、注意を要する者)

健憧繁顧懸探昌嵯菖霙tFシ嚢裏3鯉甦名暮称島撮2糖≧
に行い、予防接種の必要性、副反応、有用性について十分な

認鰍曇躍筵稔繁儒藤戴鰯頴鐙

②
言う言言:3「こ[:言う疑預馨窒t見讐[京曇Y薯

身性

13)過去にけいれんの既往のある者

14過去に免疫不全の診断がなされている者及び近親者に先天

性免疫不全症の者がいる者

(51気管支喘息のある者｀
 6)本剤の成分又は鶏卵、鶏肉、その他鶏由来のものに対して

2.組成

本剤は、 lmL中に夕の成分を含有

=生

3.製
酬8甘リンフルエンザウイルスのHAを含む澄明又けわ

ずかに自濁した液斉Jである。

道毬脚 理食塩液に嘉するDi約 1

【効能・効果】
本剤は、インフルエンザの予防に使用する。

【用法・用量】

;翻滓脇簾可鼈轟
には01mLずつ2回注射する。

一〓〓一一華一幸一

Ｏ
ｎ
ｒ
ヽ
ｒ
Ｎ
ｏ

0)被接種者について、接種前に必ず問診、検温及び診察 (視

8鰺艦孔騎鷹     畠硼九

哲認筆混榔蹂鍋貌、印 蹴Ъ
テワ璽彗潜鶏言[看[倉「

は速やかに医師の診察を受ける

3検

据量誓晏併用に注意すること)

免
責婆悧酬話Z稚昌冤奪ι董爵引:じ言豊8零雲:者、特に
長期あ

3栞続奄霧彙黒簿言1班二亀軍雲象重警雷ギF慕撫[
注意すること。
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株混合で製造されている季節性インフルエ
本剤は、AttHlNl(ソ 連型)、 AttH3N2(香港型)、

ンザワクチンと同じく生物学的製剤基準「インフルエンザHAワクチン」に準拠し、新型インフルエンザ
′′′′′――…―'一

車軌繭 ラタチンとして.造されたものである。A型 (Hl Nl)ウ イルスのJ

新型インフルエンザA型 (HlNl)ワクチンとしては使用経験がなく、添付文書中の副反応、臨床成績、

薬効薬理等の情報については季節性インフルエンザワクチンとしての成績を記載している。新型インフ
ー      ́・  

一 ―  ・ヽ
一 ― ・ ― ロロ

` 一 =上  自 ″ ― 越 卸 t産 直 尖 曖 十 Z:ア ル栗 刈 未
…

寸 V′ 旧 い ▼` ′ V― い

ジ Itを ぁ 晟 結 等 :と 由 し て は 、 最 新 の 情 報 を 随 時 参 照 す る こ と 。

ルエレザA型 (Hl Nl)ワ クチ
'                      __

分成 量分

有 効

成 分

(難 機

A/カ リフオルニア/7/a109(HlNl)
HA含撮 (相 当値)は
∞/rg以 上

添加物

ホルマリン (詢レムアルデヒドとして)

フェノキシ主タノール

塩化ナトリウム

リン酸水素ナトリウム水和物

リン酸二水素カリウム

o olw/v%以 下  も

0 0045mL

81m8
25m8

04m8



4.副反応葛磐じ::プ♂菫覧ι勇基ξ轟ふ
1～

'%未

満、副

口   3)蔵 i鏃膚 藉 ふ鏃 聯 蒻

4)]:[I][[lil祭黛望:鴛名免星暮Lだ亀易想危

Om欝
揚乳綺齢罪なLi

°雰鰍 』轍驚鼻鐵饂/。

ゆ蝠
:ふ

L器∬ 肌`轟ッ謂

~当
]:::言 1:言贔種::警鼈 鷺膜、鷲香暑軍

下
※61[[譜

5]卜[][言:§[信天音と革,曇浮181筆糧

二写【fttηttξぶ勇務L亀昌塁想≧≧【角F`痣毒芳写タ
チ
託31貌需峰翌聡護毛建祉島設・病院に入所鮨)し

~ 
牙ララルエンザHAワ クチン接種後の主な副反応は発赤等

【薬効薬理】
5)

i毎蘇難懸仄ゝ 切i

藤鷺隕馘魏鶉力
l曇言時[[[[1鷺  [il』』II[してぃるおそれが■
るので、使用してはならない。

2.安全性

2.接種前

使用前には、必ず、異常な混濁、

の異常がないかを確認すること。

着色、異物の混入その他

Ъ:危蔭性を上回ると判断されぅ場合に2ク棒要す登F生 :
自然

ィ輌 療法朋究所
本

'市
大 窪 一 丁 目 6番 1号

3a)憶
霞塵から取り出し室温にならてから、念ず振り配 均等

(2)[営

:[量[『ね堤:そ漂殖」f奮普薫ヒ程鷺挙班F凍
結

瓶入 lmL:2本
【主要文献】

DVesh― ■a ttA面宙r」 R6suppl」 器

l品 4勢継
           鷲i漱》
仰谷剤まか:曇

鱚 鯰 鰺
(‰

躙 膀
インフルエンザワクチンの効果に関する研究

[VIN00059]

5)督路銘国昭 :z基
薦rl)ぶ1乙r色轟易諸F防

衛生研究
所
学

6)堀内清ほか :予防接種制度に関する文献集

30 H3,2000[R03089]

【文献請求先】
く
予繁零琴貨藁緊は 理

間
轡皇集鮒 セヽンター

〒103-84H 東京都中央区日本橋本町 2丁目3番H号

● 0120-189-371

装】【包

(1鷲

聾程露量具は、ガンマ線等により滅菌されたデイスポー
:2)運

ζ鮮量急塁欝魯:ょ、被接種者ごとに取り換えなければ
ならない。

“
}接

[]i曽
=基

醒島温だ裂躍Ъ与駿』フξ五1纂翼尾[1
【臨床成績】

製造販売

礼

販売
肇覇 醒 轟 諸 算 響 踪

社

(300劉 )091← 2

VSW31602Z01
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妨せん麟品むA型インフリレエンザHAワクチン(HlNl株 )

販売名:A型インフルエンザHAワクチンHlNl「生硼

貯  法 :進光して,10℃ 以下に凍結を避けて保存 (【取扱い上の注意】参照)。

有効期間 :検定合格日|｀ ら1年 (最怒有効年月日は外箱等に表示)。

注)注意一医師等の処方せんにより使用すること。

醐 言撃精畷[畢堕ξ:[肇習言五:進暮|:

1)観観颯鞘 よぅ者
憑蒙葛λ諒鷺11悔ζ]肇姜ミとt寝
11[雪

i晏曇[言つよ
響 弓 防接種 を行ちこと

tjる ことが適当でない者)

【製法の概要及び組成・性状l

2奨
鶏tt hL中 に次の厳 ・分量を含有する。

&褥
評轟臨 狛綺

ン
【効能 。効果】

本剤は,イ ンフルエンザの予防に使用する。

【用法 。用量】

増魂 1麟榊 l辟馨警I
ずつ 2回注射する。

l[聯17ョ鴛鋼mt
:2.他のワクチン製剤との接種間隔

生ワクチンの接種を受けた者は,通常 ,

他の不活イヒワクチンの接種を受けた者l12

-1

【接種上の注意】
1.接種要注意者 (接種の判断を行うに際 し,注意を要する

こ筐
[:1'攀

構量亀言酵]抒驚1誓首釜111
。播意識盆薯繁換患,腎巌疾患,肝臓疾患,血液羮患,発

②
][量霞堡言野轡鱚察zttt先百翡

811[1讐繁蟹憲iOて
いる者及よ近親和こ

8]量「雛 3:菫ず菅L■鰈 のも鋼こ対

*2009年 10月 改訂 (第2版 )

2009年 10月 作成
日本標準商品分類番号 1876313

生物出来製品

劇    薬

ウイルスワクチン類
ψ

日本薬局方 生物学的製剤基準
―

承 認 番 号 16100口 0120701Xl

薬 価 収 載 適 用 外

販 冗 開 始 1972年 9月

1詈:ふ身ランデ}}讐雪[:ノ
チツ:)lξ訓畢も

'ク
幽

3株混合で製造されている季節性インフルエンザワクチン

されたものである。新型イ)職 りA蔓語 ふ子サラ
ンザAtt CHIM)ウ イルスの単
チンとしては使用経験がなく。

・ ― ―― ・́   ・― ・―‐―     ― ・ [― ― ■J ′  ヽ ― " ―  ヽ ‐ r_フ与 イ ヽ し : つ″

^虚
曇 た コ 奎●抗原HAワ クチンとして製造されたものであ●。莉型■ンノ″レエ/ソ ハ笙 口 :ド :′ ノ′′′しυ 7`‐ :えrn…―″‐‐ ・ヽ

添付文書中の副反応。臨床成績、薬効薬理等の情報については季節性インフルエンザワクチンとしての成績を記載

している。新型インフルエンザA型 (HlNl)ワ クチンとしての成績等に関しては,最新の情報を随時参照すること。

分成 が   ヽ
■

有効成分

(製造株 )

A/カ リフォルニア/7/2009(HlNl)株
HA含 量 (相 当

値)は ,30/4以 上

添加物

ホルマ リン

(ホ ルムアルデ ヒド換算 )

チメロサール

塩化ナ トリウム

リン酸水素ナ トリウム水和物

リン酸二水素カリウム

0∞26w/v%以 下

0.004m8

8.51ng

l.725,n3

0.25mg

2.重要な基本的注意 *

(1)本剤は,「 予防接種実施規則」

Fl-1-7‐1/R02

鰭爛けを臓アF請靖?鋭訪_綸

1:纂〔艦   羅ゴ
(4)i[][i「

[I;営[営1:言二ili7:層景馨
驚た医鵠お雹≦発聾5'ξf寸鷺譜需欄 ぜセ。速

や

詞なし15%以上又は頻度不明)

(1ムデ
2[啓

71「
,Iを]みをど環参をう11;髪量磯

は観察を十分に行い,異常力
'認

められた場合には適

η
急い 軽 胸 毅 蹴 」ξr蹴 響

接種後数日から2週間以内に発熱1頭痛,け いれん。

テ撃馨肩iまテiI骨亨華4:曾

'litit(]助

奮[1よう:′:サ
こと。

及 び

H

■ついて,接種前に必ず問診、検温及び診察

免疫効果を考慮する

一

―

ンフルエンザ

27日 以上,ま た
|

通常,6日 以上
|

間隔を置いて本剤を接種すること。二

09-10
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J[iこ

|[舗轟il醜塾

'1嘱

1:

4)li021:IIIIイ
f再誓撃iit急見1場ぎたt

9警
:毘纂魏穐崖1裁藍

6)]言
争警暑ilil禁票雰ζらぇた省客28遥場騒

処置を行うこと。

2～ 3日 中に消失する。
3)最翠菅獣ふ雷菅を県爆:祭す是脅臀b奎雪Ъ単だ僣

失する。
5.最

讐i:峰暑「撃謬筆警麿董だ舞玉ド塩裟是薯源橿驚暴
態を十分に観察すること。。・
[][iit[][[嘗:]iを夏基E:i城:漫坦孝

:°

12塚省岳IIliZ発「煮横彗象撃:基]景籠尋ち雪

発赤などの局所反応が11.6%で あつた。。

【薬効薬理】

持続期間がさらに1箇月近く短縮される9。

【取扱い上の注意】

lh芦
重電キ凍藉させたもの出 品質躍 化しているおそな
があるので。使用してはならない。

(2)使用前には、必ず,異常な混濁。着色、異物の混入そ

の他の異常がないかを確認すること。

11替秀霞庫から取 り出曜 温になってか弘 必ず振り混ぜ

均等にして使用する。

(2)一度針をさしたものは,当 日中に使用する。

7.接種時の注意

°
ず 壕駐用器具に ガン報 等により減菌されたデイス

ポーザブル品を用いる。
2)3]:[「

曾]i;
瓶入

1)Versluis,

(1985).

【包  装】
l mL   l本

【主要文献】*
D.J.et al:Antivir4 Res,suppl.1,289-292

め甥昇勇隻鶴鵜鵠 .こ入つていなにとを確かめ

4)注射鼻ゝ び注射筒は,被接種者ごとに取 り換えなけ

ればならない。

②
曇程雛 lム 通常,上腕伸側 とし,ア ルコールで消毒

班皇:同一接種部位に反復 して接種することは避ける

こと。

【臨床成績】

基葬iil:Ы珈 饉晏

蟹1鷲漠![!彗

D績鑑雹穐言亨jじ驚几ごりFテ)チン,ワ クチンハンド
6)ろ;;::猾 li挙ぅ:ii肇 |こ 1:|:轟進|(:ζ l[:::`;:

文献集 (30),113-118(2000).

【文献請求先】
デンカ生研株式会社 学術営業推進部

〒103-0025 東京都中央区日本橋茅場町三丁目4番 2号
TEL 03‐3669-9091

FAX 03‐ 3664‐ 1023

アステラス製薬株式会社
東京都板橋区蓮根3丁目17番 1号

Ottζ墨籍蝉堪食譜

Fl‐ 1-7‐ 1/R02

-2-
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:SW31602Z01
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考資料 1-4

平成 21年 11月 21日

新型インフルエンザワクチンに関する安全性評価について

薬事 0食品衛生審議会医薬品等安全対策部会

安全対策調査会及び

新型インフルエンザ予防接種後副反応検討会

新型インフルエンザワクチンの接種が 10月 19日 より開始され、実施医療機関より

厚生労働省に副反応について報告されている。‖月 19日 までに877例が報告され、

うち、重篤な症例が68例 (13例の死亡を含む)であつた。また、20日 までの死亡

例の報告は21例である。

現時点で国産ウクチンにおいて得 られた情報に基づき、新型インフルエンザワクチ

ン自体の安全性、接種事業の継続及びワクチン接種にあたつて注意すべき点等の安全

対策についての検討を行いt次のような意見として取 りまとめるものである:

1.ワ クチンの基本的な安全性

医療従事者2万例コホー トの健康状況調査では、安全性の特性からみて、季節

性インフルエンザワクチンと差はなく、期待する利益からみて、十分であつた

と考えられる。重篤な副反応発生についても、死亡や後遺障害に至る転帰のも

のはなかつた。

医療従事者を中心に接種が行われた10月 中の接種の現状においても、2万例

コホー トの調査と同様に、発生している副反応の特徴に、現時点では重大な懸

念は示されていない:

新型インフルエンザワクチンは、副反応報告頻度が、季節性ワクチンに比較し

て高い傾向にあることは、次の点に留意が必要である。

> 新型インフルエンザワクチンの接種事業は、予防接種実施要領等に基づき、

「死亡、臨床症状の重篤なもの、後遺症を残す可能性のあるもの」に該当す

ると判断されるものは、因果関係の如何にかかわらず報告対象とし、契約に

より、接種医療機関に対して報告を求めていること

> 季節性ワクチンの副反応データは、「副反応によると疑われる疾病」を報告

する薬事法の下での数値であること

> 社会的な関心が高い等の理由

以上からみて、現時点で、医療従事者への接種を中心とした評価においては、

ワクチンの安全性において重大な懸念を有するものではないが、今後接種規模

を広げた場合での評価を継続すべきで奎う_9   __ f      _

○

○

′
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2.基礎疾患を有する高齢者の死亡について

11月 以降の接種者において、死亡症例の報告が増加している傾向にあるのは、

優先接種対象者として、呼吸器、心臓、腎臓等の基礎疾患 (重度の基礎疾患)

を有する患者への接種が 11月か ら開始 していることと関連した事象であると

考えられる。

人口動態統計から見ても、基礎疾患を有する高齢者の死亡は高い頻度で見られ

るものであり、今回報告された事例はいずれも重度の基礎疾患を有する者であ

り、ワクチン接種と死亡が偶発的に重なった可能性は否定できない。

個々の死亡事例についても、限られた情報の中で因果関係は評価できないもの

もあるが、大部分は、基礎疾患の悪化や再発による死亡の可能性が高いと考え

られ、死亡とワクチン接種との直接の明確な関連が認められた症例は現時点で

はない:

これらのことと、健康な医療従事者における実績を併せて考えれば、ワクチン

自体に安全性上の明確な問題があるとは考えにくい。

しかしながら、重度の基礎疾患を有する患者においては、ワクチンの副反応が

重篤な転帰に繋がる可能性も完全には否定できないことから、接種時及び接種

後の処置等において留意する必要がある。

また、感染リズクは低いものの、高齢者で基礎疾患を有する者はインフルエン

ザに罹患した場合に重篤な転帰をたどる可能性が高く、新型インフル平ンザワ

クチンにおいて見られているリスクと比較 して、相対的に接種のメリッ トは■

きいと考えられる。

3。 今後の対応について

重度の基礎疾患を有する高齢者におけるワクチン接種後の死亡であつて、ワク

チンと明らかな関連がないものとして主治医等が報告 したものについては、個

別事例の評価以外に、集積 した情報の中から、問題や注意を要する情報を抽出

することに重点を置いて評価すること。

実施要領において、心臓、じん臓又は呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が

極度に制限される程度の障害を有する者等への接種に当たつては、接種を行う

ことの適否を慎重に判断するよう、接種を担当する医師に求めているが、これ

を徹底すること。また、そのような者に接種した場合には、接種後短時間のう

ちに被接種者の体調に異変が起きた場合でも適切に対応できるよう、接種後一

定時間、被接種者の状態を観察すること等について、行政は医療関係者に注意

喚起するべきこと。また、ワクチン接種は個々人の判断により行 うべきもので

あることを考慮 し、現在の感染状況やワクチンの安全性情報の提供を行政は徹

底させること。

○

○

〇

○

○

〇
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参考資料 1-5

事 務 連

平成 21年 12月

都道府県                 ―

政 令 市 新型インフルエンザ対策担当課 御中

特 別 区

厚生労働省

新型インフルエンザ対策推進本部事務局

基礎疾患を有する者への適切な接種の実施について

、新型インフルエンザ対策の推進については、平素より御支援御協力を賜り厚く御礼申し

上げます。

さて、今般、新型インフルエンザワクチンの接種後の副反応報告において、基礎疾患を

有する高齢者の死亡事例が報告されたことから、これらの者に対して適切な接種が実施さ

れるよう医療関係団体あて別添のとおり通知したので、御了知いただくとともに、受託医

療機関等に対する説明の機会等を利用して周知徹底を図つていただけるようよろしくお願

いします。

絡

日

各
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(別添 )

事 務 連
平成 21年 12月

(社)日本私立医科大学協会
(社)全国自治体病院協議会
(社)全日本病院協会
(社)日本医療法人協会
(社)日本病院協会

国立大学付属病院長会議
(独)国立病院機構

全国公私病院連盟
(社)日本精神科病院協会
日本慢性期医療協会
(独)労働者健康福祉機構
(社)日本医師会

御中

厚生労働省

新型インフルエンザ対策推進本部事務局

基礎疾患を有する者への適切な接種の実施について

基礎疾患を有する者への接種に当たっては、「受託医療機関における新型インフルエン

ザ (A/HlNl)ワ クチン接種実施要領」 (平成 21年 10月 13日 付け厚生労働省発健
1013第 4号厚生労働事務次官通知。以下「接種実施要領」という。)において、被接種者
の健康状態及び体質を勘案 し、接種の適否を慎重に判断するとともに、「新型インフルエ

ンザワクチン接種に係る副反応の報告状況について」 (平成 21年 10月 23日 付け新型イン

フルエンザ対策推進本部事務局事務連絡。以下「10月 23日 付け事務連絡」という。)に
おいて、ア レルギー・ぜんそくの既往のある者への接種については、接種後の健康状態を

確認するよう受託医療機関に求めているところです (別紙 1)。

今般、基礎疾患を有する高齢者等の死亡事例が報告 (平成 21年 11月 20日 までで 21例 、

11月 26日 までで計 31例)され、平成 21年 11月 21日 の薬事 口食品衛生審議会医薬品等

安全対策部会安全対策調査会及び新型インフルエンザ予防接種後副反応検討会において、
11月 20日 までに得 られた情報に基づき、
・ 今回報告された事例はいずれも重度の基礎疾患を有する者であり、ワクチン接種と死

亡が偶発的に重なつた可能性は否定できないこと、
・ 重度の基礎疾患を有する患者においては、ワクチンの副反応が重篤な転帰に繋がる可

能性も完全に否定できないことから、接種及び接種後の処置等において留意する必要が
あること、

・ また、感染リスクは低いものの、高齢者で基礎疾患を有する者はインフルエンザに罹
患した場合に重篤な転帰をたどる可能性が高く、新型インフルエンザワクチンにおいて
見られているリスクと比較して、相対的に接種のメリウトは大きいと考えられること

等の評価がされ、今後の対応について別紙2の とおり取りまとめられたところであり、11

月 30日 の同調査会及び検討会においても、11月 26日 までに得られた情報に基づき検討さ
れた結果、別紙2の見解を維持するとされたところであります。

これらを受け、厚生労働省として、基礎疾患を有する者への接種については、従来どお
り行うこととしております。
ついては、基礎疾患を有する者への接種に当たつては、これまでも接種実施要領等に基

づき適切に実施されているものと認識していますが、同調査会及び検討会からの意見を踏
まえ、下記について、再度、管下受託医療機関に対し周知徹底方よろしくお願いいたしま
す。

絡

日
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記

1.接種実施要領に基づき、接種を行うに際しては、厚生労働省ホームページを適宜参照

いただき、新型インフルエンザの年齢別の感染状況やワクチンの冨1反応の状況を確認の

上、接種を希望する者に対して、ワクチン接種は個々人の判断により行うべきものであ

ることを周知し、ワクチン接種の効果や限界、安全性等について十分説明のうえ、説明

に基づく同意を確実に得るようにすること。なお、その際、積極的な接種勧奨にわたる

ことのないよう、特に留意すること。

2.接種実施要領に基づき、心臓、じん臓又は呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が揮

度に制限される程度の障害を有する者及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日

常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する者等の基礎疾患を有する者については、

必要に応 じて、主治医及び専門性の高い医療機関の医師に対 し、接種の適否について意

見を求め、接種の適否を慎重に判断すること。特に、基礎疾患を有する者のかか りつけ

医療機関以外の受託医療機関については、優先接種対象者証明書により基礎疾患である

疾病を有することを確認 した上で十分な予診を行うとともに、必要に応 じて、基礎疾患

を有する者のかか りつけ医療機関に確認する等、接種の適否を慎重に判断すること。

3.10月 23日 付け事務連絡に基づき、受託医療機関は、アレルギー・ぜんそくの既往の

ある者等の基礎疾患を有する者については、接種 した後短時間のうちに被接種者の体調

に異変が起きた場合においても適切に対応できるよう、接種後一定期間は接種を実施 し

た場所に留つていただき、被接種者の状態に注意すること。

(参考)

新型インフルエンザワクチンの安全性について

厚生労働省ホームページ :http://wwW.mhlW.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku― kansens

hou04/inful Vaccine.html

新型インフルエンザ患者の国内発生状況について

厚生労働省ホームページ :http://wwW.mhlW.go.jp/kinkyu/kenkOu/lnfluenza

/houdOu.html
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鰯1紙 1 )

○受託医療機関における新型インフル平ンザ (A/HlNl)ワ クチン接種実施要領 (平

成 21年 10月 13日 付け厚生労働省発健 1013第 4号厚生労働事務次官通知)〈抜すい〉

6 予防接種の実施

(3)予診並びに予防接種不適当者及び予防接種要注意者

ア 予診

(ア )受託医療機関は、別紙様式2か ら4の「新型インフルエンザ予防接種予診票」

(以下「予診票」という。)を あらかじめ優先接種対象者等ごとの区分に応じ

て配付し、各項目について記入を求める。

(イ )受託医療機関の医師は、間診、検温、視診、聴診等の診察を接種前に行い、

新型インフルエンザの予防接種を受けることが適当でない者又は新型インフ

ルエンザの予防接種の判断を行うに際して注意を要する者に該当するか否か

を確認する (以下「予診」という。)。

イ 予防接種を受けることが適当でない者

受託医療機関の医師は、予診の結果、下記のような、新型インフルエンザの予

防接種を受けることが適当でない者に該当すると判断した場合は、その優先接種

対象者等に対して、新型インフルエンザの予防接種を行つてはならない。

① 明らかな発熱を呈している者

② 重篤な急性疾患にかかつていることが明らかな者

③ 当該疾病に係る予防接種の接種液の成分によつてアナフィラキシーを呈

したことがあることが明らかな者

④ ①から③までに掲げる者のほか、予防接種を行うことが不適当な状態にあ

る者

ウ 予防接種要注意者

(ア )新型インフルエンザの予防接種を行うに際して注意を要する者については、

被接種者の健康状態及び体質を勘案し、慎重に新型インフルエンザの予防接種

の適否を判断するとともに、接種を行うに際しては、接種を希望する意思を確

認した上で、説明に基づく同意を確実に得る。その際、積極的な接種勧奨にわ

たることのないよう、特に留意する。

(イ )心臓、じん臓又は呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極度に制限される

程度の障害を有する者及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活

がほとんど不可能な程度の障害を有する者については、新型インフルエンザの

予防接種を行うに際して注意を要する者として、主治医及び専門性の高い医療

機関の医師に対し、必要に応じて、接種の適否について意見を求め、接種の適

否を慎重に判断する。

工 基礎疾患を有する者

基礎疾患を有する者のかかりつけ医療機関以外の受託医療機関については、優

先接種対象者証明書により基礎疾患である疾病を有することを確認した上で十分

な予診を行うとともに、必要に応じて、基礎疾患を有する者のかかりつけ医療機

関に確認する等、接種の適否を慎重に判断する。

(4)予防接種後副反応等に関する説明

予診の際は、新型インフルエンザワクチンの効果や限界、リスク、製品特性 (製
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造法、アジ三バントの有無、チメロサール等防腐剤の含有の有無等)、 新型インフ

ルエンザの予防接種後の通常起こり得る反応及びまれに生じる重い副反応並びに

健康被害救済制度について、優先接種対象者等又はその保護者がその内容を理解し

得るよう、別紙2「新型インフルエンザワクチンの接種に当たつて」を用いて適切

な説明を行う。

(5)接種意思の確認

ア 保護者の同伴要件

16歳未満の者又は成年被後見人の優先接種対象者等については、原則、保護者

(親権を行う者又は後見人をいう。以下同じ。)の同伴が必要である。

イ 接種する意思の確認

(ア )受託医療機関は、新型インフルエンザの予防接種を行うに際し、優先接種対

象者等又はその保護者が自らの意思で接種を希望する旨の同意をしたことを

男1紙様式 2か ら4の予診票により認められる場合に限り接種を行う。

(イ )優先接種対象者等又はその保護者の意思を確認できない場合は、接種しては

ならない。

〇新型インフルエンザワクチン接種に係る副反応の報告状況について平成 21年 10月 23

日付け新型インフルエンザ対策推進本部事務局事務連絡)〈抜すい〉

2 留意事項

① アレルギー・ぜんそくの既往のある方への接種については、適切な準備と対応を

して接種に当たるよう注意をお願いいたします。

② アレルギー・ぜんそくの既往のある方への接種については、ワクチン接種後、少

なくとも30分後までは、病院に待機させ、健康状態をご確認下さい。

○新型インフルエンザワクチンの接種後副反応報告及び推定患者数について (平成 21年

11月 26日 公表資料)〈抜すい)

2 留意事項

① アレルギー・ぜんそくの既往のある方への接種については、適切な準備と対応を

して接種に当たるよう注意をお願いいたします。

② アレルギー・ぜんそくの既往のある方への接種については、ワクチン接種後、少

なくとも30分後までは、病院に待機させ、健康状態をご確認下さい。

③ 実施要領に記載されているとおり、心臓、じん臓又は呼吸器の機能に自己の身辺

の日常生活が極度に制限される程度の障害を有する方及びヒト免疫不全ウイルス

により免疫の機能に日常生活がほとんど不覚な程度の障害を有する方への接種に

際しては、主治医及び専門性の高い医療機関の医師に対し、必要に応じて、接種

の適否について意見を求め、接種の適否を慎重に判断してください。
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(男11低 2)

平成21年 11月 21日

新型インフルエンザワクチンに関する安全性評価について

薬事・食品衛生審議会医薬品等安全対策部会

安全対策調査会及び

新型インフルエンザ予防接種後副反応検討会

新型インフルエンザワクチンの接種が 10月 19日 より開始され、実施医療機関より厚生

労働省に副反応について報告されている。11月 19日 までに877例が報告され、うち、

重篤な症例が68例 (13例の死亡を含む)であつた。また、20日 までの死亡例の報告は

21例である。

現時点で国産ワクチンにおいて得られた情報に基づき、新型インフルエンザワクチン自

体の安全性、接種事業の継続及びワクチン接種にあたつて注意すべき点等の安全対策につ

いての検討を行い、次のような意見として取りまとめるものである。

1.ワ クチンの基本的な安全性

○ 医療従事者 2万例コホー トの健康状況調査では、安全性の特性からみて、季節性イ

ンフルエンザワクチンと差はなく、期待する利益からみて、十分であつたと考えられ

る。重篤な副反応発生についても、死亡や後遺障害に至る転帰のものはなかつた。

○ 医療従事者を中心に接種が行われた 10月 中の接種の現状においても、2万例コホ

ー トの調査と同様に、発生している副反応の特徴に、現時点では重大な懸念は示され

て い 4え い 。

○ 新型インフルエンザワクチンは、副反応報告頻度が、季節性ワクチンに比較して高

い傾向にあることは、次の点に留意が必要である。
日 新型インフルエンザワクチンの接種事業は、予防接種実施要領等に基づき、「死

亡、臨床症状の重篤なもの、後遺症を残す可能性のあるものJに該当すると判断さ

れるものは、因果関係の如何にかかわらず報告対象とし、契約により、接種医療機

関に対して報告を求めていること

・ 季節性ワクチンの副反応データは、「副反応によると疑われる疾病」を報告する

薬事法の下での数値であること
口 社会的な関心が高い等の理由

〇 以上からみて、現時点で、医療従事者への接種を中心とした評価においては、ワク

チンの安全性において重大な懸念を有するものではないが、今後接種規模を広げた場

合での評価を継続すべきである。

2.基礎疾患を有する高齢者の死亡について

0 11月 以降の接種者において、死亡症例の報告が増加している傾向にあるのは、優

先接種対象者として、呼吸器、心臓、腎臓等の基礎疾患 (重度の基礎疾患)を有する

患者への接種が 11月 から開始していることと関連した事象であると考えられる。

○ 人口動態統計から見ても、基礎疾患を有する高齢者の死亡は高い頻度で見られるも
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のであり、今回報告された事例はいずれも重度の基礎疾患を有する者であり、ワクチ

ン接種と死亡が偶発的に重なつた可能性は否定できない。

O 個々の死亡事例についても、限られた情報の中で因果関係は評価できないものもあ

るが、大部分は、基礎疾患の悪化や再発による死亡の可能性が高いと考えられ、
^死

亡

とワクチン接種との直接の明確な関連が認められた症例は現時点ではない。

O これらのことと、健康な医療従事者における実績を併せて考えれば、ワクチン自体

に安全性上の明確な問題があるとは考えにくいる           …

o しかしながら、重度の基礎疾患を有する患者においては、ワクチンの副反応が重篤

な転帰に繋がる可能性も完全には否定できないことから、接種時及び接種後の処置等

において留意する必要がある。

Oまた、感染リスクは低いものの、高齢者で基礎疾患を有する者はインフルエンザに罹

患した場合に重篤な転帰をたどる可能性が高く、新型インフルエンザワクチンにおい

て見られているリスクと比較して、相対的に接種のメリットは大きいと考えられる。

3。 今後の対応について

○ 重度の基礎疾患を有する高齢者におけるワクチン接種後の死亡であつて、ワクチン

と明らかな関連がないものとして主治医等が報告したものについては、個別事例の評

価以外に、集積した情報の中から、問題や注意を要する情報を抽出することに重点を

置いて評価すること。

○ 実施要領において、心臓、じん臓又は呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極度

に制限される程度の障害を有する者等への接種に当たつては、接種を行うことの適否

を慎重に判断するよう、接種を担当する崖師に求めているが、これを徹底すること。

また、そのような者に接種した場合には、接種後短時間のうちに被接種者の体調に異

変が起きた場合でも適切に対応できるよう、接種後一定時間、被接種者の状態を観察

すること等について、行政は医療関係者|三 注意喚起するべきこと。また、ワクチン接

種は個々人の判断により行うべきものであることを考慮し、現在の感染状況やワクチ

ンの安全性情報の提供を行政は徹底させること。
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各国で承
参考資料1-6

認されたHl Nlワクチンの副反応報告の状況
・ |‥ :・

弩
琴 IIiV町」 ヨ 攣 l

種類
(下段

メーカー)

アジュバント無 アジュバント有 アジュバント有 アジュバント
右

口
無

アジュバント有・無 アジュバント
右 ・ 無

CSL
ノバルティス

サノフィ
バイオメディカル

GSK(Q―PAN) ノバルティス

GSK(D―PAN)
GSK
(D―

PAN)
(有 )

バク
スター
(無 )

GSK
(D―

PAN)
(有 )

ノバル

ティス

(有 )

バクス
ター
(無 )

GSK
(D…

PAN)
(有 )

バクス
ター
(無 )

推定援種数
(万人 )

6,400
(供給数)

1,849
(供給数)

284
(供給数)

180 1,10
0

450 340
(供給数)

400 不 明

副反応 (件 )

(下段%)
4,890
0.008%

3,396
0.018%

289
0.010%

1,710
0.095%

3,54
0

1,57
0

191
0.006%

1658
0_016%

■
‥

死亡 (人 )

(下段10万人
19

0_030
4

00,,
8

0_282

4
0,,,

60
0_545

12
0_267

1

00,9
10

in,50
不 明

情 報 (環在 ) 12月 4日 11月 27日 12月 4日 12月 1日 12月 1日 11日 ,6日

:゛■|■ 1∵

警概 ,=i写 |ド 1ヽド

パ 11フ甲」ご諄零TT77率 111 下 1/ツ ν l'1ノ l」L「 ≡ ■■

種類
(下段

メーカー)

アジュバント無 アジュバント有 アジュバント有 アジュバント
右

口
ilil:

アジュバント有・

無
アジュバント無

CSL GSK(D― PAN) GSK(D―PAN) GSK
(D―

PAN)
(右 )

バク
スター
(無 )

GSK
(D―

PAN)
(右 )

サノフィ
(無 )

シノバック等

推定接種数
(万人 )

375
(供給 数 )

190 213
(供給数)

40 200 2,618

副反応 (件 )

(下段%)
654
0_017%

2,300
0.121%

496
0.023%

619
0。 155%

909
0.045%

2,867
0.011%

死亡 (人 )

(下段10万人
不 明 12

0.632

8
0.376

1

0.250

不 明 4
0.015

10J]29 17 12 3日 12 9日 12 6日 11月 30F

=(注
)本表は各国規制当局HPにおける情報をとりまとめた。なお、報告対象は各国により異なるので単純比較できるものでは必ずしもないことに留意。


